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「なあ。なあなあなあなあ。なーあ」

　背後から聞こえてくる声に、おまえは猫か！　と心の内でツッこみつつ、相あい川かわ仁じんは歩く。決して振り向いたりしない。呼びかけに答えることもしない。

　そうして完全に無視されているのがわかっているはずなのに、後ろをついてくる男は懲こりずに『なあなあ』とくり返す。登校中の生徒たちの注視など、おかまいなしである。今朝、仁が家を出てからずっとこの調子だ。

　否。今朝、という言い方は正しくない。

　正確には、今年の四月に仁が高校へ入学し、背後を歩く男と同じクラスになってから、ほぼ毎日、彼は『なあなあ』とくり返しているのだ。明日から六月に入るから、ちょうど二ヵ月間、彼は仁の後をついてまわっていることになる。

「なあ、相川。なあなあ」

　この『なあなあ』を聞き始めて、もう二ヵ月になるんか……。

　校門へと続く桜並木はとうに薄うす紅べに色いろの花を散らせ、今や青々とした葉を繁らせている。詰つめ襟えりの学生服も、明日から夏服に変わる。季節は確実に移り変わっているのだ。

　けれど、後ろをついてくる男の存在だけは変わらない。

「なあなあなあ。なあ相川」

　呼びかけてくる声を意識から追い出し、仁は改めて今日までを振り返ってみた。

　朝。玄関を出ると門の前で待っている。おかげで母親は彼に対して、毎日迎えに来てくれてありがとうね、などと思い切り勘違いした挨あい拶さつをするようになってしまった。

　休み時間。気が付くと側そばにいる。昼食のときも同じである。いつのまにか側にいて、隣の席で弁当を食べていたりする。

　放課後。登校するときと同じく、帰き路ろにつく仁の後をどこまでもついてくる。週に二回、水曜日と土曜日に仁が通っているキックボクシングのジムにも、見学と称して顔を出す。

　この二ヵ月間、邪魔やうっとおしいどっか行け、と何度言ったかわからない。

　しかし、どんなに冷たく追い払っても、彼は悪びれない。つれないなあ、冷たいなあ、いじめやんといてえ、と妙なシナを作ってかわす。それでも邪じゃ険けんに追い払うと、一時は離れる。しかし仁が油断した隙を狙って寄ってきて、ふと気が付くと、当たり前のような顔をして側にいるのだ。

「なあ、なあなあ相川。なあなあなあ」

「ああもううざい！　なあなあ言うな！」

　壊れたレコードのようにくり返される『なあなあ』を無視しきれずに怒鳴った仁は、勢いよく振り返った。

　危うく正面からぶつかりそうになった男が、おおっと驚きの声をあげる。

「急に止まったら危ないで～」

　間延びした口調で言われて、仁はキッと男を見上げた。

　土つち屋や来きたる。

　それがこの『なあなあ男』の名前だ。

「やったらなあなあ言うのやめえ！　うっとおしいて何べん言うたらわかるんじゃ！」

　スラリと伸びた長身に向かって怒鳴る。五センチほど身長差があるせいで、見上げる角度になってしまうのが腹立たしい。ついでに言うと、広い肩の上に乗っている顔が平均よりかなり整っている上に、男らしい精せい悍かんさを備えているのも気に入らない。

　女顔というわけではないが、どことなく繊せん細さいな造りの自分の顔が、仁はあまり好きではないのだ。だから男っぽい土屋の顔を見る度たび、憧どう憬けいを上まわる嫉妬心を感じてしまう。

「相川が俺の相あい方かたになって、一緒に漫まん才ざいしてくれたらやめる」

　けど、と言いかけた土屋の語尾にかぶせるように、仁は、嫌や、と即答した。すげなく拒絶されたにもかかわらず、目の前の男はなぜか嬉うれしそうに目め許もとを緩ゆるめる。

「そんなつれないこと言わんとー」

「絶対嫌やて言うてるやろが。何べんも同じこと言わすな」

　仁はぷいと横を向いた。立ち止まった自分たちを追い越してゆく生徒たちの視線が痛い。彼らは皆、明らかにおもしろがっている。

　ほれ見てみい。今日もやで。

　あっちは一年二組の土屋やろ。

　もう一人は、相川やったっけ？

　あの二人も懲りひんなあ。毎日やんか。

　そんな会話が聞こえてきそうで、仁は腹の底がじわりと煮えるのを感じた。同時にカッと頰ほおが熱くなる。これならまだ、好奇の目を向けられる方がましだ。

　仁は他人におもしろがられたり笑われたりすることが、一番嫌いなのだ。ばかにされているような気がして、無む性しょうに腹が立つ。

　対する土屋は、周囲を全く気にしていない。それどころか、いやあ、今日も相川ご機嫌ナナメで大変ですわー、けどそおゆうつれないとこがまたええんやけどねー、うふふー、などと愛あい想そをふりまく始末だ。

「なあなあ相川。俺の相方になってえな」

　懲りずに同じことをくり返す土屋の口をふさぐかわりに、仁は彼の額ひたいに思い切りデコピンをくらわせた。前髪をあげた髪型のせいで、指が直接額を弾はじく。バチン！　とやけに小気味よい音がして、あうっと声をあげた土屋は、やや遅れ気味に両手で額を押さえた。

「いーたーいー。いじめやんといてて言うてるやんかー」

　涙目になりつつもなぜか嬉しそうな土屋を見て、登校中の女子生徒たちがクスクスと笑う。仁は寄せていた眉間の皺しわを深くして、彼女らをじろりとにらみつけた。すると、慌てて視線がそらされる。

　笑われるのも嫌いだが、笑う奴も嫌いだ。

　人のことを簡単に笑うような輩やからに、ろくな奴はいない。

「いじめられてんのはこっちや土屋。毎日毎日しつこいで。嫌やて言うてるやろが」

「せやかてしつこうせんと、俺のこのアツイ気持ち、相川にわかってもらえへんし」

「せやからそういうヘンな誤解されるようなことを」

　言うな！　と怒鳴りかけた仁は、ハッと口を噤つぐんだ。このまま往来の真ん中で言い合いを続けていたら、格かっ好こうの見世物になってしまう。いや、もう既に見世物になってしまっている。

　向けられる視線。視線。視線。

　そのどれもが笑っている。

　仁は不快感が頂点に達するのを感じた。

「とにかくもうついてくんな！」

　それだけ言い捨てて、歩き出す。すると、当然のように土屋が後を追ってきた。

「なあ。なあなあ相川。俺とコンビ組もう」

　背後から聞こえてくるのは、どこか甘えるような口調の誘いだ。もう何度聞いたかわからない。

「嫌」

「あ、またそうやって即答するー。なあ、何で嫌なんよー」

　間延びした語尾がごっつムカつく、と仁は思った。

　何を言ってもへこたれない。傷ついた様子もない。土屋は常にマイペースだ。青くなったり赤くなったりしてジタバタしているのは、いつも仁一人である。

「嫌なもんは嫌なんや！」

　我慢できずに怒鳴ってしまってから、仁は思わずため息を漏もらした。

　そう、この二ヵ月間、土屋は事あるごとに、漫才コンビを組もうと持ちかけてくるのである。笑われることが何よりも嫌いな仁に、笑われろと言うのだ。

　冗談やない。絶対に嫌や。

　だいたい、何で俺なんや。

　仁は自分がおもしろい人間だと思ったことなど一度もない。どちらかといえば、無愛想で素そっ気けない性格だと思う。友人たちと賑にぎやかに話したり、冗談を言い合ったりするのも苦手な方だ。

　それやのに何で俺なんや。俺、土屋に何かしたか？

　何もしてへんはずや。

　入学式の日、土屋が落とした校章を拾ってやっただけである。

　本当に、ただそれだけなのだ。










　入学式が行われる体育館へ向かう道すがら、前を歩いていた土屋のポケットからポロリと何かが落ちた。足下に転がってきたそれを拾い上げた仁は、おい、と無意識のうちに声をかけた。

　おい、落ちたで、校章。

　そう言った途端、土屋は一時停止ボタンを押されたかのように立ち止まった。ピキ、という音が聞こえてきそうな、不自然な立ち止まり方だった。つられて仁も立ち止まる。

　おい、と仁はもう一度声をかけた。まだ名前を知らなかったので、おいと呼びかけるしかなかったのだ。

　校章。おまえのやろ。

　土屋はぎこちない動きで振り返った。ギギギ、という音が聞こえてきそうな、実に不自然な振り返り方だった。

　ヘンな奴、と思いつつその動きを見ていた仁は、こちらを向いた土屋の顔を見て驚いた。

　今すぐにでも流行のファッション雑誌でモデルができそうな、整った鋭い顔立ちだった。切れ長の涼しげな目許と隆たかい鼻筋が目を引く。広い肩幅に比べて小さく感じられる顔と、スラリと伸びた長身とのバランスが絶妙だった。

　ほんまにモデルか何かかもしれんな、と思いつつ、仁は右手を差し出した。

　校章。落としたで。

　土屋は仁を見下ろしたまま、ぴくりとも動かない。

　……何やねん。

　あまりにも熱心に見つめてくるので、仁は眉をひそめた。

　校章落とした言うてんのや。

　もう一度言った次の瞬間、ぐいと右手をつかまれた。かと思うと、抗あらがう間もなく力いっぱい抱きしめられる。通り過ぎてゆくクラスメイトたちが、ぎょっとしている気配が伝わってきた。
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　何や何や、何が起きたんや？

　状況がつかめずに茫ぼう然ぜんとしている仁を抱きしめたまま、土屋は声を限りに叫んだ。










　やっと巡めぐり会あえたで、マイスイートハニー！










　……思い出しただけでアタマ痛いわ……。

「何ため息ついてんのやスイートハニー」

　楽しげな口調で言われて、仁は閉じていた目を開けた。机になついたまま声がした方を見やると、眼鏡めがねをかけた男が笑顔でこちらを見下ろしてくる。クラスメイトの新にっ田た優まさ勝かつだ。

　本名の『まさかつ』ではなく『ゆうしょう』というアダナで呼ばれている彼は、その名の通り、入学式で答とう辞じを述べた学年一の秀才である。先日、大阪府内でトップとまではいえないものの、そこそこの進学校であるこの高校で行われた中間テストでも、総合第一位だった。

　しかし、新田の両親は彼に一番になってほしくて『優勝』と名付けたわけではないらしい。熱心な阪はん神しんタイガースファンである父親が、タイガースの優勝祈き願がんをこめて、息子の名前を優勝にしてしまったのだという。

「スイートハニーて言うな」

　じろりとにらんでやると、新田はまたニコリと笑った。

「相変わらず機嫌悪いなあ。そして相変わらず朝からエネルギー使い過ぎて、ヒロウコンパイの様相やな」

「ほっとけや」

「はいはい、すんません。ところでキタがおらんのやけど、どこ行った」

　新田は土屋をキタと呼ぶ。キタルのキタらしい。

「俺が知るか」

「いっつも一緒におるくせに、相変わらず冷たいなあ」

「……おまえ、イヤミ言いに来たんか」

　そんなんとちゃうよー、と答えつつ、新田はきょろきょろと周囲を見まわした。閑散とした昼休みの教室に、どこへ行ったのか、土屋の姿はない。

「衛星放送でやってた漫才番組の録画頼まれとったから、そのビデオを渡そう思おもて」

　漫才、という新田の言葉に、仁は顔をしかめた。

　仁は漫才に限らず、お笑いというものが好きではない。テレビでお笑い番組を見ると、いつも不愉快になる。

　人をバカにして笑いとって、そんなん楽しいか？　バカにされて笑われて、そんなん楽しいか。

　楽しいわけがない。

　笑われるのは嫌だ。

「優ゆう勝しょう」

「はいな」

　合いの手のような答えが返ってくる。

「おまえが土屋と組め。そしたら俺はあのアホから解放される」

　空あいていた前の席に腰かけた新田は、あかんあかん、と手を横に振った。

　新田は土屋の幼なじみである。しかも土屋と同じお笑い好きだ。コンビを組むには最適だと思うのだが。

「何であかんねん」

　上うわ目め遣づかいでにらんでやると、新田はムリムリ、という風に、また手を横に振った。

「ビジュアル的に僕より相川のがずっとキタと似に合おてるもん。対極的でカッコエエやん、帝てい都と物もの語がたりとタイタニックゆう感じで」

「……はあ？」

　よくわからないたとえである。

「それに、僕とキタやったらボケとボケやさかい、漫才にならんがな」

　存外真面目な顔で言う新田に、仁は眉を寄せる。

「そんなん、どっちかがツッコミやったらええ話やないか」

「おまえ、ムチャ言うなあ。ボケにツッコミになれなんて、リクイグアナにウミイグアナになれて言うてんのと同おんなじやぞ」

　またしても、わかるようなわからないような不思議なたとえをした新田は、それにやな、と続けた。

「僕にはうちのお好み焼き屋を世界的なチェーン店にするゆう野望があんねん。せやから漫才師にはなれん」

　ニコニコと笑いながら言われて、仁はため息をついた。土屋も変わっているが、新田も相当変わっている。

「あ、コラ優勝～」

　ふいに間延びした声が聞こえた。仁よりもわずかに低い、どこか茫ぼう洋ようとした声。

　土屋の声だ。

　振り向かなくてもわかってしまう自分が情けない。

「相川が成績優秀やからって、おまえのワールドワイドなお好み焼き屋にスカウトするんはやめてくれ。俺のスイートハニーやで」

　再び机に突つっ伏ぷした仁は、うう、とうなった。朝から怒鳴ってばかりで、もう怒る気力もない。入学したばかりの頃は一日中怒っていたが、最近では昼頃になるとエネルギーが切れてしまい、怒鳴るに怒鳴れなくなってしまう。

「はいはい、相川がキタのスイートハニーやいうことは、言われんでもわかってるがな。僕はおまえにビデオ渡しに来ただけや」

　のほほんとした新田の物言いに、おー、と土屋がしまりのない声で応こたえる。

「頼んどいたやつやな。サンキュー優勝」

「今度何かおごれや」

「お好み焼きでもええ？」

「うち以外のとこやったらええで」

「けど俺、旨うまいお好み焼き屋て優勝んとこしか知らんのやけど」

「そおか。それは喜ぶべきか悲しむべきか迷うとこやなあ」

　頭上でかわされる新田と土屋のやりとりを、仁はぼんやりと聞いていた。二人ともがボケ、という新田の言葉は的を射ているようだ。どちらも恐ろしくマイペースなので、そこはかとなく間の抜けた会話になっている。

「あ、そおや、なあなあ相川」

　いきなり声が近くなって、仁はぎょっとした。いつのまにか机の脇にしゃがみ込んでいたらしい土屋が、こちらを見上げている。

「九月にな、プロアマどっちも参加できるコンテストがあんねん」

「……コンテストて何の」

「漫才の」

　予想通りの返答に、仁はため息をついた。

　こいつ、ほんまに懲りんやっちゃ。

　しかし、仁に怒る気力がなくなったときを見み計はからってコンテストの話をしてくる辺り、土屋もそれなりに話題を振るタイミングを学習したらしい。入学したばかりの頃は、朝っぱらからコンテストに出ようだの、アマチュアライブに出ようだのといった話を持ち出しては、額を叩かれたりデコピンをくらったりしていた。

「なあ。一緒に出ようや。ネタは俺が書いたやつがあるから、後は相川が一緒にやってくれるだけでええねん」

　机の上に両手を載のせ、更にその上に鋭角的な顎あごを載せた土屋は、餌えさをねだる小犬のような目を向けてくる。精悍な外見と相反するそうした仕し種ぐさは、何とは知れずおかしい。

　怒る気力が尽きていた仁は、わずかに苦笑しつつも即答した。

「嫌」

「何で？」

「俺は笑われるんは嫌やて前にも言うたやろ」

　そおやったっけ？　と土屋は首を傾かしげる。

「そおや。人の話はちゃんと聞いとけ。だいたい俺、お笑い自体好かんし」

「何で？」

「嫌いやから」

　笑われることが嫌い。笑う奴も嫌い。

　だから、お笑いも嫌い。

　そう答えたところで、土屋はきっと納得しないだろう。何で嫌いなん？　と追及されるのがオチだ。この男に、嫌いな理由をわざわざ教えてやる義理はない。

「なあ相川。相川が今言うたこと、一ヵ所だけ訂正してもええ？」

　のんびりとした口調で尋ねてきた土屋に、仁は眉をひそめた。

「訂正て何や」

　うん、と妙にかわいらしい仕種で頷いた土屋は、真顔で仁を見上げた。前足をそろえて飼い主を見上げる犬のような体勢のまま、ゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「あんな、漫才は……、てゆうかお笑いは、笑われるもんやないねん。笑わせるもんなんや。見る人を笑わして、楽しい気分になってもらうもんやねん」

　今までにない真しん摯しな口調で言われて、仁は一瞬、言葉につまった。ひたと見つめてくる漆しっ黒こくの瞳に戸惑う。

　よく考えてみると、普通のテンションで土屋と会話するのはこれが初めてだ。いつもはひどく楽しげだったり、嬉しそうだったりする明るい双そう眸ぼうに、堅固な意志の光が見え隠れしている。精悍な顔つきも真剣そのものだ。

「せやから、笑われるんとはちゃうねんで。せやから、怖いことないねんで」

　怖いことないねんで。

　その言葉に、何の前触れもなく、ドキ、と心臓が跳はねた。

　何や……？

　ドキ、て何や。

　自分でもなぜそんな風に体が反応したのか理解できなくて、思わず体を固くした仁に、土屋はふいに右手を伸ばした。意図がわからず、その動きを目で追っていると、大きな手がそっと頭に載せられた。そのまま幼い子供にするように、優しく髪をかきまぜられる。

「やから、なあ。俺と一緒に漫才やろ。俺の相方になってくれ」

　囁ささやいた土屋は、切れ長の目許をわずかに緩めた。すると、鋭い顔つきがひどく優しく見える。

　土屋は時折、仁に対してこういう顔をする。この優しげな顔が、土屋が仁を抱きしめて『マイスイートハニー！』と叫んだことを知っている生徒たちの好奇心を煽あおっていることを、仁はよく知っている。

「……土屋」

「何？」

　柔らかく問い返してきた土屋の額を、仁は掌てのひらで叩いた。ビタンと実に良い音がする。

「どさくさにまざれて触んな！　トリハダたったわボケ！」

「……せっかくええ雰囲気やったのに、トリハダなんてひどい……」

　よよと床に崩れ落ちた土屋の肩を、黙って見守っていた新田がポンと叩く。

「もう一息やったなあキタ。惜しい惜しい」

「何無責任なこと言うてんねん優勝！　ちょっとも惜しいことないわ！」

　仁はかみつくような勢いで怒鳴った。

　周囲にいた数人のクラスメイトが、クスクスと笑う。その気配にまた、腹の底が煮えた。嫌けん悪お感かんで胸がつまる。さっきドキリと跳ね上がった心臓が、今度はじくじくと疼うずいた。

　笑われるんと笑わせるんは違うやと？

　どこが違うんや。同じやないか。

　そんなん、ただの言葉遊びや。

　どっちもバカにされてることに変わりない。










　仁が人に笑われることに対して嫌悪を抱くようになったのは、小学校四年生のときに経験した転校が原因である。

　生まれてからずっと大阪で育ってきた仁は、父親の仕事の都合で東京の小学校に転校することになった。本当は行きたくなかったが、仕方がなかった。子供は親に従うしか道はない。

　そうしてただでさえ憂ゆう鬱うつな気分でいた仁を待っていたのは、言葉の違いをからかういじめだった。

　仁が言葉を発する度たびに、クラスメイトたちは笑った。あからさまに声に出して笑うわけではない。クスクスと、まるで物陰に隠れるようにして笑うのである。そうして仁の物言いを真ま似ねしては、またクスクスと笑う。

　彼らは皆、ばかにしたように、見み下くだすように、密ひそやかに笑った。その笑い方が、たまらなく嫌だった。

　無理をして標準語を話そうとしたこともあるが、これもまたからかいの種になってしまったので、すぐにやめた。

　クラスメイト全員が、最初からいじめに加担していたわけではない。クラスの中にいじめを先導する女子生徒が一人いて、その取り巻きが彼女に従っていじめを助じょ長ちょうし、他の生徒たちを少しずつ巻き込んでいったのだ。だから、クラスメイトの中には気の毒そうな目を向けてきた者もいた。けれど誰も仁を助けようとはしなかった。

　それはそれで仕方なかった、と仁は思う。クラスの中でいじめられている者をかばうという行為は、大変なリスクを伴ともなう。へたをすれば、かばった者もいじめの対象になってしまう可能性があるのだ。クラスメイトたちが見て見ぬふりをしたのも、無理はない。

　毎日くり返される言葉のいじめに耐えかねた仁は、ある日、思い切って担任の教師に相談してみた。しかし、まともに取り合ってもらえなかった。

　皆が笑うのは相川の言葉が聞いていて楽しいからだと、教師になって三年というキャリアの浅いその男性教師は、見当違いの意見を述べた。気にすることないよ、相川は神経質だなあ。そう言って笑った。靴を隠されるとか殴られるとか、金銭を強ゆ請すられるといった物理的ないじめではなかったことが、教師の危機感を鈍にぶらせたのだろう。

　本来なら教師よりも先に相談すべき相手である母親はというと、彼女も不慣れな土地になじもうと悪戦苦闘しており、仁の様子を気にかける余裕を持っていなかった。子供の目から見ても母が必死であることは容易に知れたから、相談することはできなかった。仕事で忙しい父親は、言わずもがなである。

　その結果、仁はほとんど口をきかなくなった。表情を動かすことも少なくなった。その変化もまたからかいの種になったが、じっと耐えた。言葉のいじめは、些さ細さいなきっかけで物理的ないじめへと変わる。それを本能で感じとっていた仁は、近付いてくる者に対して威圧的に振る舞うよう心がけた。

　学区から離れた場所にあったキックボクシングのジムに通い出したのも、この頃だ。もし相手が力に訴うったえることがあれば、自分も力で対抗するしかないと仁は直感で悟さとっていた。大人たちが守ってくれないのなら、自分で自分を守るしか術すべはない。

　何としても強くならねばならないと思いつめた仁は、熱心にジムに通った。そうして悪夢のような学校生活を、何とかやり過ごしたのである。

　父親が再び大阪へ転勤になり、仁が生まれ故郷へ戻ることになったのは、それから三年後、中学へ進学する直前のことだ。

　ジムに通ううちに少ないながらも友人ができ、それなりに東京の生活になじんでいたつもりだったが、大阪へ戻れると聞いたときには心底ほっとした。

　もうこれで、普通に話してもええんや。

　学校で一日中、神経を張りつめて生活する必要はない。笑われないように注意する必要もない。普通に話して、笑って、自由に振る舞えば良いのだ。

　そう思った。

　そのように振る舞うつもりだった。

　けれど、三年間で身に付いた癖は、そう簡単に治らなかったのである。

　きつい物言いと威圧的な態度は、大阪に戻ってからも改まることはなかった。そしてまた、人に笑われることやからかわれることに対して、神経を尖らせる癖も治らなかった。

　人のことを簡単に笑う奴、からかう奴を見ると、どうしようもなく苛いら立だつ。腹が立って仕方がない。幼い頃はよく見ていたお笑い番組も、いつのまにか大嫌いになった。つまるところ、笑うという行為に対して、嫌悪感を抑おさえることができなくなってしまったのだ。

　中学のクラスメイトたちは、そんな仁をいじめこそしなかったが、一部の者からは遠慮なしに、相川は冗談が通じんから嫌や、と言われた。大阪へ戻ってからもキックボクシングのジムに通い、学校の部活には属さなかったから、尚なお更さら敬遠されたのかもしれない。

　それでも、中学の三年間で少しは元に戻れたと思う。普通に話せるようになったし、口数も随ずい分ぶん増えた。それなりに友人もできた。喜怒哀楽の表情も、比較的スムーズに顔に出せるようになった。

　しかし、東京へ転校する前のようには、もう戻れないだろうと仁は自覚している。いじめられたという事実が消えないように、心の瑕きずも完全に消してしまえないのだ。

　それなのに、あの男は。

　土屋は、わざわざ自みずから笑われろと言うのである。バカにされろと言うのだ。

　よりによって、何で俺なんや。

　何度考えてもわからない。

　まるで惚ほれた女を口く説どくように相方になってくれと迫せまってくる理由が、どうしてもわからないのだ。










　理由がわかったら、土つち屋やをあきらめさせることができるかもしれん。

　そんなことを思いつつ、仁じんは二つ斜ななめ前の席に座っている土屋の背中を眺ながめた。

　今朝も玄関先で待ち伏せていた彼は、辞典に肘ひじをつき、こっくりこっくりと船を漕こいでいる。これで今日の授業は最後だという気の緩ゆるみが睡眠欲を刺激しているのか、土屋以外にも船を漕いでいる者が数人いた。

　昨日まで黒で埋め尽くされていた教室は、今朝から白に変わっている。男子生徒の学生服は開かい襟きんシャツに、女子生徒の紺のセーラー服は白のセーラー服に衣替えになったのだ。

　やがて来る梅つ雨ゆを予感してか、窓から見える空は薄い灰色である。太陽の姿が見えないのに蒸し暑いのは、湿度が高いからだろう。

　うっすらと汗ばんだ額ひたいにまとわりつく前髪を払いのけ、仁は機械的に教科書の古文を目で追った。

　お笑いは、笑われるもんやないねん。笑わせるもんなんや。

　昨日の土屋の言葉が耳に甦よみがえってきて、思わず眉を寄せる。

　詭き弁べんや、と思う。笑われるのも笑わせるのも、相手が笑うことに変わりはない。笑われる者はただの道どう化けに過ぎない。

　それやのに、何で土屋は漫まん才ざい師しなんかになりたがるんやろ？

　怖いことないねんで。

　そう言われて、なぜ心臓がドキリと跳はね上がったのかも、よくわからないままだ。そしてまた、土屋がどういうつもりであんなことを言ったのかも謎である。

　ほんまに土屋に関しては、わからんことばっかりや……。

「大おお森もり！」

　ふいに鋭い声が響いて、仁はハッと顔を上げた。弛し緩かんしていた教室の空気が、瞬またたく間まに張りつめたのがわかる。

　ついさっきまで教壇の上にいた教師が、いつのまにか一人の女子生徒の脇に立っていた。土屋の斜め前の席に腰かけた彼女の様子は、教師に遮さえぎられてよく見えない。

「おまえ、ノンキに寝てる場合か？　ええ？」

　先ほど名前を呼んだ声とは裏腹に、教師は妙に優しげな声を出した。すみません、と女子生徒が小さな声で謝る。しかし教師はその場から動こうとしない。

「大森、おまえ図書室をよう利用してるんやてなあ。そんな余裕がどこにあるんか、センセにはわからんなあ。本読むヒマあるんやったらもっと勉強したらどないや、勉強したら」

　ねちねちとした教師の口調に、仁は心の内で舌打ちした。

　古文の教師、宮みや内うちは、生徒の間ですこぶる評判の悪い中年の男性教師だ。滅めっ多たに声を荒げないかわりに、延えん々えんと厭いや味みを垂たれ流す。しかも厭味を言うのは、おとなしく、かつ成績が芳かんばしくない生徒に対してだけである。中間テストが終わってからというもの、その傾向はより強くなってきているようだ。

「高校入ったからて、ぼさーっとしとったらあかんでえ。大学受験はもう始まってるんや。本読むんは、もっと成績上げてからにした方がええんとちゃうか」

　何が楽しいのか、宮内はにやりと笑う。

　苛立ちと腹立ち、そして厭味の対象者として選ばれてしまった女子生徒への同情。それらが複雑に入り混じった重い空気が、教室に満ちる。

　居眠りをしていたのは、何も彼女だけではない。他にも数人いたはずだ。大森という女子生徒はあまり活発な方ではないから、目をつけられたのだろう。

　現に土屋かて居眠りしとったし、と思いつつ土屋に目をやった仁は、ぎょっとした。

　あのアホ、まだ寝とるがな！

　斜め前に教師が立っているというのに、土屋はまだ船を漕いでいる。

　呆あっ気けにとられて見ていると、がくんと大きく頭が揺れた。かと思うと、辞書の上にあった肘が物もの凄すごい勢いで滑すべり落おちる。

　ガツ！　と派手な音がした。

　同時に土屋は、はあっ！　と気合の入った声をあげる。

　ただそれだけで、張りつめていた空気が瞬時に弾はじけた。堪たまりかねたような笑い声が、さざ波のように広がる。

「な、何や土屋。どないした」

　さすがに驚いたらしく、宮内は土屋に向き直った。

「……はっ。すんませんっ。寝てました」

　またしても気合の入った声で答えた土屋は、宙に浮かせた腕をぶるぶると震わせている。肘を思い切り机に打ち付けたせいで、痔しびれているらしい。クラスメイトたちの間から、どっと笑いが湧わいた。
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「寝てましたて……。今の大きい声は何や」

　気き概がいを削そがれてしまったらしく、宮内は幾分か間の抜けた声で尋たずねた。土屋は、すんません、と律りち儀ぎに謝る。

「夢をみてたんです。物凄く怖い夢やったんで、泣きそうでした……」

　本当に泣き出しそうな土屋の口調に、また教室のあちこちからクスクスと笑いが漏れる。ため息をついた宮内は、女子生徒の席から離れて土屋の脇に寄った。

「怖い夢で何で大きい声出すんや」

「うちの家訓に、オバケは気合で追い払えという項目があるので」

「……おまえ、オバケの夢が怖いんか」

　あきれたように問われて、ハイ、と土屋は大きく頷いた。うちは代々コワガリなんです。あ、でもハズカシイので内緒にしといてください、と大柄な体たい軀くを縮めて言う。

「内緒て言われてもなあ……」

　宮内のつぶやきに、再び笑いが起こったちょうどそのとき、リンゴーンとチャイムが鳴った。もう一度ため息を落とした宮内は、何事もなかったかのように教壇に戻る。

「ほな今日はここまでにしとこか。おい土屋、もう授業中に居眠りすんなよ。寝えへんかったら怖い夢みることないしな」

「あ、なるほど、そうですね。今度から気をつけます」

　感心したような物言いに、また教室が笑いに包まれた。さっきまで厭味を言われていた女子生徒も笑っている。宮内も苦笑して、それきり何も言わずに教室を出て行った。

　その背を見送りながら、仁は無意識のうちにつめていた息をゆっくりと吐き出した。

　いつも通りの、賑にぎやかな放課後の風景がそこにある。ついさっきまで重く圧のしかかっていた嫌な空気はどこへいってしまったのか、名な残ごりすら見つけることができない。

　土屋の言動で、雰囲気が一変してしまった。あっという間に教室全体が明るくなったのだ。

　仁は正直、その変化に驚いていた。

　土屋は今までにも妙な言動をくり返し、その度たびに笑いをとってきた。けれど、こうまで鮮あざやかに場の空気を変えてしまったところを見たのは、初めてだった。

　数人のクラスメイトに囲まれ、からかわれている土屋を見つめる。

　からかわれているのに、土屋はひどく嬉うれしそうな顔をしていた。笑われているのに楽しそうだ。そして彼の周囲にいるクラスメイトたちも、実に楽しそうだった。

　そうして笑い、笑われている彼らを見ているというのに、なぜか嫌けん悪お感かんは湧いてこない。

　何かとても不思議なものを見ているような気分になって、仁はゆっくりと瞬まばたきした。

　ヘンな奴、と思う。

　いや、変なのは最初からわかっていた。

　ヘンちゅうか何ちゅうか、とにかく、おかしな奴……。

　二つ斜め前の広い背中から目を離すことができず、じっと見つめたままでいると、土屋は、まだ腕がびりびりする～、と情けない声をあげて立ち上がった。それを潮しおに、アホやなあ、そらあんだけ打ったら痛いに決まっとるがな、と笑いつつ、彼の周囲にいた生徒たちもそれぞれの席に戻ってゆく。

　本当に腕が痔れているのだろう、土屋はぎこちない動きでリュックを肩にかけた。かと思うと、唐突に振り向く。

　バチリと目が合った。刹せつ那な、土屋は切れ長の目め許もとを緩める。

　仁は反射的に目をそらした。

　そらしてから、ムッとする。

　何で俺が目ぇそらさなあかんねん。

「なあなあ相あい川かわ、今日は金曜日やからジムないやんなあ」

　いそいそと歩み寄ってくる土屋に、まあな、とぶっきらぼうに返事をする。視線はそらしたままだ。

「そしたら、俺とデートしよ」

　楽しげな口調で言われて、嫌や、と仁は即答した。デートという言葉ぐらいでは、もう動じなくなっている。周囲のクラスメイトたちも同様だ。またやってるで、という笑みを含んだ視線を投げてきただけで、気にとめている様子はない。

「そんなつれないこと言わんと行こうやー」

「嫌やて言うてるやろ。何で俺がおまえとデートなんかせなあかんねん」

「せやかて相川、ジムがある日はソッコウで帰ってまうやんか。たまには俺にかもてくれてもええやろ」

「たまにはて、おまえ散さん々ざん俺にかまい倒しといて何をねむたいこと言うてんのや」

「ええやんかー。なあ、行こうや。な？」

　精せい悍かんな外見にそぐわないかわいらしい仕し種ぐさで覗き込まれて、仁は一瞬、沈黙した。ちらりと見上げると、土屋は飼い主が散歩に連れて行ってくれるのを待っている犬のような表情で見下ろしてくる。

　……まあ、いっぺんぐらいやったら付つき合おうてやってもええか。

　こいつが何を考えてるんか、ちょっと興味あるし。

　そう思ったときにはもう、頷いていた。

「……わかった。今日は付き合うたる」

　ほんまにちょっとだけやけどな、と心の内で自分自身に言い訳しながら言う。

　その返答に真っ先に反応したのは土屋ではなく、クラスメイトたちだった。ざわっと言葉にならないどよめきが湧き起こる。皆、目を丸くしてこちらを見つめているようだ。今まで一度も土屋の誘いにのったことがない仁が『デート』を承諾したことが、相当な驚きだったらしい。

「ほんま？　ほんまにほんま？」

　一拍遅れて尋ねてきた土屋の声は、わずかに弾んでいた。

「嬉しいなあ。二人だけでどっか行くのって初めてや。ありがとう相川っ」

　おもむろに抱きつこうとした土屋の額を、仁は力まかせに押し戻した。土屋はあうっと声をあげてのけ反ぞる。

「調子に乗んなドアホ」

「デートは許してもらえても、抱ほう擁ようは許してもらえへんのね……」

　とほほ、という風に眉を八の字に下げる土屋に、仁はケッと悪あく態たいをついた。教科書をバッグにつめ込みながら、きつい口調で言う。

「最初にいきなり抱きついてきた奴が、今更何言うてんねん」

「ちょお待ってや。そんな言い方したら俺がヘンタイみたいやんか」

「おまえ、ヘンタイやなかったんか」

　冷ややかに言ってやると、土屋はまたしても、あう、と声をあげた。

「相川ヒドイ……」

「せやからヒドイんはおまえやっちゅうの。うっとおしいんじゃほんま」

　はあ、とため息を落とした仁は、バッグを肩にかけた。そして、まだ眉を八の字にしたままの土屋を見上げる。

「で、どこ行くつもりや」

　乱暴な問いだったにもかかわらず、土屋はたちまち目許を緩めた。かと思うと、素早い動作で仁の腕をしっかりとつかむ。

「ちょっ、土屋！」

　慌ててもがいたが、もう遅い。

　土屋は仁の腕をぐいと引っ張り、意い気き揚よう々ようと歩き出した。

「どこへ行くかは行ってからのお楽しみ。ちゅうことで諸君、ボクらはデートに行きますが、くれぐれも後を尾つけたりせんようにしてください。ほんま頼むし邪魔せんといてなー。初デートやし、そこんとこ頼むでえ」

「何が初デートやねん！　放せコラ！」

　背にした教室が再びどよめきに包まれる気配がして、仁はサッと血の気が引くのを感じた。これで月曜日、クラスメイトたちにからかわれるのは確実だ。

「おいコラ土屋！　待てて言うてるやろ！　おまえ何ちゅうこと言うねん！」

「デートデートデエトー」

「放せアホ！」

「いーやーやー」

「嫌なんはこっちじゃ！」

　ずるずると土屋に引っ張っていかれながら、仁は早くも後悔していた。

　ひょっとして俺、めちゃめちゃ早まったんとちゃうやろか。

「デートデート初デートォ」

　こいつ、ほんまは何も考えてへんのかもしれん……。










「何やねん、ここ」

　ドアの前に立った仁は、眉間に皺しわを寄せ、ぐるりと周囲を見まわした。

　辺りは薄暗い。正面に小さなステージがあり、中央にスタンドマイクが一本、ぽつんと置いてある。飾りらしい飾りは一切ない。

　場内には、ステージの前に集まった観客たちの笑いさざめく声が充満している。皆、仁や土屋と同じぐらいの年か、少し年上らしき若者ばかりだ。

　学校の最も寄よりの駅から電車に揺られること約二十分。土屋に引きずられるようにしてたどり着いたのは、繁華街の片隅にある小さなライブハウスだった。

　ここに来るのは初めてではない。中学時代の友人にバンドを組んでいる者がいて、このライブハウスでライブを行った。チケットをもらったので、義理で来たことがある。けれど、前に来たときとは様子が違う。なぜか観客が床に直接腰を下ろしているのである。場所を移動するために立っている者を除いて、皆座り込んでいるのだ。

　普通、バンドのライブの前やったら、こんな風にのんびり座ってたりせんやんな。

　……何やごっつ嫌な予感するで。

「土屋」

「なあに？」

　妙にかわいらしい返事をする土屋を、仁はじろりとにらみつけた。

「なあにやないわアホ。俺は帰る」

「ええっ、何でっ？」

「わざとらしい驚き方すな。おまえの魂こん胆たんはわかった。せやから帰る」

　きっぱりと言い切って、まわれ右をする。そのままドアを開けて出て行こうとすると、ぐいと腕をつかまれた。

「あ、待って相川、待って。魂胆て何やねん」

「おまえ、漫才見せる気ぃやろ」

　腕に絡からみついた指を振り払いながら言ってやると、土屋はうっと言葉につまった。芝居がかった動作で、よろりと一歩後退する。

「……なっ、何でわかったっ？」

「大おお袈げ裟さなリアクションすな。アンプもドラムもないステージでバンドのライブはでけんやろ。それにおまえが俺に見せるんや、漫才しか考えられん。せやから俺は帰る」

　ドアに手をかけた仁の腕を、土屋は再び捕まえた。しかも今度は捕まえるだけでなく、体全体でしがみついてくる。

「帰ったら嫌や～」

「うわっ、何やねんおまえ、放せアホ！」

「今日は付き合うたるて言うたやんか～」

　土屋は駄だ々だをこねる子供のように、スラリと伸びた体を丸めて仁の腕を揺さぶる。

「重い！　放せ！」

「いーやーやー。約束は破ったらあかんのやで～。破ったらバチが当たるで～」

　今にも抱きつかんばかりの土屋を振り払おうとした仁は、約束、という言葉を聞いて抗あらがうのをやめた。

　土屋の言う通りだ。

　土屋と共に行動する以上、こうした事態は予測できたはずである。それでも付き合うと決めたのは、他の誰でもない、仁自身だ。

　自じ業ごう自じ得とく、ゆうやつやな……。

　ここまで来て、今更帰るのもおとなげない。

「……わかった。帰らへんから、離れろ」

「ほんま？」

「ほんまや」

　ため息まじりに答えると、土屋はさも嬉しそうに目許を緩めた。そして強くつかんでいた仁の腕を、そっと解放する。

「いっぺん騙だまされた思おもて見てみてえな。な」

　笑顔と共に宥なだめるような優しい口調が降ってきて、仁はむっつりと黙り込んだ。その反応にまた優しげな笑みを浮かべてから、土屋はきょろきょろと会場を見まわす。

「相川、あそこ空あいてるで。早はよ行こ」

　会場の中ほどを指さした土屋は、振り向かずに歩き出した。仁が逃げ出すかもしれないという考えは、もはや完全に消えてしまっているらしい。

　広い背中に続きながら、仁はなぜか胸の辺りがもやもやするのを感じた。

　あきれるほど強引かと思うと、驚くほど素直だったりする。

　こいつのこういうとこも、ようわからん。

「あ、ちょお待って相川」

　腰を下ろそうとしたところを、止められる。何事かと動きを止めた仁に向かってニッコリと笑いかけ、土屋は肩からリュックを下ろした。

「これこれ。これを忘れたらあかん」

　リュックの中から取り出されたものは、ビニールシートだった。青とピンクと白のラインが交差するデザインのシートは、花見や運動会のときに目にするものだ。土屋はそれをバッサバッサと音をたてて広げ、床に敷いた。

「さあどうぞー。これで制服汚れへんでー」

「おまえ……、花見やないねんから……」

　周囲の観客たちが呆気にとられてこちらを見ているのがわかる。新聞や雑誌を敷いている者もちらほらいるが、ほとんどの者が床に直接座っているのだ。それだけに、派手なシートはよく目立った。

　しかし、当の土屋は周囲の視線を全く気にしていない。どこまでもマイペースだ。

「相川が来てくれるかもしれんて思て、持ってきてん。大事な大事な俺の相あい方かたを、床に直接座らせるわけにはいかへんし」

「相方て言うな」

　すかさずビタン！　と額を叩くと、土屋はあうっと声をあげてのけ反った。しかし次の瞬間には姿勢を元に戻し、えへへー、とさも嬉しそうに笑う。

　叩かれたのに何がそないに嬉しいねん。

　ほんま、ヘンな奴。

「まあ座ろうや。後十分ぐらいで始まるし」

　よっこらせ、と先にシートに腰を下ろした土屋の隣に、仁も仕方なく腰を下ろす。すると、横からくいとシャツの袖を引っ張られた。

　何や、と見上げた仁を、土屋は最大限に頰を緩めて覗き込む。

「ありがとう、相川。凄すごい嬉しい。俺、ずっと相川と一緒に漫才見たかってん」

　間延びしているものの、どこか弾はずむような口調だった。その表情からも口調からも、土屋が本当に喜んでいることがわかる。

　仁は思わず顔をしかめた。

「漫才なんか見て、何が嬉しいねん」

　その問いは、自然と唇からこぼれ落ちた。

　厭味ではなく、純粋な疑問だった。

「……俺には、ようわからん」

　笑われて嬉しい、楽しい、という感覚が、仁には理解できない。同時に、笑って嬉しい、楽しいという感覚も、よくわからない。

　仁に他意がないことを察したのだろう、土屋は真面目な顔で、んー、と首を傾かしげた。

「俺、人が笑わろてるとこ見るん、好きやねん。ぱあって空気が明るうなるやんか。そんで皆幸せそうな顔になる。俺、それがめちゃめちゃ嬉しいねん」

　一度言葉を切った土屋は、にこ、と白い歯を覗かせた。

　仁はふいに、教室での出来事を思い出した。

　重く張りつめていた空気が、土屋の言動で一変してしまった。厭味を言った宮内も、言われた女子生徒すらも、最後には笑っていた。そして何より、土屋自身がひどく嬉しそうだった。

　あれ、意図してやったんやな、と今更ながら悟さとる。

「俺、いっぱいの人に笑てほしいねん。幸せな顔してる人を、いっぱい見たいんや。漫才師になったら、いっぱいの人を笑わせることができるやろ。せやから漫才師になりたいねん」

　いつもより幾分か熱っぽい口調で言われて、仁はただじっと土屋を見つめた。

　まっすぐ見つめ返してくる切れ長の双そう眸ぼうに、からかいの色は微み塵じんもない。それどころか、反論を許さない確かな意志がそこにある。

　本気なんやな、と仁は覚さとった。土屋は本気で漫才師になりたいと思っているのだ。それは取りも直さず、相方になってくれという言葉も、生なま半はん可かな気持ちから出たものではないということである。

　けど、本気なんやったら、ますますわけがわからん。

　仁は今まで何度も、漫才なんかしないと言っている。それに昨日、お笑いは嫌いだとはっきり告げたばかりだ。

　それやのに、何で俺なんや。

　尋ねようとしたとき、ふいに照明が落ちた。

「あ、そろそろ始まるみたいやで」

　土屋の嬉しそうな声につられて、仁は自然とステージに視線を移した。

　……よく考えてみると、おかしな話だ。今まで怒鳴ってばかりいた相手とこうして並んで、大嫌いな漫才を見る羽目になるなんて。

　仁はステージに目を向けている土屋の横顔を、ちらりと盗み見た。

　人を笑わせたいのだと言う。笑っている人を見るのが好きなのだと。嬉しいのだと。

　やっぱり俺にはようわからん……。

　ほんまに、ヘンな奴。










「俺ら一応プロなんですけど、仕事なんか年に数えるほどしかこんのですわ」

「いやこれほんまの話でっせ」

「当然バイトせな生活できません」

「そうそう、何なんせ年収五万やし。あ、月収とちゃいますよ皆さん、年収ですよ年収」

「えっ！　おまえ年収五万なん？」

「えって何やねんな。おまえかて同じやろ」

「そういやこないだアルバイト情報誌見てたんですけどね、これが経験者優ゆう遇ぐうっちゅうのばっかりで」

「おいおいおい！　コラ待て！　何で話を変えんねん！」

「せやかて五万て」

「おい、おいコラ何笑てんねん。自分かて同じ収入のくせに何がおかしいんや。笑うことないやろ。やから言うて泣くな！　やから言うて白目むくなー！」

「そんで俺が納得いかんのは、皆が経験者募集て言うてしもたら、経験のないモンはいったいどこで経験したらええねんちゅう話で」

「人の話を聞かんかい！」

　仁はステージに立っている二人を見つめた。周囲の客たちは笑っている。確かにボケの男の滑こっ稽けいな仕種は、笑いを誘うものだ。

　が。

　……これ、おもろいか？

　早口すぎる。間まがない。その上、ボケもツッコミも話すテンポが同じなので、何を言っているのか聞き取りにくい。しかも二人の声質が似ているため、一人でノリツッコミをやっているように聞こえなくもない。つまるところ、おもろない、というのが仁の感想である。早すぎて何が何だかわからない、という感じだ。

　土屋はというと、笑うべきところで笑ってはいるようだが、声に出してまでは笑っていないようだ。

　仁は両膝に顎あごを載のせ、ぼんやりとステージを眺めた。

　漫才を見る気持ちは、既に失うせていた。

　観客たちがボケのおどけた仕種に笑う。笑われた彼は更におかしな仕種をくり返す。

　大嫌いな笑いが満ちた空間にいるというのに、不思議と嫌悪感は湧いてこなかった。

　これやったら普段の土屋見てた方が、ずっとおもろいような気ぃするなあ……。

　五組の漫才が行われている間に仁が考えたことは、ただそれだけだった。










「どうやった～？」

　間延びした語尾とは対照的な真顔で聞かれて、仁は素そっ気けなく、別に、と答えた。

「別にって、何がどう別になん？」

「せやから別に。漫才やってる奴と観客が知り合いやからやと思うけど、全体的に内輪ウケな感じや。特に二番目のコンビはネタが内輪のことばっかりで、どこがおもろいんかさっぱりわからんかった」

　ぶっきらぼうに答えた仁に、土屋はほうほう、と頷く。

　ライブハウスから出ると、外は真っ暗だった。付つき合おうてくれた礼に奢おごると言う土屋に引っ張られ、仁は繁華街にあるファーストフード店に入ることになった。

　流行のポップスが軽快なテンポで流れる店内は、帰宅途中のサラリーマンやＯＬ、塾へ行く途中の小中学生で賑わっている。仁たちと同じように、さっきまでライブを見ていた若者もいるようだ。

「したら一番目はどうやった？」

　土屋の問いに、仁はハンバーガーをかじりながら答えた。

「早口すぎる。笑う間がない」

「三番目は」

「単純におもんない」

「四番目は」

「ネタがシュールすぎてようわからん」

「五番目は？」

「あれはネタもキャラもほとんどパクリやろ。前にああいう漫才見たことある」

　ため息まじりに言い終えた仁は、またひとくちハンバーガーを頰ほお張ばった。皮肉を言っているわけではない。本当にどれもおもしろくなかったのだ。その証拠に、仁は一度も笑わなかったのである。

　まあ、俺が笑わろたり笑われたりするんが嫌いやから、おもろなかっただけかもしれんけど。

　漫才より、土屋の方がよっぽどおもしろかったと思う。

　ライブが終わると、土屋は広げたシートを几き帳ちょう面めんに折りたたみ、リュックの中にしまった。大きな体で意外なほど丁てい寧ねいに派手なシートを扱あつかう様は、それだけで充分おかしくて、仁は我知らず、クスリと笑ってしまっていた。

「そっかー、やっぱりおもろなかったかー」

　つぶやくように言った土屋は、何が嬉しいのか、目許を緩ませた。そして内緒話をするように、仁の方へ身を乗り出す。

「なあ相川。俺と相川やったら、絶対おもろい漫才できるで。やってみたいて思わへん？」

「思わへん」

「あ、またそうやって即答する～。そんなつれないこと言わんと、一緒に漫才やろうや。俺の相方は相川しか考えられへんねん」

　かき口く説どくような口調で言われて、仁は思わず眉を寄せた。

　既にハンバーガーをたいらげたらしい土屋は、まっすぐに姿勢を正してこちらを見つめていた。両手はかしこまったように、膝の上にきちんと置かれている。精悍な顔に浮かぶ表情は真剣そのものだ。

　ライブハウスでも感じた疑問が、再び頭をもたげてくる。

　こいつ、何でこうまでして俺を誘うんや？

　土屋、と呼ぶと、土屋は、ハイ、と改まった返事をした。

「おまえそうやって相方相方て言うけど、何でそないに俺を相方にしたいんや」

　指先でつまんだポテトで土屋の隆たかい鼻先を指してやる。すると土屋はきょとんとした。

「言うてへんかったっけ？」

「言うてへんわアホ」

　覚えてへんのかい、とあきれつつ即座に切り返してやると、土屋は、そおか、言うてへんかったか、と神妙な顔でつぶやいた。そして、もったいぶったように咳せき払ばらいをする。

「最初は、声やった」

「声？」

「そお、声。相川の声な、俺よりちょっと高いやろ。そんで、俺の声よりよう通る。きれいやけど耳についたりはせん、ええ声や」

　はあ、と仁は間の抜けた相づちを打った。まさかいきなり声云うん々ぬん言われるなんて、思ってもいなかったのだ。

　頷いたきり、仁がそれ以上反応しないことを見て取ったらしく、土屋は熱のこもった口調で続けた。

「次は、話し方や。相川は俺より早いテンポでしゃべるけど、そないに早口ゆうわけでもない。それにカツゼツがはっきりしてて、舌がもつれることなんかほとんどないやろ。そういうとこも、俺の理想通りやねん」

　仁はまたしても、はあ、と頷いた。確かに口数はそれほど多くないが、一旦話し始めると口はよくまわる方だ。どもったりつかえたりすることは、まずない。

　仁がおとなしく聞き役になっていることに気を良くしたのか、土屋はぐいと身を乗り出してきた。

「そんでな、俺がこういうタイミングでツッこんでほしいなあて思うタイミングを、相川は絶対はずさへんねん。言葉でツッこまれるにしても、こう、ビシッて」

　土屋は自分で自分の額を軽く叩いた。

「はたかれるにしても、その間まがな、ぴったりなんや。俺の理想通りの間やねん」

　うん、と土屋は頷いた。これ以上ないぐらいに真剣なその顔を、仁は呆気にとられて見つめた。

　ただ邪じゃ険けんにしていただけなのに、土屋はそんな風に考えていたのだ。どうりで怒鳴っても叩いても、嬉しそうにしていたわけである。

「それにさっきな、相川が言うたことと同じようなこと、俺も考えててん」

「……俺が言うたことて何や」

　あきれながらも一応問うと、土屋はさも嬉しそうに目を細めた。

「さっき見た漫才の感想や。相川と俺な、きっとおもろいて感じるツボ同じやで。それってな、凄すごいことやねん。それにめっちゃ大事なことなんや。俺さっき、やっぱり相川は俺の相方やて確信してん」

　微妙に間延びした口調で熱弁をふるう土屋に、仁はとうとう頷くことすらできなくなってしまった。

　この男の考えていることは、仁の常識をはるかに超えている。

　すると土屋は仁が怒っているとでも思ったのか、慌てたように両手を振ってみせた。

「あ、けどな、そういうお笑いのことだけやのうて、俺、相川の優しいとこも好きや」

「優しい？　俺のどこが優しいねん」

　仁は思わず頓とん狂きょうな声をあげた。入学してから二ヵ月間、散さん々ざん足あし蹴げにされてきたはずなのに、この男はまた何を言い出すのか。

　すると土屋はちゃかすこともせず、至し極ごく真面目に答えた。

「優しいやんか。相川が本気ではたいたら、俺なんか体鍛きたえてるわけちゃうし、ヘタしたら骨折れてまうと思うねん。せやけど相川、ちゃんと加滅してはたいてくれるやろ」

「はたいてくれるて、おまえ……」

　アホちゃうか、と言おうとした仁は、その言葉を発する前に思わず笑ってしまった。肩を揺すり、喉のどを震わせてくつくつと笑う。

　笑われることが苦痛になってから、人のことを笑うことも少なくなった。おかしいことがあっても、せいぜい口くち許もとだけで微ほほ笑えむ程度である。それなのに、このときは顔中を笑顔にしてしまった。

　しかし、仁には自分が笑っているという自覚がなかった。自覚できないぐらい、自然に笑いが溢あふれてきたのである。

「あんな、土屋。俺が本気で殴ったり蹴ったりせんのは、何もおまえが特別やからやない。シロウト相手に絶対本気出したらあかんて、ジムのセンセにずっと言われてきてるからや。手加減するんはまあ、習性みたいなもんやな。せやから俺は別に優しいしてるわけやない」

　喉の奥で笑いを殺しながら言ってやる。

　土屋は、なぜか口をポカンと開けてこちらを見つめていた。その間抜け面づらに、仁はまた笑ってしまう。

　何やねん。そないにショックやったんか？

「……相川」

　何、と問い返すと、土屋は一旦口を閉じ、ニッコリと笑った。

「笑てる顔もカワイイな」

「は……？」

「いや、せやから、笑てる顔もカワイイなて」

「………」

　仁は数秒、土屋を見つめた。土屋は切れ上がった目許を緩めて、まっすぐに見返してくる。その表情は、ひどく幸せそうだ。

　沈黙が落ちた。

　店内に流れる流行のポップスと周囲のざわめきが、やけに白々しく聞こえる。

　何の前触れもなく、仁は頰の辺りが熱くなってくるのを感じた。

　何やねんこれ……。

　思わず頰に手をあてる。すると、熱さは瞬く間に耳にまで達した。心臓までが早はや鐘がねを打ち始めている。まるで短距離を全力で駆けた後のようだ。

　うわ、マジで何やこれ。

　仁は頰に触れていた手をサッと前に伸ばし、そのまま土屋の額を掌てのひらで叩いた。唐突なその行動に、土屋はあうっと声をあげてのけ反る。

「いーたーいー。褒ほめたのに何ではたくん～」

「おまえが気色悪いこと言うからやろ」

「気色悪いことないもん。ほんまのことやもん。相川、笑たらめっちゃカワイイもん」

「デカいナリしてもんもん言うな！」

　仁は乱暴にストローをくわえ、半分ほど残っていたコーラを音をたてて飲んだ。

　何が笑たらめっちゃカワイイやねん。そんなん土屋に言われたかて、全然嬉しいないわ。

　心の内で毒づいた仁は、そこで初めて、さっき自分が笑っていたことに気が付いた。

　笑われるのも笑うのも嫌いだったはずなのに、いつのまにか、ごく自然に笑っていた。

　何やこれは。どないなってんのや。

　仁は動揺した。

　まさか土屋に影響されたんか？

　たった二ヵ月で、六年という歳月を経へて身に付いた癖を治されてしまったというのか。

「相川？」

　黙り込んでしまった仁を不審に思ったらしく、土屋がひょいと覗き込んでくる。仁は考えるより先に、土屋の額をビタンと叩いた。たちまち、あうっと情けない声があがる。

「何すんねん、痛いやんか～。俺、今ボケてへんのにー」

「あ、すまん、つい」

　仁は常にない早口で謝った。動揺を隠し切れない自分に焦あせる。顔も耳も熱くなったままだし、心臓もどくどくと波打ったままだ。

　けれど、なぜか悪い心持ちはしなかった。

　むしろ全身に力が満ちてくるような、それでいてふわりと軽くなるような、今まで一度も経験したことがない高こう揚よう感かんが湧いてくる。

　笑われるのは嫌だ。

　笑うのも好きではない。

　けど、こういう感じは悪うない。

「何？　どないしたん相川。何かおかしい？　顔赤いで。大丈夫？」

「ッアホ。おまえにだけは大丈夫て聞かれたないっちゅうねん」

「けど、何でもないゆう顔とちゃうで。あ、でもそおいう顔もカワイイけど」

「カワイイて言うな！」

　その秀ひいでた額に、今度はデコピンをくらわせる。ビシ、と乾いた音がして、土屋はあう～、と額を両手で覆おおった。上うわ目め遣づかいで見つめてくる双眸は一見すると恨めしそうだが、よく見ると、やはり嬉しそうだ。

「今本気でやったやろ～、イタイやんか～」

「本気でやったらおまえの頭なんか今頃吹っ飛んでるわ」

　自身を包む高揚感を土屋に悟られまいと、仁がわざとぶっきらぼうに言い返したそのとき、店内が急に賑やかになった。大勢の客が一気になだれ込んできたらしい。

「あ、さっき漫才やってた人らやで。あそこにおるん、一番最初にやったコンビや」

　土屋に言われて視線を向けると、先ほどステージで漫才をやっていた若者の顔が見えた。どうやらライブハウスの後片付けを終えた出演者が、スタッフと共にやって来たようだ。

　その集団の中にいた女とふいに目が合って、仁は反射的に顎を引いた。

　女の漫才師はいなかったから、恐らく裏方を務つとめていたのだろう。シャツにジーンズというラフな格かっ好こうをしている。仁と同い年ぐらいだろうか。特別美人というわけではないが、こげ茶色に染めたセミロングの髪型が、派手な顔つきによく似合っていた。

「どないしたん、相川。知ってる人でもおる？」

　土屋に尋ねられて、いや、と仁は曖あい昧まいに首を傾げた。

　どっかで見たような気ぃするけど、どこで見たんやっけ……？

　既き視し感かんを覚えて視線をそらさずにいると、彼女の方は思い当たることがあったのか、大きく目を見開いた。隣にいた男に何やら声をかけたかと思うと、迷うことなくこちらに歩み寄ってくる。

「ひょっとして、相川君？」

　テーブルの脇に立った彼女は、開口一番、そう言った。

　関西言葉とは明らかに異なるそのイントネーションに、ぐつり、と腹の辺りに不快感が湧く。ついさっきまで軽かった体が、急に重くなったような気がした。

　これは、東京の。

　標準語のイントネーションだ。

「……そおやけど」

「あ、やっぱり！　そうじゃないかと思ったんだ。目の辺りとか、あんまり変わってないもんね。私のこと覚えてる？」

　きれいな標準語の響きが耳に入ってきた途端、仁の頭の中で何かが弾けた。

　クスクス、クスクス。

　重なり合う笑い声。

　相川君のしゃべり方、おかしいよねえ。

　見み下くだしたような物言い。

　ナニナニやねん、だって。テレビに出てる漫才師みたい。カッコわるぅい。

　そしてまた低く笑う。

　クスクスクスクス。

「知ってる人？」

　軽く肩を叩かれて、仁は我に返った。見上げた先で、土屋が、ん？　と窺うかがうように首を傾げる。その切れ長の目許は、仁を気き遣づかうように優しげに緩められていた。

「相川？」

　呼ばれた仁は、ものも言わずに立ち上がった。バッグをつかみ寄せ、テーブルの脇に立っている女を押おし退のけて駆け出す。相川、と再び呼ぶ土屋の声が聞こえたような気がしたが、仁は立ち止まらなかった。立ち止まれなかった。

　……思い出した。

　あのときの女や。

　東京の小学校で、いじめを先導していたクラスメイト。女子に対しても男子に対しても、そしてときには教師に対しても、女王のように振る舞っていた女子生徒。

　名前は確か……、福ふく島しま千ち春はる。

　脳のう裏りに浮かんだその名前に、ぞくり、と背筋が粟あわ立だった。










「おい。おいコラ。仁じん！」

　大声で呼ばれて、仁はハッとした。

　刹せつ那な、ジムの中の喧けん噪そうが耳を突く。グローブがぶつかり合う音、荒い息遣い、サンドバッグを蹴けりつける鈍にぶい音。全てが一時に聞こえてきて、仁は思わず瞬まばたきした。

　今の今まで殴られ、蹴られていたサンドバッグが、目の前でゆらゆらと揺れている。

「おまえ、メニュー以上のことしとるやないか。過ぎたトレーニングは体壊す元やぞ」

　振り返ると、ジムの指導者である狩かり野の輝てる之ゆきが渋い顔をして立っていた。スラリと伸びた手足と甘いマスクが目を引く。今年で三十四歳になる彼は、元プロのキックボクサーだ。三年前、仁が大阪へ戻ってきた年に現げん役えきを引退し、このジムを開いた。

「すんません……」

　狩野が頭に被かぶせてくれたタオルで流れ落ちる汗を拭ふき取とりながら、仁は頭を下げた。

「自己管理はきちんとせんとな」

「はい」

「嫌なことでもあったか？」

　何気なく問われて目を見開くと、狩野はにやりと白い歯を見せて笑った。

「おまえ、ポーカーフェイスのわりに、行動はけっこうわかりやすいからな」

「はあ……」

　仁は苦笑した。

　狩野は仁が東京でキックボクシングを習っていた指導者の後輩で、仁が東京でどんな生活を送っていたか、何を思ってキックボクシングを始めたか、全て聞いて知っている。その上で、開いたばかりの自分のジムに仁を誘ってくれたのだ。従って、キックボクシングをはなれたプライベートでは、狩野は仁にとって年の離れた兄のような存在である。嘘をつくことは至し難なんの業わざだ。

「狩野さん」

「何や？」

　構える風もなく問い返してくる狩野の顔から視線をはずし、仁はグローブをはめた両手を見下ろした。

　使い込まれたグローブだ。購入したときは鮮あざやかな青だったのに、今は黄ばんで汚れてしまっている。そのグローブから出ている二の腕には、しっかりと筋肉がついていた。

　体も同じだ。プロやプロを目指している選手とは比べものにならないが、足や腹、胸は無駄なくひきしまっている。

「俺、弱いことないですよね」

　仁はぽつりと尋たずねた。

　狩野は、は？　と怪け訝げんそうな声をあげる。

「俺、弱いことないですよね」

　仁はもう一度同じ質問をくり返した。戸惑いながらも、狩野は頷く。

「今頃何を言うてんねんな。全然弱いことなんかないぞ。おまえさえその気やったら、本気でプロ目指してもええぐらいや」

　それは、高校へ入学したときにも言われた言葉だ。

　おまえにその気があるんやったら、本格的にトレーニングしてみいひんか。仁やったらきっとモノになると思う。

　狩野はそう言ってくれた。元プロだけあって、キックボクシングに対する彼の考え方はシビアだ。その狩野がモノになると言ってくれたのだから、弱くはないはずである。むしろ強いのだろう。それなのに。

　仁はグローブを見つめたまま唇をかんだ。

　昨日、福ふく島しま千ち春はるに会って感じたのは、間違いなく恐怖だった。怖いと思った。怖くて福島と向き合っていられなかった。だから逃げ出してしまったのだ。

　心身を鍛きたえた六年間が、一瞬のうちに消きえ失うせたような気がした。時間が急速に巻き戻り、一人教室の片隅でうつむいていた頃に戻ったかのような錯さっ覚かくを覚えた。

　そんな風に常にない様子で逃げ出した仁を、土つち屋やが放っておくはずもなく、案の定、自宅に電話がかかってきた。

　具合悪そうやったけど、大丈夫？

　いつもと同じ間延びした口調だったが、言葉の端々に心配している様子が垣間見えた。仁は即座に、何でもない、と答えた。けど、と口ごもる土屋に、ちょっと野や暮ぼ用よう思い出しただけや、何でもない、と仁はもう一度くり返した。

　本当に、何でもないのだ。

　あるはずがない。

　東京へ転校したばかりの頃、小柄だった仁とは対照的に、福島は背が高かった。仁が萎い縮しゅくしていたせいかもしれないが、当時の福島はやけに大きく見えたものだ。

　しかし昨日、三年ぶりに見た福島は、仁よりずっと背が低いようだった。勝気な雰囲気は変わっていなかったが、華きゃ著しゃに見えた。

　福島が縮んだわけやない。

　俺が大きいなったんや。強うなったんや。

　あんな女、今の俺やったら拳こぶしひとつで殺すことかてできるやろう。

　もう、小学生ではないのだ。

　それに今の仁は、彼女とは何の関わりもない。学校も違うし、近所に住んでいるわけでもない。あのライブハウスにさえ行かなければ、二度と福島に会うことはないはずだ。

　怖がる理由など、どこにもない。

「どないした、仁。大丈夫か？」

　怪訝そうに名を呼ばれて、仁は自分が黙り込んでしまっていたことに気付いた。軽く息を吐いて顔を上げる。そして唇の端を引き上げ、微笑を作ってみせた。

「何でもないです。変なこと聞いてすんませんでした」

「そんなんはええけど。何や、土屋君とケンカでもしたんか？」

「……は？」

　今度は仁が怪訝そうな声を出した。

　何で土屋の名前が出てくるんや。

「おまえが来る日は絶対見に来てたのに、今日は来てへんからな」

　狩野は、通りに面したジムの窓を見やった。つられて仁も窓の方に目をやる。

　そこに土屋の姿はなかった。通りを行き交う人たちが見えるだけである。

　仁が高校に入学して間もない頃、時折現れては、窓にへばりつくようにして中の様子を窺うかがう男のことが、ジム内で噂になった。もちろん、この男の正体は土屋である。

　土屋が見にきていることは知っていたが、仁はチームメイトたちに彼を紹介しなかった。狩野にも、彼が自分の知り合いであることを黙っていた。その頃はとにかく土屋が鬱うっ陶とうしくて仕方がなかったのだ。一方的に付きまとわれてるだけやのに、何でわざわざ紹介せなあかんねん、と思っていた。

　そうこうするうちに、チームメイトたちは勝手な憶おく測そくを始めた。

　見学者やろか。いや、あのガタイにあの面つら構がまえや、きっと他よ所そのジムの奴やで。ひょっとして偵察に来たんやろか。何ぃ、どこのジムや！　ええ度胸やないけ！

　そんな風にあれこれ想像して騒いでいた彼らは、一ヵ月も経たたないうちに、土屋が何者か知ることになった。窓にへばりついていた彼に、せっかくやから中に入って見て行かへんか、と狩野が声をかけたのである。

　ええんですかあ、と土屋は嬉うれしそうに笑った。そして、こう自己紹介した。

　ボク、相あい川かわ君の同級生の土屋来きたるです。今日は相川君を見学に来ました。てゆうか、前からずっと相川君を見てたんです。相川君が見れたらそんでええんで、ボクのことは気にせんと練習続けてください。

　相川相川と臆おく面めんもなく連発する間延びした口調に、狩野は吹き出した。

　一方、耳をダンボのようにして闖ちん入にゅう者しゃの自己紹介を聞いていたジムのチームメイトたちは、数秒置いた後、ほぼ全員が心中で土屋にツッこんだらしい。

　ジムの見学やのうて仁じんの見学かい！

　仁はぼんやりと磨みがき抜ぬかれた窓を見つめた。

　既にジムのチームメイトとも顔なじみになっているくせに、狩野やチームメイトの誰かが入ってこいと声をかけるまで、土屋は中に入ろうとしない。いつも窓ガラスに顔をくっつけるようにして中を覗いている。そんな彼の姿が見えない窓は、ひどく殺さっ風ぷう景けいだ。

　仁はほっとしたような、それでいて物足りないような、不思議な心持ちになった。

　電話で何でもないて言うたけど、あいつ、昨日のこと気にしてるやろか。

　土屋にしてみれば、突然置き去りにされて、わけがわからなかったに違いない。

　昨夜、相川が何でもないて言うんやったら、と一応納得した形で電話を切った土屋だが、月曜日にまた改めて昨日のことを聞かれるかもしれない。彼のしつこさは、この二ヵ月で身をもって体験させられている。

「おい、仁」

　呼ばれて、仁は窓の方を向いたまま、はい、と返事をした。

「ほんまに土屋君とケンカしたんか」

「ケンカて、そんなんいっつもしてますけど」

「あれはケンカやないやろ」

「は？」

　言われたことの意味がわからなくて、仁は狩野に向き直った。にやりと笑った狩野は、タオル越しに仁の頭を小こ突づく。

「ケンカっちゅうのは、お互い相手に腹立ててやるもんや。土屋君はおまえのこと大好きみたいやから、おまえらがやってることはケンカとは言わん。強しいて言うならジャレアイっちゅうやつやな」

　仁は一瞬、ポカンと口を開いた。

　ジャレアイ？

　ふいに、昨日見たひどく幸せそうな土屋の顔が脳のう裏りに浮かんだ。

　笑わろてる顔もカワイイな。

　そう言った声を思い出した途端、なぜかカッと頰ほおが熱くなる。

　うっわ、またや。何やこれ。

　てゆうか俺もおかしいで。土屋がおらんでトレーニングに集中できるっちゅうのに、何でわざわざあいつのこと考えなあかんねん！

「ジャレアイなんかやないですよ狩野さん。俺はほんまにあいつに腹立てて」

　慌てて言いつのる仁を意に介さず、狩野は真面目な顔で続ける。

「ケンカしたんやったら早いとこ仲直りせえよ。おまえにとってああいう友達は貴重や」

「貴重てそんな、何言うてはるんですか、ほんまに誤解なんですて」

「ハイハイ、誤解な」

「狩野さん！」

「今日はもうあがれ。あがって仲直りしてこい」

　それだけ言うと、狩野はひらひらと手を振ってリングの方へ歩き出した。

「せやから違うんですて！」

　一応叫んではみたものの、狩野がまともに聞いていないことは明白だった。

　うう、と低くうなった仁は、がっくりと肩を落とした。

　ひょっとして、ジムの人皆に誤解されてんのやろか……。

　学校のクラスメイトだけでなく、こんな場所でまで仲が良いと誤解されるとは。

　いかに土屋が自分の生活に入り込んできているかを思い知らされたような気がして、自然とため息が漏もれる。

　その瞬間、仁は小さな違和感を覚えた。

「……？」

　いつのまにか、恐怖が薄らいでいる。

　ついさっきまで心に重くのしかかっていた福島千春の存在が、軽くなっているのだ。

　……土屋のことを考えたからやろか。

　そう思った仁は、ぶんぶんと強く頭を振った。

　土屋が自分の中でそこまで大きな存在になっているなんて、考えたくない。

　要するに、時間の流れの問題なんや。

　福島にいじめられたのは過去の話である。対して土屋のことは、今現在の悩みの種だ。

　誰かて、今の生活の方が気にかかるに決まってるやないか。あいつのことを話したから、どうこうゆうわけやない。

　と、思う。

　たぶん……。

「……アホンダラ」

　ここにいない土屋に向かって、仁は小さく毒づいた。

　おまえが珍しい顔見せへんから、何や自分の気持ちまでようわからんようになってしもたやないか。










「ええと、そしたらこの問題は土つち屋や。土つち屋や来きたるにやってもらおかな」

　教科書に目を落としたまま、数学の教師が言う。しかし、応答は返らない。教室はしんとしたままである。

「土屋ー、土屋は休みか」

　教師は顔を上げ、ぐるりと教室を見まわした。教室の真ん中辺りの席がひとつ、ぽっかりと空あいている。仁じんより二つ斜ななめ前のその席に、土屋の姿はない。

「センセ、土屋は今日欠席です」

　一番前の窓側の席に座っている新にっ田たが答える。そおか、と応じた教師はにやりと笑った。

「そしたら代わりに新田、おまえがやれ」

　ええー、という新田の声を、仁は遠いもののように聞いていた。視線は主のいない土屋の席に据すえられている。そこに広い背がないだけで、随ずい分ぶんと見える景色が違うものだ。

　今日、月曜日の朝。玄関先に土屋の姿はなかった。毎日欠かさず迎えにきていた土屋の姿が見えなくて、母親はかなり動揺したらしい。仁、あんた土屋君とケンカでもしたん？　心配そうに尋たずねてくる彼女に、寝坊でもしたんやろと言い置いて、仁は家を出た。

　オカンも何で狩かり野のさんと似たようなこと言うんや。今更ケンカもへったくれもないっちゅうの。

　心中でぼやいた仁は、自分でも気付かないうちに、かなり不機嫌になっていた。

　土屋は入学してから毎日、門のところで待っていた。風が強い日も雨が降る日も、欠かすことなく迎えにきた。そのことを新田に話すと、宮みや沢ざわ賢けん治じの詩みたいやなあ、しかも忠犬ハチ公みたいでケナゲやないの、と彼にしては珍しくまともなたとえをした。

　それが今日に限ってなぜいないのか。

　あのアホ、どうでもええときはしつっこいぐらいに付きまとうくせに、何で肝心なときにおらへんのや。

　苛いら立だちに任せてそんな風に考えた仁は、自分のその考えにムッとした。

　肝心なときて何やねん。ひょっとして俺は、金曜日にあいつと妙な別れ方したことを気にしてるんか？

　アホらしい。あんなもん、気にするほどのことやない。

　だいたい俺は、何で土屋のことばっかり考えてるんや。

　せっかく入学式の日以来、初めて一人静かに登校できるというのに、なぜわざわざ土屋のことを考えなければならないのか。

　ほんまに俺は正真正銘のアホや、と自じ嘲ちょうして更に不機嫌度を高めた仁は、学校へ歩みを進めるうちに奇妙なことに気付いた。

　学校までの道のりが、やたらと長いのである。

　いつもなら土屋に怒鳴っているうちに、いつのまにか学校に着く。それなのに今日は、いつまで経たっても着かない。時間の経過がひどく遅く感じられた。

　その上、今まで一度も気に留めたことがないバスの待ち時間や混み具合が、やたらと気になった。せっかく土屋がいないのだから、ゆったりした気持ちで登校すれば良い。それなのに、バスが五分遅れてきた、バスの中が混んでいて座れなかった……。そんな些さ細さいなことがいちいち癇かんに障さわる。苛いら々いらする。

　何でやねん。俺、そんな細かいこと気にする性格やったか？

「もしもしスイートハニー、苛立ちのオーラが出ておりますが」

　軽い口調が降ってきて、仁は瞬まばたきをした。顔を上げると、笑みを浮かべた新田が正面に立っていた。

　慌てて見まわした教室に、教師の姿はなかった。教室の人口密度が極端に低いのは、昼休みに突入したせいだろう。チャイムが鳴り終わると同時に、皆購こう買ばいへ走っていったに違いない。教室に残っている生徒の中には、既に弁当を広げている者もいる。

「キタがおらんで羽伸ばしてるか思たのに、朝からピリピリしてんなあ」

　ニコニコと邪気のない笑みを浮かべる新田に、仁は眉をひそめた。

「ピリピリなんかしてへん」

「てゆう返事の仕方が既にピリピリしてんねんけど」

　笑顔のままあっさり言われて、仁は、うう、とうなった。

　図星である。

　苛々しながら学校にたどり着いたものの、教室に土屋の姿はなかった。彼がいない教室はやけに寒々しく感じられ、居心地が悪かった。そんな風に感じてしまう自分に、仁はまたしても苛立った。

　そしてその苛立ちは、朝のホームルームで、土屋は風邪で欠席という担任の言葉を聞いた瞬間、頂点に達した。

　風邪、やと？

　アホが風邪なんかひいてんな！

　仁がいつも以上に不機嫌なことに気付いたクラスメイトたちが、金曜日の『デート』について尋ねてこなかったのは幸いだった。もし尋ねてきたら、常よりきつい言葉を浴びせていたかもしれない。

「風邪っちゅうてもそない心配することないで。二、三日したら出てくるやろ」

　のほほんとした口調で言われて、仁は思わず怒鳴った。

「べ、つに俺は心配なんか……！」

「苛々すんのは心配してるからやと僕は思うけどなあ。そんだけキタのこと、気にしてるってことやろ？」

　怯ひるむ様子も見せず、新田はけろりとして言う。仁はまた、うう、と低くうなった。

　認めたくないが、気にしていることは確かだ。

「その証拠に、月曜はチャイムが鳴ったら即購買に走る駿しゅん足そくのおまえが、いまだに教室でぼうっとしてるやないか」

「え、あっ、ああ！」

　仁は慌てて立ち上がった。月曜日は、仁が登校したすぐ後に母親もパートに出かけるので、弁当を作ってもらえない。そのため、いつも購買でパンを買うのだが、昼休み外出禁止の校内では、できるだけ早めに買いに行かないと、人気のあるパンはすぐに売り切れてしまう。

「早まよ行かんと食いっぱぐれるぞ」

「アホ、それを先に言わんかい！」

　駆け出した仁の背に、新田が落ち着いた声をかける。

「相あい川かわ、財布は？」

「ああ！」

「ツッコミがツッこまれてたらあかんがな」

「やかましい、誰がツッコミやねん！　クソ、食いっぱぐれたらおまえのせいやからな！」

　まわれ右をして財布を取りに戻り、怒鳴る。それはヤツアタリや～、という新田の声を背に再び駆け出した仁は、小さく舌打ちした。

　そおや。ヤツアタリや。

　本来当たるべき人物は、新田ではない。

　土屋だ。

　土屋に当たるべきなのだ。










「まさかおまえが見舞いに行くて言い出すとはなあ」

「勘違いすんな優ゆう勝しょう、俺は見舞いに行くわけやない。これ以上関係ない奴に八つ当たりしとうないから、元凶に当たりに行くだけや」

　ハイハイ、と新田は軽く頷く。仁はニコニコと笑っている新田を横目で一いち瞥べつした。

　何やこいつ、やたら機嫌良うないか？

　放課後、仁は新田に土屋の自宅の住所を尋ねた。その結果、近所やし連れてったるわ、と請け合ってくれた新田と、こうして二人で歩いているのである。

　薄うす曇ぐもりの空に太陽は見えないというのに、やけに蒸し暑い。額に浮いた汗を拭ぬぐいながら、仁は周囲を見まわした。

　学校から徒歩で十分。ごちゃごちゃと路地が入り組んだ古い住宅地である。年ねん季きの入った木造の家か屋おくばかりが目につく。

　この辺りは、新興住宅地にある仁の家とは正反対の方向だ。つまり土屋は、一度学校を通り過ぎた後、わざわざバスに乗って二十分かけて仁の家まで行き、そこからまたバスに乗って二十分かけて登校していたことになる。ただ学校へ行くだけなら徒歩十五分ほどで済むところを、一時間近くもかけていたのだ。

　あいつ、必要もないのにバスの定期まで買こうてたんや……。

　土屋の通学路の途中に自分の家があり、ついでに寄っているだけだと思っていた仁はあきれた。同時に、なぜか心臓の端がぎゅうと痛んだ。

　理想のツッコミだか何だか知らないが、なぜそこまでするのだろう？　何が土屋をそこまでさせるのか。

　眉を寄せた仁は、足下に視線を落とした。

　……てゆうか俺も、何でこんなとこまで来てしもたんやろう。

　土屋に当たらなければならない、というわけのわからない衝動に突き動かされて住所を教えてくれなどと言ってしまったが、土屋に会って、どうしようというのか。

　当たるいうたかて、せいぜいデコピンするぐらいしかでけんやないか……。

「相川」

　ふいに声をかけられて、仁は内心、ギクリとした。

「何や」

「キタ、ええ奴やろ」

「……俺にそれを言うか」

「おまえやから言うんや」

　新田はあっさりと答えた。

「漫まん才ざい師しになるのって、あいつの幼稚園のときからの夢やねん。ちなみに僕は幼稚園のとき、プロ野球選手になって阪はん神しんに入るんが夢やった」

「おまえ、野球部やったっけ？」

　確か将しょう棋ぎ部だったはずだ。

　新田はニコニコと笑いながら軽く肩を竦すくめてみせた。

「野球は中学でやめたわ。地区大会で勝ち残ることもでけんのに、プロなんか到とう底ていムリや」

「……あきらめたんか」

　遠慮がちに尋ねた仁に、新田は軽く首を傾かしげる。

「あきらめた、ゆうんとはちょっとちゃうな。野球に限らんでも、自分はここまでやて自分の限界を悟さとる瞬間って、誰にでもあると思うねん。僕はそれが中学のときにきたんや」

　てらいのない物言いに、ふうん、と仁は頷いた。

　誰にでもある、と新田は言ったが、仮にも中学まで野球を続けていたのである。そんな単純なものではないだろう。

「けど、キタの夢はずうっと同じや。幼稚園から今までずうっとな。それって凄すごいことやと思うねん」

　確かに、と仁は思う。幼稚園の頃からずっと同じ夢を持っているなんて凄いことだ。仁など、幼稚園の頃に思い描いていた将来の夢なんて、もう忘れてしまっている。

　そもそも、仁は今まで将来についてあまり考えたことがなかった。東京へ転校して以来、今を生活するだけで精一杯だった。ずっと続けているキックボクシングも、強くなるために習い始めただけで、キックボクサーになりたかったわけではない。

「あ、僕んち、ここ入った三軒目やねん」

　新田は、住宅に埋もれるようにして並んでいる商店街の入口で立ち止まった。つられて仁も足をとめる。

　もう何十年も前からここにある昔ながらの商店街らしい。居並ぶ看板もアーケードも、あちこち錆さびていて古い。利用している客の半数近くは老齢のようだ。

　しかし寂さびれた雰囲気はなく、活気に満ちている。

　ちょうど商店街から出てきた老婆が、新田の顔を見て破は顔がんした。ユウちゃんおかえり、と声をかけられた新田は、気安い口調で、ただいまと返す。顔なじみらしい。

「キタんとこはこの先や。昔はここら一帯の地主さんやったらしい。でっかい家やから一発でわかる」

　新田が指さした先に目をやった仁は、ハッと息を飲んだ。一際目立つ大きな門もん扉ぴから、背の高い男と、肩より少し長い髪をこげ茶色に染めた女が出てきたのだ。
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　女が男に何か言っている。男は首を傾げ、女に何かを言い返した。すると、女は楽しそうに笑う。

「ちょお来い、優勝」

　仁は新田の腕をつかむと、まわれ右をした。わあ、何やねん、と声をあげる新田を強引に引っ張って、商店街に飛び込む。

　心臓が口から飛び出しそうなほど激しく脈打っていた。蒸し暑さのために滲にじんでいた汗とは明らかに性質の異なる嫌な汗が、ツッと背筋をつたう。全身から血の気が引いていくのが、自分でもよくわかった。

　自慢ではないが、目は良い方だ。左右とも裸ら眼がんで一・二は見える。だから見間違いではない。

　背の高い男は土屋。

　そして、土屋と話していた女。

　あれは、福ふく島しま千ち春はるだった。

　仁はごくりと息を飲んだ。

　何で土屋が福島と一緒におるんや。あいつら、知り合いやったんか？

「何やねん、急にどないしたんや、相川」

　戸惑いながらも声を荒げることなく尋ねてくる新田に、低い声で問う。

「おまえ、土屋と幼なじみや言うとったな」

「ああ。幼稚園に上がる前からの付き合いで、小学校も中学校も一緒や」

　ずり落ちた眼鏡をかけ直しつつ答えた新田は、うつむいている仁の顔を窺うかがった。

「おい、どないした」

　仁が真っ青になっていることに気付いたのだろう、幾分か固い口調で聞いてくる。

「優勝、おまえ……」

　福島千春を知ってるか。

　そう尋ねようとして、仁は再び息を飲んだ。

　呼吸がつまって声が出ない。新田の腕をつかんだままの指先が、わずかに震えている。

　何ということだ。

　福島千春という名を口にすることすら、怖いなんて。

「相川？」

　心配そうに呼ばれて、仁は深呼吸した。

　落ち着け。

　先週の金曜日に見た福島は、小さかった。細かった。何も怖がることはない。

　そう自分に言い聞かせて、殊こと更さらゆっくりとした口調で尋ねる。

「……おまえ、福島千春、て知ってるか」

「フクシマチハル？」

　眉をひそめた新田は、記憶を探るように薄曇りの空を見上げた。それ誰や、と追及してこないあたりが新田らしい。

「そういう名前の奴は知らんな。フクシマチカコ、やったらおったけど」

「東京から転校してきた奴とか、東京へ転校した奴とか、そういう奴の中に、おらんかったか？」

　トーキョー？　と鸚おう鵡む返がえして、新田はまた眉をひそめた。

「そういう奴やったら、絶対覚えてるはずやけどな。心当たりないわ」

「ほんまか？」

「ほんまや。僕、記憶力には自信あんねん」

　そおか、と仁はつぶやいた。新田に覚えがないということは、福島は土屋と同窓生ではないということだ。

　そしたら、いつ知しり合おうたんや？

　先週の金曜日、土屋は声をかけてきた福島のことを、知ってる人？　と仁に尋ねてきた。あの時点で、土屋は福島を知らなかったのだ。

　ということは。

　ナンパ、しか考えられん。

　俺が帰った後、意気投合したいうことか。

　そう考えた途端に、ズキ、と心臓が疼うずいた。

「……優勝」

「はいな」

　仁はそっと新田の腕を放した。

　軽く息を吐き、顔を上げる。

「俺、帰るわ」

「はあ？　おいコラ、ちょお待て相川」

　新田が珍しく慌てた声を出す。

「ここまで来といて何やねん」

「女と会おうてるぐらいやから、元気なんやろ。別にわざわざ会うことないし」

「女て何の話や」

「さっき、土屋が女と門から出てきた。見えんかったか？」

　ともすれば震えそうになる声を叱しっ咤たして、できるだけ落ち着いた口調で問う。すると、新田はパチパチと眼鏡の奥で瞬きした。

「……見間違いちゃうか？　あいつ今、そんな余裕ない思うけど」

「いや。俺、視力一・二あるんや。見間違えたりせん」

　見間違えるはずがない。一人は過去の脅威で、もう一人は現在の悩みの種なのだ。

　ふいにギリギリと胸が痛んで、仁は思わず胸元のシャツを握りしめた。

　クスクス、クスクス。クスクスクス。

　見み下くだしたような忍び笑いが耳に甦よみがえる。

　その笑いの中心にいたのはいつも、福島千春だった。

「その女がフクシマチハルなんか？」

　新田の問いには答えず、仁は踵きびすを返した。また明日な、と肩越しに言って駆け出す。土屋か福島と鉢はち合あわせするかもしれない道へは戻れず、商店街の中を行くことにした。

「相川」

　追いかけてこようとした新田を、ユウちゃん、と商店街の住人が呼びとめる。今度は体格の良い中年女性である。声が大きい上に、話が長そうだ。

　しかし、仁の耳に響いていたのは彼女と新田の話し声でもなければ、商店街に流れていた演歌でもなかった。

　六年前に聞いた低い笑い声だけが、生々しく響いていた。

　クスクス。クスクス。

　ヘンなしゃべり方。

　ヘンだよねえ。カッコワルイよねえ。

　相川君としゃべっちゃだめだよ、カンサイベンがうつるから。










　何でやろう、と仁は思う。

　条件反射のように竦む体。福島の名を口にすることすら躊ちゅう躇ちょしてしまう心。

　三年前に比べると、随分背が伸びた。体も大きくなった。キックボクシングも上達した。鍛きたえていない者が相手なら、たとえ成人男性であっても、蹴けりひとつで骨を折ることもできる。

　それなのに、なぜ自分より小さい女を怖いと思ってしまうのか。

　これが世間でいう精神的外傷トラウマか、と仁は改めて実感した。

　これが息を殺し、言葉を殺し、表情を殺した三年の間に、心に刻みつけられた瑕きずなのだ。

　中学へ進学すると同時に転校することを、仁はクラスメイトに話さなかった。卒業式まで気を抜かず、最後の最後まで目立たないようにひっそりと、けれど近付いてくる者に対しては威圧的に振る舞った。

　クラスメイトに自分が転校することを告げなかった理由は、たったひとつ。

　いじめが再発することを恐れたからだ。

　転校という非日常を己の属性とすることによって、また悪目立ちしてしまうのが嫌だったのである。

　福島千春はそうした変化に敏感な子供だった。人と違うところを目ざとく見つけ、からかい、ばかにする才に長たけていた。だから転校のことを言えば、またいじめられると思ったのだ。

　今考えると、単なる被害妄想だったような気もする。自分が散さん々ざんからかわれ、いじめられたものだから、殊更福島を悪く曲解していたのかもしれない。

　けれど、小学生だった仁は思い込んでいたのだ。今度はきっと言葉だけでは済まないと。

　あの時点でもうトラウマになっとったんや……。

　俺は今も、あの女が怖い。

　理屈では怖くないとわかっていても、怖い。

　だから近付きたくない。関わりたくない。

　土屋が福島と付き合うのは自由だが、もし彼らが付き合うのなら、仁の側そばを離れようとしない土屋の行動を許しておくわけにはいかなくなる。福島を想起させるものが日常に入り込んでくるなんて、考えただけでぞっとする。土屋と楽しそうに話していた福島を思い出すだけでも、吐き気がするぐらいなのだ。

　土屋にとっては理不尽な話かもしれない。

　しかし仁にしてみれば、笑われることが嫌いな自分を漫才の相あい方かたにしようとする土屋の話そのものが、理不尽だったのだ。

　もう潮しお時どきや。

　この間の金曜日には言えなかったが、土屋が学校に出てきたら、今度こそきちんと話をしなければならない。

　俺は漫才なんかするつもりはない。せやからもう俺に話しかけるな、と言わなければ。

　そう考えた途端に、キリ、と胸が痛んだ。

　怖いことないねんで。

　いつか言われた言葉がふいに思い出されて、またツキリと胸が痛む。

　あの言葉は何だったのだろう。

　何も知らんはずの土屋が、何であんなことを言うたんやろ？

　仁自身ですら、福島に対する恐怖を忘れていないことに気付いたのは、福島本人と顔を合わせてからだというのに。

　知りたい、と思う気持ちが湧わいてくるのを、仁は意識して切り捨てた。

　そんなことは、もう、どうでもええんや。

　土屋とは何の関係もなくなるんやから。

　柔らかくなりつつあった心のどこかが再び冷たく固まるのを、仁は感じた。










　次の日も、またその次の日も、土屋は仁の家に現れなかった。それどころか、学校にも出てこなかった。

　電話だけは毎日かかってきたが、仁は全て無視した。応対に出た母親が何度も謝っているのを、二階の自室で聞いていた。高校の入学祝いに買ってやろうと言われた携帯電話を断り、かわりにロードワークで使う新しいシューズを買ってもらうことにして良かったと思った。

　土屋と話したくなかった。土屋と話せば、笑っていた福島の顔を思い出してしまう。それは仁にとって、耐えがたい苦痛だった。

　そして水曜日の放課後。仁がトレーニングに励はげんでいる狩野ジムにも、土屋の姿はない。最近入ってきたばかりの練習生が多い曜日で指導に忙しいこともあり、狩野は特に何も言わなかった。

　この二日間の仁の学校生活は、極きわめて静かなものだった。なあなあと呼ぶ声に惑わされることもなければ、人に笑われることもない。仁が望んでいた通りの穏やかな生活である。

　それなのに、なぜか苛立ちと居心地の悪さは消えなかった。些細なことが気にかかり、癇に障る。しかも時折、思い出したようにキリリと胸が痛んだ。

　土屋がおらんでせいせいするんやったら、まだわかる。それやのに何でこんなに苛々せんならんのや。

　どんどん不機嫌になっていく仁に、新田は何も言わなかった。福島千春のことも、その名前が仁にとって鬼き門もんだと悟ったらしく、追及してこなかった。

　しかし、新田のそうした気き遣づかいも、仁の苛立ちを和やわらげることはなかった。現に今、こうしてトレーニングに励んでいても、苛立ちは一向に消えない。むしろ時間が経たつにつれ、次第に膨ふくれ上あがってくるような気さえする。

　仁はそれまで飛んでいた縄なわ跳とびをやめ、壁際に座り込んだ。汗で背中にべっとり張りついたＴシャツが、どうしようもなく不快だった。

　……あかん。全然集中できへん。

　学校だけならともかく、ジムに来てまで苛々して集中できないなんて、どうかしている。

「仁！　おい、仁！」




　ふいに呼ばれて、仁はのろのろと顔を上げた。ジムのチームメイトが、入り口の前で手を振っている。室内に満ちている喧けん騒そうに負けないように、仁は声を張り上げた。

「何ですか？」

「客や！」

　土屋か？

　瞬時に精せい悍かんな顔立ちを頭に浮かべた仁は、いや、と自分で否定した。既にチームメイトと顔なじみになっている彼に、客という呼称が使われることはない。

　そしたら誰や。

　立ち上がった仁は、入り口付近を窺った。暗がりになっていてよく見えない。

　仕方なく、脇に置いておいたタオルをつかんで歩み寄る。入り口に立って仁を待っていた年かさのチームメイトは、なぜかにやにやと笑った。

「おまえ、男にモテるだけやなかったんやな」

「はあ？」

「まあそのルックスや、女が放っとくわけないわな。羨うらやましい話やで」

　肩を叩かれて眉をひそめた仁は、入り口の扉の前に立っている人物に気付いて硬直した。

　そこには、シャツにジーンズというラフな格かっ好こうをした女がいた。

　福島千春。

　間違いない。福島だ。

　仁は息を飲んだ。ぞくり、と背筋が震える。むき出しの腕に鳥肌が立った。

　何でここに福島がおるんや？

「ま、ほどほどにしとけ」

　何を勘違いしたのか、チームメイトはもう一度肩を叩いて去っていく。

　後には、仁と福島が残された。

「相川君」

　福島がじっとこちらを見上げてきて、仁は思わず息をつめた。反射的に一歩後退する。

「練習中なのに邪魔してごめんね。私、水曜日はこの時間しか空あいてなくて」

　福島は聞き覚えのある声で言った。

　男と違って、女には声変わりがない。小学生の頃の声こわ音ねをほとんどそのまま残した福島の声に、またぞくりと背筋が震えた。

　クスクス、と笑う声が耳をくすぐる。

　相川君としゃべっちゃだめだよ。

　クスクスクス。

　仁は汗を拭ふくふりをしてタオルで口くち許もとを隠し、意識して深呼吸した。

　……落ち着け。落ち着け。大丈夫や。こんな女に脅おびえる必要はない。

　今の俺は、昔の俺とは違う。

「……何か用か」

　低い声で尋ねる。ちゃんと声が出たことに内心ほっとしていると、福島は困ったようにきゅっと眉を寄せた。

「この間は、急に話しかけたりしてごめん。迷惑、だったよね」

　語尾を濁にごさない物言いも、昔と変わらない。小学生のとき、仁をからかった口調そのままだ。

　仁は無意識のうちにごくりと息を飲んだ。

　数秒、重い沈黙が落ちる。

　その沈黙に耐え切れなくなったのか、福島は仁から視線をはずし、身じろぎした。

「あの、あのね、私、中二のときに大阪に転校してきたの」

　一度言葉を切った福島は、決意したように顔を上げ、再び仁に視線を向けた。そして必死の形ぎょう相そうで話し出す。

「言こと葉ば遣づかいをからかわれてムキになって言い返して突っ張ってるうちに、シカトされるようになっちゃった。それで学校も友達もくだらなく思えて、学校さぼったりしてたんだけど、それって誤解だったんだよね。関西の人って親しい人ほどからかったり、乱暴な口きいたりするんだってね。アホって言うのも親しいからで、親しくない人には言わないんだって、高校に入ってから知ったの。そういうことがわかって初めて、関西弁も悪くないって思えるようになったんだ。それで高校の友達の影響で漫才を見るようになって」

「……おい」

　放っておくと延々と話し続けそうな福島を、仁は漸ようよう遮さえぎった。

　この女は何が言いたいのだろう。

「アンタがどういう生活しようが、俺には関係ない。用がないんやったら帰ってくれ」

　声が震えないように気を付けながら言う。

　すると福島は、何かに打たれたように顔を歪ゆがめた。次の瞬間、勢いよく頭を下げる。

「ごめんなさい」

　はっきりとした声音で綴つづられた謝罪に、仁は眉をひそめた。

「何が」

「大阪に転校してきたとき、言葉の違いをからかわれたと思って、凄すごく腹が立って悔しかった。でも、私も相川君に同じことをしたんだよね。言葉って習慣だから自分ではどうしようもないのに、それをからかうなんて悪いことしたと思った。でも、思ってるだけじゃだめだって言われたんだ。ちゃんと謝らなくちゃ意味がないって。謝ってちゃんと話し合った方が、相川君のためにもなるって」

「誰に」

　仁は声を荒げた。

　いきなり現れて謝って、何やねんこの女。

　しかも人に言われて来たやと？

「誰に言われたんや」

　もう一度問うと、福島はびくりと肩を震わせた。

「土屋君に……」

　今までとは打って変わった小さな声で言われて、仁はこめかみの辺りが一気に沸ふっ騰とうするのを感じた。

　土屋に言われて来た、やと？

　こいつは土屋に小学生のときのことを全部話したんか。そんで謝ってこいて言われたから、ここへ来たんか。ここの場所を教えたんも土屋か。

　何で土屋がそんなお節せっ介かいするんや。自分が福島と付き合うためか？　福島が謝ったら、俺に気き兼がねすることなしに付き合えると思たんか。

　しかも『相川君のためにもなる』やと？

　冗談やない。俺のためなんかやない、福島のためやないか。結局、福島の罪悪感を減らしてやりたいだけなんやろ。

　……何も知らんくせに。

　俺がどんな目に遭おうたか、どんな思いでここまできたか、何も知らんくせに！

「ふざけんな！」

　自分でも気付かないうちに、仁は怒鳴っていた。その鋭い語調に射抜かれたように、福島は全身を震わせる。

「謝ったらそんで済むと思てんのか！　冗談やない！　帰れ！　二度とツラ見せんな！」

　握りしめた拳こぶしで思い切り壁を殴る。ドン、と鈍にぶい音がした。

　何か言いかけた福島の喉のどが、ひゅっと音をたてる。しかし結局言葉が発せられることはなく、福島は無言で踵を返した。そのまま逃げるようにジムを飛び出していく。勢いよく開け放たれた扉が、大きな音をたてた。

　仁は肩で息をしながら、福島が出て行った扉をにらみつけた。

　それはもちろん、謝らないよりは謝った方がましだ。

　けど、謝ったらそんで済むなんて大きな間違いや。そんな簡単なもんやない。そんな単純なもんやない！

「おいコラ、手え休めんな！」

　狩野の声と手拍子が辺りに響いて、仁はハッとした。

　ジムの中は静寂に包まれていた。チームメイトたちの視線が痛い。あれだけ大きな声で怒鳴ったのだ。注目されて当然である。

　仁はわななく手でタオルを頭に被かぶせた。顔を見せないようにうつむいて、元の位置に戻る。壁に背をもたせかけ、その場に座り込むと、全身が細かく震えているのがわかった。

　腸はらわたが煮えくり返っていた。あまりの腹立たしさに、吐き気すら感じる。

　あいつ、土屋。

　あいつのせいで何もかもめちゃめちゃや。

　怒鳴ってばかりの毎日。笑われる毎日。望んでいた平穏とはかけ離れた日々。

　かと思えば、苛立ったり居心地が悪かったり、ふいに胸が痛んだり。

　今度は自分の感情を制することができず、怒りを爆発させてしまった。

　冗談やない、と仁は低くつぶやいた。

　もう嫌や。

　もうたくさんや。

　もう、あいつとは関わりたくない。










「土つち屋や君、今日もお休みやろか」

　バッグを肩にかけた仁じんは、玄関先までついてきた母親のその言葉に、さあ、と素そっ気けない返事をした。昨夜ゆうべあまり眠っていないせいか、少し頭が痛い。さあってあんた、と心配そうにつぶやく母親を、今度は無視する。

　激しく燃え盛っていた怒りは、一晩経たっても完全に鎮しずまることはなく、腹の底で燻くすぶり続けていた。

　今日、土屋が来ていたら、はっきりと言うつもりだった。

　顔も見たない。声も聞きたない。

　もう俺に付きまとうな、と。

　それでも土屋が引き下がらなかったら、力を使って脅おどすしかない。素人しろうとに絶対本気は出さないと言った自分が、素人に本気を出すほど嫌なのだと、土屋に思い知らせなければならない。

　スニーカーを履はき終おえた仁は、勢いをつけて立ち上がった。いつものようにドアのノブに手をかけ、ひねろうとする。

　しかし、意に反して右手は動かなかった。

　ドアを開けたくない、そこに土屋を見つけたくないとでも言うように、微動だにしない。

　何やねんこれは……。

　ノブを握った右手を茫ぼう然ぜんと見下ろした仁は、自分の心の内で、予期しなかった葛かっ藤とうが起こっているのを感じた。今すぐドアを開けて土屋と決別したい気持ちと、土屋との決別を先延ばしにしたい気持ち。その両方が、激しくせめぎあっている。

　だから右手が言うことをきかないのだ。

　何でやねん。

　もう嫌や、もうたくさんやて、思おもたはずやないか。

　何よりも、福ふく島しま千ち春はる。

　あの女と関わりがある人間を、側そばに置いておくわけにはいかない。

　きつく奥歯をかみしめた仁は、意識して右手に力を入れた。

　ガチャリ、と音がして、ドアが開く。

「オハヨウ相あい川かわ～」

　いきなり呑のん気きな声が降ってきて、仁は不覚にもぎょっとしてしまった。

　目の前に、明るい笑みを浮かべた土屋の精せい悍かんな顔がある。いつもは門のところで待っているのに、今日は玄関まで来ていたらしい。しかもドアの真ん前で、扉が開くのを今か今かと待っていたようだ。

「三日も休んでごめんなあ」

　間延びした口調で言う土屋に、仁はこくりと息を飲んだ。

　びっくりしてる場合やない。

　言うべきことを言わなければ。

　唇を固く引き結んだ仁は、土屋の肩を強く押した。後ろ手でドアを閉め、じろりとにらみつける。

「話がある」

「何？」

　土屋は首を傾かしげて仁を覗き込んだ。必要以上に接近した顔を掌てのひらで押し戻しながら、仁は顎あごをしゃくった。

「ここではちょっとな。バス停のある角んとこに公園があるやろ。そこで話す」

「行きがてら話したらあかんの？」

「あかん」

「学校着いてからやったらあかんの？」

「あかん」

　短く答えた仁は、先に立って歩き出した。これ以上余計な質問はするな、と言外に知らせるように、早足で先を急ぐ。

　遅れないようについてくる土屋も、仁の様子が常と違うことに気付いたのだろう。いつもはしつこく『なあなあ』とくり返す彼が、珍しく無言だった。

　バス停の手前にある公園は、仁の家から歩いて五分ほどの場所にある。遊具もろくにない狭い公園だが、早朝には老人が集つどい、昼頃には幼い子供を連れた母親が集う。今はその二つのグループが集う時間帯のちょうど合間にあたるらしく、公園には誰もいなかった。植え込みに囲まれたそこは、ひっそりとしている。

「話って、何？」

　立ち止まった背に、声がかかった。

　その静かな声に、仁は胸の辺りがむかむかするのを感じた。

「……おまえ、福島千春と、親しいんか」

　低く、うなるような声が出た。一方の土屋は普段と変わらない調子で、ううん、と否定する。

「全然親しいことないよ」

　動揺の欠片かけらも感じられない淡々とした物言いが、ひどく癇かんに障さわった。

　いらん説教までしたくせに親しいないわけないやろが。しらばっくれやがって！

　仁は爪つめが掌に食い込むほど、強く拳こぶしを握り締めた。

　土屋は落ち着いている。仁の様子がおかしいとわかっているはずなのに、動揺していない。福島との間にあったことを知っているはずなのに、いつもと同じだ。何回電話がかかってきても絶対に出なかったのに、なぜだと問いつめることもしない。

　自分一人だけが心を乱している。

　土屋は何も変わらないのに、自分だけが……！

　喉のど元もとに込み上げてきたわけのわからない激情に任せて、仁は勢いよく振り向いた。うつむけていた視線を上げ、端たん整せいな顔をにらみつける。

「この際やから、はっきり言うとく。俺はおまえと漫まん才ざいする気はない。せやからもう俺に近付くな。話しかけんな」

「相川」

　眉をひそめて何か言いかけた土屋を、仁は一方的に遮さえぎった。

「今度付きまとったら、手加減なしで殴る。俺は本気や」

「相川」

　もう一度呼ばれて、仁は、何や、と返した。土屋は、なぜかひどく困ったような表情を浮かべてこちらを見つめている。しかし、脅おびえている様子はない。

　言い方がぬるかったか、と仁が再び口を開きかけるより先に、今度は土屋が言葉を発した。

「昨日、福島さんが会いに行ったんやてな」

　その顔に浮かぶ表情と同じ困ったような口調で問われて、ギクリと全身が強こわ張ばる。仁は反射的に土屋から目をそらし、うつむいた。

「追い返したて聞いたけど、ほんま？」

　問われて、また胸の辺りがむかつく。

　あの女、わざわざ報告しに行ったんか。

　仁は土屋が履いているスニーカーをにらみつけ、ほんまや、と吐き捨てるように答えた。

　対する土屋は声を荒げることなく、そか、と短く頷く。

「話は、せんかったんか？」

「してへん。あいつが一方的にしゃべっとっただけや」

「何で話せんかったん」

「話すことなんかない」

「そんなことないやろ。福島さん、謝ったんとちゃうんか？」

　ゆったりした口調で問う土屋に、仁は腹の底で燻っていた怒りが、再び炎をあげ始めるのを感じた。

　ムカつく。苛いら々いらする。腹が立つ……！

「確かに謝りよったわ。それがどないしたんや」

「謝らはったのに、話せんかったんか？」

「……どういう意味や」

　仁は殊こと更さらゆっくりと視線を上げた。見下ろしてくる土屋と、まともに視線がぶつかる。

　その漆しっ黒こくの瞳に映った真しん摯しな色を見た瞬間、なぜか腹が煮えた。震えるような怒りがたちまち湧わき上あがり、制する間もなく頂点に達する。

「福島が謝ったら、話をせなあかんのか？　俺が話を聞かなあかんのか」

　たたみかけるように問うと、土屋は曖あい昧まいに首を傾かしげた。

「聞かなあかんことはないと思うけど、ちょっとでも話できたら、ええ方向にいくんとちゃうかな思て」

　ええ方向、やと？

「ふざけんな！」

　仁は叫んだ。

　止めようと思った。周囲は住宅地だ。バス停へと急ぐ学生やサラリーマンたちが、ひっきりなしに公園の前を通っていく。大声を出して良い場所ではない。

　そうとわかっていても、止められなかった。

「謝って済む思たら大きな間違いや！　しかも人に言われて来たやなんて、冗談やない！」

「福島さんが俺に言われて来た、て言うたんが、嫌やったんか？」

　戸惑ったような声音で問われて、仁は意表をつかれた。全身を灼やいていた怒りが一瞬、凍結する。

　あのとき。

　福島の姿をジムの入り口に見つけたときは、怖いと思った。体が竦すくんで、声すらまともに出なかった。

　けれど、土屋に促うながされて謝りに来たのだと言われた瞬間、頭に血が上った。恐怖も何もかも忘れて怒鳴りつけた。怖くて怖くて仕方がなかった福島を、勢いにまかせたとはいえ、威い嚇かくしたのだ。

　その事実に気付いた仁は、狼狽うろたえた。ぎこちなく土屋から視線をもぎとり、地面に転がっている小石に目をやる。

　あのとき福島が、土屋ではなく他の人物の名前を出していたら、どうなっていただろう。同じように怒鳴っていただろうか。

　同じように、恐怖を忘れることができただろうか？

「相川」

　黙り込んでしまった仁を、土屋が呼ぶ。その声は真剣そのものだった。

「俺かて、謝ったらそんで終わりやなんて思わへん。けど福島さん、ほんまに悪かったて思てるみたいやで。彼女、自分も言葉の違いでいじめられて、いろんな経験して、変わってきてるんや」

　変わってきている。

　その言葉に促されるように、仁は再び顔を上げた。

　目の前に、ひどく優しい表情を浮かべた土屋の顔があった。切れ上がった目め許もとを緩ゆるめ、包み込むように仁を見つめている。

　なぜか、ギリ、と胸が痛んだ。

　時折感じていた刺すような痛みではなく、引き絞られるような強い痛みに、仁は思い切り眉を寄せた。

「……そんなん、俺の知ったことやない」

　今はどうであれ、福島がかつていじめの主犯格であったことに変わりはないのだ。

　すると土屋は反論することなく、うん、と頷いた。

「そやな、相川の知ったことやないわな。けど、変わってきてるってゆうのはわかるやろ。福島さんはもう絶対、相川をいじめたりはせん。それに今は相川のが体も大きいし、心も強い。せやから脅えることなんかないんや」

「脅えてなんか……！」

　思わず怒鳴った仁の両腕を、土屋はしっかりとつかんだ。咄とっ嵯さに振り払ったものの、土屋の指は離れない。予想以上の強い力に、仁は怯ひるんだ。

「許す気がないのに、無理して許さんでもええ。謝られたからって、ハイそうですかて許せるわけないて、俺も思う。けどな、一回ちゃんと向むき合おうて話して、もう怖いことないて自覚した方がええと思うんや」

　いつもより幾分か早い口調で言うと、土屋は仁を覗き込んできた。不思議な熱を宿した漆黒の双そう眸ぼうが間近に迫せまり、仁は引きつけられるように、その両の瞳を見つめ返した。

「そしたらきっと、心が軽かるうなる。こないだみたいに自然に笑えるようになる。福島さんも、独りよがりで悪かったて思うばっかりやなくて、自分がやったことをちゃんと自覚するええ機会や」

　土屋が言い終えると同時に、また、ギリ、と胸が痛んで、仁は目を伏せた。

　福島。

　結局、福島か。

　よう考えたら、謝って話はなし合おうて心が軽うなるんは俺やない。福島やないか。

　何はともあれ自分は謝ったのだからもういい、後は相手が許してくれるのを待つだけだ。そう割り切れば心も軽くなるはずだ。

　だからこそ、話し合えと土屋は言うのだろう。おまえはもう強くなったのだから許してやれ、そうして彼女を楽にしてやれと言いたいのだろう。

　好きになった女をかばわない男が、どこにいる？　守らない男が、どこにいる。

　優しい眼まな差ざしも真摯な物言いも、全ては福島のため。

「……話すことなんか、ない。あの女を楽にしてやる気もない」

「相川」

「とにかくもう、俺にかまうな」

　仁は強く腕を振った。一度離れかけた土屋の指は、しかし次の瞬間、再びしっかりと仁の腕をつかみ直す。

「そんなこと言わんと、もっかいちゃんと話した方がええて」

「嫌や」

「きっと、相川のためになるから」

　むき出しの両腕を強くつかまれて、カッと全身が熱くなった。

　頭の中が真っ白になる。思考力が麻ま痺ひする。何も考えられない。

　刹せつ那な、足がしなった。

　加減なしの強烈な蹴けりが、土屋の脇腹を直撃する。
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「何が俺のためや！　全部福島のためやないか！　おまえがあの女にエエカッコすんのに、何で俺がダシにされなあかんねん！」

　きつく目を閉じて怒鳴った仁は、腕をつかんでいた指がズルリとはずれるのを感じて、おもむろに瞼まぶたを上げた。

　ついさっきまで視界いっぱいに映っていた土屋の精悍な顔が見えない。かわりに、日に焼けた首筋が見えた。その滑なめらかなラインに沿って視線を動かすと、己おのれの肩口に預けられた土屋の額ひたいに行き当たる。

　そこから低いうめき声が聞こえてきて、仁は大きく目を見開いた。

「……っ！」

　俺、土屋を蹴ってしもたんや！

　自覚した途端、体中から一気に血の気がひいた。同時に冷汗がどっと吹き出す。

「土屋！」

　崩れるように地面に膝ひざをつく土屋を、仁は慌てて支えた。

「……今のは、ごっつ、キいた……」

「す、すまん！　大丈夫か？」

　大丈夫なわけがなかったが、仁は思わず尋たずねた。土屋は、うーん、と否定とも肯定ともつかないうなり声をあげる。

　蹴り上げたとき、確かな感触が足に伝わってきた。きっとあばら骨にヒビが入っている。ひょっとしたら折れているかもしれない。

　今まで、腹が立つことがあって思わず手を出してしまったときでも、体が自然に力を制御していた。キックボクシングを始めて六年になるが、ジムの外で本気で殴ったり蹴ったりしたことは一度もない。

　それやのに何で、今に限って。

　思わぬ失態に青ざめながら、仁は周囲を見まわした。公園の隅に電話ボックスを発見する。

「とりあえず救急車呼ぶから」

「いや……、ええわ。大丈夫」

　仁に抱きついたまま、土屋は首を横に振る。こんなときまで落ち着いている土屋に、仁は思わず怒鳴った。

「アホ、大丈夫なことない！　アバライッてしもてるんやぞ！」

「前にも、アバラ折れたことあんねん……。そんときよりはましやから、たぶん、ひびいってるだけや……。悪いけど、タクシー呼んで、谷たに崎ぎき総合病院へ行ってくれんか……」

　苦しそうな声で郊外にある大きな総合病院の名を言われて、仁は慌てる。

「谷崎てこっから遠いやないか。市立病院のが近い。そっちへ行こう」

「谷崎のが、ええねん……。頼む……」

　ぎゅっと強く抱きつかれて、仁は迷った。しかし結局、わかったと頷く。迷っている時間そのものが惜しい。

「ちょお、動かすぞ」

　仁はそっと土屋の背に手をまわし、ベンチの方へ引きずった。土屋が微かすかにうめき声をあげる。

　気付かないうちに、仁の体はじっとりと冷汗に濡ぬれ尽つくしていた。頭の中はパニック寸前だ。

　何で手加減できんかった？　何で本気でやってしもた？

　何で。何でや。

「……相川」

「何」

　スラリと伸びた体を、ゆっくりベンチに移動させる。その間に、土屋が耳元でぽつりと言った。

「相川は、ダシ、ちゃうねん……」

「は？」

「ダシは……、福島さんの方や」

　再び出てきた福島の名前に、また胸がギリリと痛んで、仁は強く瞼を閉じた。

　しかし、すぐに目を開ける。

　俺のこんな痛みなんかどうってことない。土屋のが、ずっと痛いんや。

　とにかく、一刻も早く病院に連れて行かなければ。

「……その話は後や、土屋。じっとしとけよ」

　こめかみの辺りにあった土屋の耳に囁ささやいて、仁は駆け出した。背中に突き刺さる土屋の視線が、やけに痛かった。










「骨折れてへんかったし、気にせんでええよ」

　のんびりとした口調で言われて、仁はうつむいたまま、気にするに決まってるやろ、と低い声で返した。

「何でえな。どうもないて言うてんのに」

「アバラにひび入って、どうもないってことはないやろう」

　ひびぐらいすぐ治るってー、と屈くっ託たくなく笑った土屋は、上半身を起こした体勢でベッドに座っている。対する仁は、ベッドの脇にある折りたたみの椅子に腰かけている。

　谷崎総合病院の個室の中でも比較的広いこの部屋に通されたのは、十分ほど前のことだ。

　タクシーを走らせて谷崎総合病院に着くと、土屋はどこに何科があるのかきちんと把は握あくしているらしく、迷うことなく外科に向かった。そして受付で自分の名前を名乗り、井いの上うえという医師を指名した。

　しばらく待たされた後、診察室へ行くように言われ、土屋に付き添って指定された部屋へ向かった。そこには中年の医師が既に待機しており、すぐに手当てをしてくれた。医師は土屋と親しい間柄らしく、帰ったら自分で言うし家には知らせんといて、と頼む土屋に、渋い顔をしながらも頷いた。

　そうして診察を終えた後、とりあえずちょっと休んで行け、と医師が言い、個室を与えられたのである。

　仁はうつむけた視線を、自分の右足に向けた。

　ひびが入った程度で済んだのは幸運だった。もう二度と、自分の蹴りで誰かを傷つけたくないと思う。これから先、足に伝わってきた感触の生々しさを忘れることはないだろう。

「この病院な、俺の母方の祖じ父いちゃんの知り合いが院長をしてはるんや。ちなみにさっきのセンセはオカンの弟で、俺の叔お父じさん。そういう諸もろ々もろの縁があって、オカンがここに世話になってんねん」

　静かな口調で言われて、仁はのろのろと土屋に視線を向けた。

　そんで病院の中に詳しかったんか……。

「お母さん、どっか悪いんか？」

　尋ねると、土屋は躊ちゅう躇ちょすることなく、うんと頷いた。今はシャツを羽は織おっているので見えないが、その体には包帯がきっちりと巻かれている。

「心の病気でな、ここの心しん療りょう内ない科かに通かよてんねん。普段は普通に暮らせてるんやけど、今みたいな季節の変わり目になると、たまに不安定になったりするんや。学校休んでたんも、誰かが側についてんとあかんかったからやねん。そういうときにいっつも来てくれはるヘルパーさんが、たまたま具合悪わるうしてはってな。オトンは仕事やし、妹は中学の寮に入ってるし、俺しかおらんかったんや」

　淡々と話す土屋に相づちを打つこともできず、仁はただ黙っていた。

　マイペースで呑気で、いつも楽しそうな土屋がそんな事情を抱えているなんて、想像もしなかった。

「オカンが病気になったんは、一昨年おととし死んだ父方の祖ば母あちゃんのせいなんや。この祖母ちゃんがまたキッツイ人でなあ。オトンも頭が上がらんかって、ガキん頃から家ん中、いっつもぎすぎすしてた。俗に言う嫁よめ姑しゅうとめ問題やな」

　土屋は軽く息を吐くと、仁に向かって微笑ほほえんでみせた。優しげに緩む目許を、仁はぼんやりと見つめる。

「けどな、俺がおもろいこと言うたり突とっ飛ぴなことしたりすると、祖母ちゃんもオカンも、あきれたり怒ったりしながらでも、笑うねん。そうするとぎすぎすしてた空気が、ちょっとは和なごむんや。普段は大人に気ぃ遣つこておとなしいしてる妹も、そういうときは楽しそうに笑うねん。俺、それが凄すごい嬉うれしいてな。家族だけやのうて、もっとたくさんの人に笑わろてもらいたいて、思うようになったんや」

　それでか、と仁は納得した。

　それで、人を笑わせたいのか。

　仁に笑われたくない理由があるように、土屋にも人を笑わせたい理由がある。

「入学したときからずっと相川見てて、笑われるんが嫌いていうより、怖がってるみたいやなあて思ててん。福島さんに話聞かされて、自分の勘が正しかったことがわかった。それに、相川が怖がってる理由も、何となくわかった気がした」

　ゆったりとした口調で言った土屋は、仁をじっと見つめた。まっすぐに向けられた漆黒の双眸に、なぜか狼狽えてしまう。反射的にうつむくと、ズキ、と胸が痛んだ。

　そうやった。

　土屋は福島に全部聞いてるんや。

　小学生のとき、福島が仁をいじめていたことも、大阪に越してきた福島がいじめられたことも。

　かつて自分がいじめたやり方と同じやり方でいじめられて、福島はいじめたことを後悔したと言っていた。そうして自分の行為を反省し、仁に謝りたいと思っていた彼女を、土屋は救ってやりたかったのだ。だからこそ、謝りに行けとアドバイスを与えたのだろう。

　土屋は、福島が好きなのだ。

　そう考えると、またズキ、と胸が疼うずいた。

　痛い。

　公園で話していたときより、もっと痛い。心臓が灼けて灰になってしまいそうだ。

　おまけに目の奥まで、じわりと痛む。

　何やねん、これ……。

　胸の辺りのシャツをきつく握り込んだ仁を、土屋は、相川、と柔らかく呼んだ。

「おまえ、誤解してる」

「誤解……？」

　掠かすれた声で尋ねた仁に、土屋は、そおや、と頷いた。

「相川が帰ってしもたとき、俺は相川を追いかけようとした。けど、どうしても謝りたいからって福島さんに無理やり引きとめられて、東京で何があったか聞かされたんや」

　うつむけた額の辺りに土屋の視線を感じながら、仁は唇をかみしめた。シャツをつかむ指先に力がこもる。

　そんでおまえは、福島を救すくてやりたいて思たんやろ？　福島のことが好きなんやろ。

　それのどこが誤解なんや。

「福島さんはもっと詳しい話をしたかったみたいやけど、俺は、話聞くんやったら相川から聞くて言うた。相川は、今は無理でも、時期がきたら自分の意志で話してくれるて思たんや。相川のことは、相川の意志で、相川の口から直接聞きたかった。俺に向けられた言葉として、聞きたかってん。せやから、他人から余計な話は聞きたなかった」

　真摯な口調に促されるように、仁はちらりと視線を上げた。

「……けど、住所教えたんやろ」

　低く問うと、土屋は慌てて手を横に振った。

「それ。それがそもそもの誤解やねん。俺、住所どころか名前も教えてへんよ」

「嘘つけ。おまえん家ちの門の前でおまえが福島と話してるとこ、俺はこの目で見たんや」

　またズキリと疼いた胸の痛みをごまかすために幾分か強く言うと、土屋は焦あせったように言葉を重ねる。

「そのことは優ゆう勝しょうに聞いた。けど、ほんまに教えてへんねん。あの日、福島さんと一緒にライブの手伝いやってたスタッフの中に、俺の中学の同級生がおったんや。そいつが俺の顔覚えてて、勝手に名前と住所を教えたらしい。そんで家に押しかけてこられてしもただけやねん。証人立ててもええ。それにあのときかて俺、相川の話は聞きたないて言うたんや。あんたからは聞きたないて」

　一度言葉を切った土屋は、落ち着こうとするかのように深く息を吸い、吐いた。

「相川は、俺が福島さんを好きになったて思てるんやろ？」

　静かに問われて、仁は再び胸が強く痛むのを感じた。

「……そうとしか、思えへんやろ」

「ちゃうよ」

　土屋は珍しく早口で答えた。そして間を置かず、また静かな口調で聞いてくる。

「福島さんに引き止められて、話聞かされたとき、俺が最初何て思たかわかるか？」

　そんなこと俺に聞くな、と吐き捨てようとした仁よりも早く、土屋は続けた。

「相川をいじめた奴なんか、いじめられて当然や。ざまあみろ」

　初めて聞く冷れい徹てつな声音に驚いて、仁は顔を上げた。

　土屋はうつむいていた。仁の視線を感じているはずなのに、顔を上げようとしない。

　仁は目を丸くして土屋の秀ひいでた額を見つめた。

　ざまあみろて……、何やそれは。

　好意を持った女に対して、そんなことは思わないはずだ。

「俺な、相川にもっと笑てほしいねん。今までずっと人を笑わせたいて思てきた。けど、相川は違うねん。笑わせたい、やないんや。笑てほしいねん。俺にもっと、笑た顔を見せてほしいんや。せっかく一緒に漫才見てくれたのに、俺とおって楽しそうに笑てくれたのに、福島さんのせいで全部台無しになってしもたて思たら、物凄い腹立った。月曜日に彼女がうちに来たときも、最初めっちゃ嫌やってん。相川と俺の間に、他人が無神経に入り込んでほしいなかった」

　熱っぽい口調で一息にそこまで言った土屋は、決然と顔を上げた。

　刹那、視線がぶつかる。

　その漆黒の双眸にも、いつもとは違う力強い何かが溢あふれていて、仁は思わず顎を引いた。

「けど、あのとき……、福島、笑てた……」

　掠れた声で言うと、土屋は困ったように眉を寄せた。しかし、まっすぐに飛び込んでくる視線に込められた力は揺るがない。

「相川が見たんは、福島さんが帰るときやと思う。確かにあのとき、福島さんがあんまり必死に謝りたいて言うもんやから、この人はこの人なりに大変やったんやなて思た後やったし、俺もちょっとは冷静になってた。けど、別に笑わそう思たわけやないねん。相川と仲ええんやな、みたいなことを言われたから、そら結婚するつもりやし、て言うたんや。そしたら彼女が勝手に笑ただけやねん」

　土屋は仁を見み据すえたまま、ベッドにもたせかけていた背を起こした。そして、ひたむきな視線に気け圧おされて言葉を失っている仁に、ゆっくり向き直る。

「福島さんがジムに行ったことは、狩かり野のさんに聞いたんや。彼女とは、月曜に会おうてからいっぺんも会うてへん。けど、彼女と話したとき、相川が今もキックボクシングを続けてるて言うてしもたんは悪かった。ここらでキックボクシングのジムいうたら、狩野ジムしかないもんな。結果的に、狩野ジムに相川がおるて教えたことになってしもた。ごめん」

　項うな垂だれるように頭を下げられて、仁は、いや、別に、と無意識のうちにつぶやいた。

「それはまあ別に……、ええねんけど……」

　いや、決して良いわけではない。

　土屋がキックボクシングのことを話したせいで、福島はジムにやってきたのだ。そのせいで、仁は不快な思いをした。

　しかもこいつさっき、結婚するつもりとか言わんかったか？　結婚て何やねん結婚て。そんなん真顔で言うアホがどこにおる。

　……ここにおるか……。

　仁はゆっくりと瞬まばたきをして、土屋の頭を見下ろした。肩幅に比べて小さい頭部を見つめながら、たくさんの情報が一時にもたらされたせいで、散さん漫まんになりかけている思考をまとめる。

　とにかく。

　今までの話を総合すると、土屋は福島を好きなわけではないらしい。好きどころか、疎うとんでいるようだ。そして土屋は、仁を笑わせたいのではなく、仁に笑ってほしいのだと言う。笑った顔が見たいのだと言う。

　戸惑いと驚きばかりが先行していた仁の心の内に、暖かい何かがじわりと湧わいた。

　ついさっきまで感じていた痛みが、淡雪のように消えていく。その感覚が心ここ地ち好よくて思わず吐息をつくと、今度は胸の奥がやけにくすぐったくなった。

　同時に、喉から自然と笑いが漏もれ出でる。

「おまえ、結婚するつもりやなんて、何をアホなこと言うてんねや。そんなん真顔で言われたら誰かて笑うわ。それにさっきの言い方……、笑た顔見せてほしいて、女口く説どいてるみたいやで」

　くっくっ、と笑いながら言うと、土屋は上うわ目め遣づかいにこちらを見つめてきた。

「相川は俺に口説かれるん、嫌か？」

「嫌ってそんなん、今更やんけ。初対面でいきなりスイートハニーてぬかしたんは、どこのどいつや」

　精悍な顔つきがひどく幼く見えて、それが余計におかしい。笑いが止まらない。一向に納まらない笑い声を必死で殺していると、目の端に涙が滲にじんできた。

　笑いすぎて泣くなんて、何年ぶりやろ。

　そう考えると、温かかった胸が唐突に熱を帯びた。次の瞬間、目の奥が鋭い痛みを訴うったえる。

「……っ」

「相川？」

　呼んだ土屋に、仁は答えることができなかった。

　目尻から一粒、ポロリと涙がこぼれ落ちる。かと思うと、後は堰せきを切ったように次から次へと溢れ出した。

「あ……？」

　自分の意志とは別のところで流れる涙に、仁は戸惑った。

　泣こうなんて、これっぽっちも思っていなかった。泣きたいとも思っていなかった。

　それなのに、止まらない。

　いじめられたあの三年間ですら、一度も泣かなかったというのに。

「うわ、何やこれ……」

　慌てて目許を拭ぬぐおうとした手を、土屋がやんわりとつかむ。

「我慢せんでええ。俺の胸やったらいくらでも貸すし、泣きたいだけ泣いたらええよ」

「またそんな言い方して……」

　止まらない涙をそのままに、仁は眉を寄せて毒づいた。

「おまえ、アホちゃうか……。その胸のホネにヒビ入れたん……、俺なんやぞ……」

「アホとちゃうで。俺、相あい方かたとしてだけやのうて、マジで相川に惚ほれてるもん」

　今まで一度も聞いたことがない低く甘い声で囁かれて、ズキリと胸が疼く。

「何を、言うてんねん。アホか……」

「せやからアホとちゃうて。ほんま言うとな、本気で蹴られたんも嬉しかったんや。それって俺のこと、手加減できんぐらい本気で考えてくれてたってことやろ」

「マゾ……」

「相川に関しては、マゾかもな」

　土屋の指先が、優しく目許を拭う。温かな感触に安あん堵どを覚えて、仁は抗あらがわずに目を閉じた。大きな掌で頰ほおを包まれたかと思うと、指とは違う柔らかな感触が目許に触れてくる。

「好きや、相川」

　吐息まじりの土屋の告白を、仁は抵抗なく受け止めた。

　ああ、そうか、と心の片隅で納得する。

　俺は、土屋が福島のことを好きになったて思て、それが嫌やったんや。苛々して腹が立ったんも、それでや。土屋が俺より福島のことを気遣ってるように見えて、腹が立ったんや。

　恐怖を忘れて福島を怒鳴りつけてしまったのは、福島より土屋の方が、仁の中でずっと大きな影響力を持っていたからだ。土屋の存在が、福島への恐怖を凌りょう駕がした。

　本気で蹴ってしまったのも、自分が福島に良い格好をしようとするダシに使われたと思って、心底腹が立ったからだ。力加減ができないぐらい悔しかった。

　うっとおしい、邪魔や、と思っていた土屋が、いつのまにか、なくてはならない存在になっていた。

　側にいて当たり前の存在になっていたのだ。

「好きや」

　もう一度囁いた土屋の唇が、滑らかな動きで目許から頰に移動する。ほどなく唇の端にたどり着いたそれにも、仁は抗わなかった。

　胸が熱い。痛いぐらいだ。

　けれど、こういう痛みは悪くない。

　そうっと唇に重なった柔らかな感触に促され、目を閉じたまま土屋の肩口のシャツをつかむ。

　軽く触れ合わせるだけの慈いつくしむような接触は、仁の涙が止まるまで、何度も何度も続けられた。
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　所在なさそうに座っている福ふく島しまを、仁じんはじっと見つめた。微み塵じんも視線を動かさない仁とは対照的に、福島の視線はテーブルの上のカップやメニューの上をさまよっている。

　昼下がりの喫茶店は思ったより空すいていて、静かだった。福島にとっては、ただでさえ居心地の悪い沈黙が、余計に重くのしかかっていることだろう。何しろ、待ち合わせの時間に福島が現れ、向かい合って座ったときから、仁はひとことも口をきいていないのだ。

　小さいな、と仁は福島を見つめたまま思う。

　こうして改めて見ると、本当に小さいし、細い。大きめのトレーナーを着ているせいで、逆に細さが強調されている気がする。

　俺は、こんな女に脅おびえてたんか。

　そう考えると、ひどくばかばかしくなった。

「こないだは、怒鳴って悪かった」

　言った声は震えなかった。それどころか、ゆったりと落ち着いていた。

　福島はテーブルに落としていた視線を慌てて仁に戻し、ううん、と首を横に振る。

「私の方こそごめんね。突然行って一方的にしゃべって、迷惑だったよね。何か私、謝らなきゃってそればっかり考えてて、相あい川かわ君の都合とか全然考えてなかった。ごめん」

　福島はうつむいた。

　謝る福島なんて、小学生のときは想像もできなかった。

　彼女、自分も言葉の違いでいじめられて、いろんな経験して、変わってきてるんや。

　耳に甦よみがえってきた土つち屋やの言葉に、その通りや、と仁は心中で頷く。

　おまえの言う通りや、土屋。

　俺も福島も、もう昔のままやない。

　土屋は入院することもなく、その日の夕方に自宅に戻り、翌日にはいつも通り登校した。

　運動さえせんかったら普通の生活しても大丈夫やねんて。せやからほんまに気にせんでええよ、これも相川のアイのムチやと思たら痛いんも幸せや。

　そんな風に言ってだらしなく頰ほおを緩ゆるめる土屋の額ひたいを、仁は、ビタン！　と叩いた。

　アホ。くだらんこと言うてんな。

　イタイ……、と涙目になった土屋をぎろりとにらみつけたのは、半分は照れ隠しで、半分は戸惑いだった。

　どうやら自分は土屋のことが好きらしい。キスをしても嫌だとは思わない。触られるとどうしようもなく胸が痛くなるが、痛くてもかまわないと思う。そういう風に好きらしい。

　土屋へのそうした想いをはっきりと認識した仁は、正直、当惑した。

　男相手に何で、と思った。

　しかも何でよりによって土屋やねん。

　しかし同時に、土屋やからかも、と思った。

　思い返せば、彼は最初から無茶ばかり言っていた。笑われることが嫌いだと公言している仁に漫まん才ざい師しになろうと誘いかけ、相あい方かたになってくれと頼んできた。嫌だと言ってもあきらめず、邪じゃ険けんに扱あつかわれても挫くじけなかった。

　仁の想像を超えたことばかり言い、仁の常識では考えられないことばかりする。

　せやから俺も自分の想像を超えた気持ちを、土屋に対して持ってしもたんかもしれん。

　そこまで考えて、こら屈へ理り屈くつやな、と仁は苦笑した。

　とにかく、好きになってしまったのだ。

　それだけは天地がひっくり返っても動かせない事実なのである。そしてまた、その想いが自分を強くしてくれたのも、事実だ。

　額を押さえて涙目になりつつも嬉うれしそうな顔をしている土屋に、仁は殊こと更さらぶっきらぼうに言った。

　福島の連絡先教えてくれ。明日土曜日やし、ジム行く前に話してみるから。

　土屋はさも嬉しそうに、うん、と頷いた後、ふいに悪戯いたずらを思いついた子供のような表情を浮かべた。

　なあ、どうせやったら福島さんを笑わせてみようや。笑われるんやなくて、笑わせるねん。笑いとうのうても、無理やりにでも笑わせたるんや。きっとおもろいし、楽しいで。

　せやから俺も一緒に行く～、と抱きついてきた土屋の額を、仁はビシ、と人差し指で弾はじいた。

　アホ。おまえがついて来てどないすんねん。福島と一対一やなかったら、話す意味ないやろが。

　けど～、と心配そうに眉を寄せた土屋の顔を思い出して微苦笑しながら、仁は、福島、と呼んだ。

「高校で知しり合おうた奴に頼まれて、ライブの手伝いしてるんやてな」

　福島は弾かれたように顔を上げた。仁の顔に怒りが浮かんでいないことを確認して安あん堵どしたのか、勢いこんで頷く。

「うん。うん、そうなの。漫才の脚本を書く放送作家をめざしてるっていう人と、偶然同じクラスになったんだ。その人、凄すごく真面目に私の話聞いてくれて、私が関西弁で誤解してたことを、それは違うよって教えてくれて。それで仲良くなって、その人の友達が出てるライブの手伝いをするようになったの。それまでは関西弁って大嫌いで、聞くだけでムカついたんだけど、その人の書いた漫才の脚本読んだりとか、実際に漫才見たりするうちに、凄いパワーを持つ言葉だなって思えるようになってきたんだ」

　まだ心底おもしろいとは思えないんだけどね、とどこか痛みを堪こらえるような顔で笑う福島を、仁は黙って見つめた。

　福島は今、己の傷を癒いやそうと必死なのだ。戦っている。仁がキックボクシングを習得することで、理不尽ないじめと戦おうとしたように。

　謝ったからといって、過去に犯した罪がなかったことにはならない。謝ったらそれで済むとも思わない。

　けど、こいつも傷ついたんやろな、と思う。だからこそ、仁に謝ろうと思ったのだろう。

　こいつも俺と同じように苦しかったんや。

　そして今も、苦しみは続いている。

　そう思えるだけの余裕を、仁は持っていた。

「まあ、よかったな」

　優しい響きを持った言葉は、何の抵抗もなく唇からこぼれ落ちた。

　福島が、え、と小さく声をあげる。

「関西弁、そない嫌いやなくなったんやろ」

　落ち着いた口調で尋たずねると、福島は瞬まばたきして仁を見つめた。信じられない言葉を聞いた、という顔をしている彼女に、答えを求めるように軽く首を傾かしげてみせる。

　すると福島はくしゃりと顔を歪ゆがめ、ごめんね、と小さな声で謝った。そして彼女らしくない、弱々しい口調で続ける。

「あのね、私が小学生のとき……、父が不倫してたんだ。それが母にばれちゃって、凄くもめてて。相手の女の人が何回も電話かけてきたり、うちに来たりして、けっこう修羅場だったの。その女の人、関西弁を使う人でね。そういうときに相川君が転校してきて……、何か、関西弁聞いただけでムカついちゃって……。今考えると、完全に八つ当たりだった。ごめんなさい」

　そんなことがあったんか、仁は思った。

　もちろん、どんな事情があろうとも、いじめて良いということにはならない。福島は言い訳をしているに過ぎない。

　それでも、仁の気持ちは穏やかだった。

「ご両親、今はうまいこといってるんか？」

　静かに問うと、福島は首を横に振った。

「私が中一のときに離婚したの。大阪に越してきたのも、母の友達が大阪で事業をやってて、その人のところで母が働くことになったからなんだ。こっちに転校してきたときは、まだ離婚のショックが大きくて……。だから余計に意地張っちゃったんだと思う」

　そうか、と仁は短く答えた。

　ざまあみろとは思わなかった。かといって、慰なぐさめたり励はげましたりするのも、自分と福島には似つかわしくないような気がする。

　福島には福島なりの事情があった。むやみやたらといじめられていたわけではなかった。そのことがわかって良かった、とだけ思う。

「あ、ごめん、こんなこと相川君には関係ないよね」

　黙ってしまった仁に、自分のことばかり話しすぎたと思ったのか、福島は慌てて言った。そしてまた、ごめんね、と謝る。

　謝りたいと思う、申し訳ないと思う、と話す彼女に、思うだけではあかんやろ、口に出さな意味ないんとちゃうか、と言ったのは、確かに土屋だった。けれど、謝りたいという気持ちそのものを福島に抱かせたのは、関西弁でくり広げられる漫才と、その漫才の世界を彼女に教えた放送作家志望の男らしい。

　福島さん、最初っから俺のことなんか全然見てへんかったで、と土屋は笑った。その男のことが好きみたいやから。

　せやから相川が妬やくことないんやで～。

　そんなことを言って抱きついてきた土屋の額を、なつくなボケ！　と仁が叩いたことは言うまでもない。

「おもしろいと思えへんのは、おもしろくないからです～」

　唐突に間延びした声が聞こえてきて、仁はぎょっとして振り向いた。仁の真後ろの席に腰かけていた男も、こちらを振り向く。眼前に突き出された端たん整せいな顔に、仁は思わず叫んだ。

「土屋！」

「えへへー、やっぱり来ちゃった」

　土屋はかわいらしく小首を傾げてみせた。語尾にハートマークが飛びそうな物言いに、気色悪いんじゃ！　とすかさずツッこみつつ、仁は眉をつり上げる。

「まさかずっと後尾つけてたんやないやろな」

「尾けてへんよ。相川にばれんようについて来ただけ」

「それを尾けるて言うんや！」

「せやかてー」

　眉を八の字にしながら立ち上がった土屋は、仁の脇に立った。Ｔシャツにジーンズという飾り気のない格かっ好こうだが、スラリとしたモデル体型は目を引くらしく、喫茶店内の女性客の視線がちらちらと飛んでくる。

　当の土屋はそれらの視線を気にする様子もなく、なぜか仁が座っている椅子に腰を下ろしてきた。そのままにじり寄ってくる土屋に、仁は思わず、わ、と声をあげる。

「ちょっ、コラ土屋、何やねんな」

「つめて」

「はあ？」

「つめてて。座れへんやんか。ほらほら」

「ほらほらて、ちょお待てコラ」

　ぐいぐいとすり寄られて、仁は焦あせって体を引いた。ひっつかれること自体は、別に嫌ではない。そう、男にひっつかれているというのに、本当に嫌だとは思わないのである。

　ただ、人前で必要以上に接近するのは勘かん弁べんしてほしい。いくら土屋を特別な意味で好きだという自覚があっても、その想いを堂々と表現できるほど開き直ってはいないのだ。

　慌てて奥の席に移動した仁に、土屋は残念そうな顔をする。

「奥行かんでも、一緒の椅子に座ってたら良かったのに～」

「アホか。何でおまえみたいなガタイのええ男と一緒に座らなあかんねん。ケツはみ出てまうやろが」

「女のコの前でケツて……。そんな言い方したらあかんよ相川」

　たしなめる口調で言われて、仁は思い切り顔をしかめた。

「せやから。おまえにだけはそういう説教されたないっちゅうの」

「えー、何で？　俺はいっつもテキセツな言こと葉ば遣づかいしてるで」

「おまえは記憶喪失か。俺に対する自分の言動振り返ってみい、どこがテキセツやねん」

「テキセツやもん。相川がかわいいんはほんまのこと」

　やし、と言いかけた土屋の額を、仁は容よう赦しゃなくビタンと叩いた。土屋は、あう、と声をあげて額を押さえる。

「土屋～、おまえもういっぺんアバラ折ってほしいみたいやなあ」

「そこに愛があるんやったら、もういっぺんアバラ折るんもヤブサカではない」

　額をさすりつつも、土屋は胸を張る。

　仁は赤くなってきた顔をごまかすために思い切り眉を寄せ、土屋の後こう頭とうを軽く叩いた。

「愛なんかあるわけないやろが。てゆうかおまえ何をいばってんねん。いばるとこやないやろ」

　すげなく言い返すと、ふいに、プッと吹き出す声が聞こえた。ククク、と抑おさえたような笑い声が後に続く。

　土屋に気をとられて福島の存在をすっかり忘れていた仁は、慌てて彼女に向き直った。

　福島は笑っていた。先ほど見せた痛みを堪えるような笑い方ではなく、おかしそうに、楽しそうに、屈くっ託たくなく笑っていた。

　仁は不意をつかれた気分で、彼女の笑顔を凝視した。その視線に気付いたらしく、福島は笑いながらごめんと謝る。

「ついおかしくて……。相川君と土屋君って、しゃべってるだけなのにおかしいね」

　笑ったせいだろう、福島の語調は先ほどより軽くなっていた。眉間にあったわずかな陰も少し薄くなったようだ。心なしか顔全体の印象が明るくなったような気がする。

　福島が目の前で笑っているというのに、不思議と怖いとは思わなかった。体のどこにも嫌けん悪お感かんを感じない。苛いら立だちも怒りも湧わいてこない。

　それどころか、悪くない、と思った。

　人が笑わろてるとこ見るん、好きやねん、と言った土屋の気持ちが、今ならわかるような気がする。

　こんな風に誰かの表情を明るく変えるのは、悪くない。

　自然と笑みを浮かべた仁の横で、土屋は福島相手に力りき説せつし始めた。

「福島さん、さっきおもしろいて思えへんて言うてたけど、ほんまにおもろいもんは、おもろいて思わんでも気ぃ付いたら笑てるもんやねん。方言なんか関係ないよ。せやから漫才見ておもろいて思えへんのは、単純に福島さんの見た漫才がおもろなかったからや」

「そうかな」

「そおやで」

　もっともらしく頷いた土屋に、福島はまたクスリと笑う。

「うん、そうかもね」

「そおそお。せやからこれからいっぱいおもろい漫才見て、いっぱい笑たらええわ。な、相川」

　土屋は最大限に目め許もとを緩めて見つめてくる。悪くない、と思ったのを見み透すかされたような気がして、仁は無む性しょうに照れくさくなった。ふんわりと温かくなった心の内を押し隠すように、素そっ気けなく答える。

「俺にふるな」

「あ、冷たい。もうちょっとかもてえな」

　肩になついてくる土屋を、片手でしっしと追い払う。

「これ以上かもてられるか。俺は帰る」

「ええ、何で？」

「何でて、俺今日ジムなんや。知ってるやろ」

　言いながら席を立った仁は、改めて福島に目を向けた。福島もまっすぐに視線を返してくる。

　恐怖は湧いてこなかった。

　目の前にいるのは細身の女。

　大阪になじもうと必死になっている、東京から来た女の子。

　ただ、それだけだ。

　仁は無意識のうちにつめていた息をゆっくりと吐き出し、テーブルの上の伝票を取った。

「そしたら俺、帰るわ」

「あ、私の分」

　立ち上がりかけた福島に、ええよ、と短く答えて、行く手を遮さえぎるように座っている土屋の頭を小突く。

「おら邪魔や、どけ」

「うわー、相川ごっつカッコエエ～。俺惚れ直したわ」

「おまえなあ、くだらんこと言うてんと、どけっちゅうの」

　はあい、と妙にかわいらしい返事をした土屋は自分も立ち上がり、福島に向かってニッコリと笑った。

「そしたら俺も帰るわ」

「……あ、あの、相川君、ありがとう。それから土屋君も、いろいろありがとう。またよかったらライブ観みに来てね」

　早口で言う福島に、土屋は、うん、と頷く。相川と一緒に行くし～、と続けた土屋に、勝手に決めんな、とツッこみつつ、仁は福島のいるテーブルを後にした。

　出口へと向かう足取りは、来たときよりも数倍軽かった。










　自動ドアをすり抜け、通りに出ると、涼しい風が頰を撫なでた。このところの蒸し暑さが嘘のように、今日は湿度が低く、過ごしやすい気候だ。通りを行き交う人々も、心なしか生き生きしているように見える。

　仁は深呼吸した。

　体の奥に溜まっていた澱おりが、一気に抜けたようだった。

　全身が軽い。いい気分だ。

「あーいーかーわー」

　間延びした声で呼ばれたかと思うと、背後からいきなり抱きつかれる。油断していた仁は、呆気なく長い腕の中に収まってしまった。

「うわっ、何やねん！」

「やっぱり相川カッコエエなあ思おもて～」

　やけに嬉しそうな土屋の声が耳元で聞こえて、仁はカッと頰が熱くなるのを感じた。

「それとくっつくんとどういう関係があるんや！　離れろ重い暑苦しい！」

「ええやんかー、俺今めっちゃ抱きつきたい気分やねん」

「コラ土屋、離れろて！」

　おんぶお化ばけよろしく抱きすくめてくる土屋を引っぺがそうと、もがきながら怒鳴る。何分土屋は怪我人である。あまり乱暴にするわけにもいかない。

「おお、ラブラブー」

　ふいに聞き慣れた声が耳に飛び込んできて、仁はぎょっとした。

　ビルの陰からひょこっと顔を覗かせたのは、新にっ田ただった。その顔には邪気のない笑みが浮かんでいる。

「仲が良ようてよろしいなあ」

「うわっ、何やねん優ゆう勝しょうまで！」

「僕はただの野次馬でーす。本屋からの帰り道、挙きょ動どう不ふ審しん人物を発見。そのまま尾行しました」

　新田は土屋を指さして言った。

「ごめん、相川。まさか尾けられてるとは思わんかった……」

　ようやく仁の背中から離れた土屋は、情けない顔で謝った。岡おかっ引ぴきに尾けられていることに気付かないまま、親分の元へ帰ってきてしまった間抜けな子分の面おも持もちである。

「……まあ、別に悪いことしてるわけやないからええけど」

　ため息をつきながら言うと、土屋は少女まんがの主人公のように両手を胸の前で組んだ。

「相川カッコエエ上に優しい！　さすがは俺のスイートハニー！」

「スイートハニーて言うな！　てゆうか離れろなつくな！　おい優勝！　ぼうっと見てんとこいつを何とかせえ！」

　再び背中に抱きついてきた土屋から何とか逃のがれようとあがきつつ腕組みをしてじっとこちらを見ている新田に訴うったえる。すると、妙に爽さわやかな笑みが返ってきた。

「いやあ、昨日からおまえら見てて、えっらいラブラブやなあて思てたんやけど、マジでラブラブなんやなあ思て。相川、おまえとうとう漫才やる気になったんか？」

　ラブラブて何じゃ！　とツッこみかけていた仁は、ぴたりと動きを止めた。土屋が息をつめたのが、背中を通して伝わってくる。

　正直、漫才のことはよくわからない。

　そもそも、俺にできるかどうかもわからへんし、向いてるかどうかもわからんし。

　けど。

　さっき俺は、悪わるうない、と思た。

　誰かを笑わせて明るい顔にすることを、悪くないと思ったのだ。

　漫才師は人を笑わせる仕事だ。笑わせて、明るい顔にする仕事だ。

　それなら、漫才をするのも悪くないのではないか？

　歩道に視線を落として黙り込んでいると、ふいに優しく頭を撫でられた。驚いて肩越しに土屋を振り返る。そこには、柔らかな色を映した黒の双そう眸ぼうがあった。

「無理せんでええよ。ゆっくりいこう、相川。漫才やってみてもええなて相川が思てくれるように、俺がんばるわ」

　一度言葉を切った土屋は、きゅっと仁の体を抱きしめた。

「俺の相方は、相川しか考えられへん」

　甘い響きを伴ともなった声が耳元で囁ささやく。

　次の瞬間、頰だけでなく首筋まで熱くなるのを感じて、仁は思わず暴れた。

「そ、おいうことを人前で言うな！　ええ加減離せっちゅうの！　今すぐ離れんかったら相方になったらんからな！」

　へ？　と土屋が間抜けな声をあげる。

　仁は慌てて自分の口を両手でふさいだ。

　が、もう遅い。

「そしたら相川、俺が離したら俺の相方になってくれるんやな？　今のって、そおいうことやんな！」

　嬉しい～！　と叫ぶなり、土屋は腕に力をこめた。ついでとばかりに頭に頰ほお擦ずりされて、仁はますます赤くなる。

「やめえアホ！　俺は離したらて言うたんやぞ！」

「ほんま嬉しい、ありがとう相川～！　今から稽けい古こしたら九月のコンテストに間に合うし、一緒にがんばろな！」

「勝手に決めんな！　人の話を聞け！」

　一連のやりとりを聞いていた新田が、おお、ラブラブー、とつぶやいたのを聞き逃さず、仁は、何がラブラブじゃ！　とかみついた。

「だいたい優勝！　おまえコイツのこういう態度、おかしい思わへんのか？」

「こういう態度って？」

「せやから……」

　男同士云うん々ぬん、と言おうとして、仁はハタと我に返った。

　初対面の仁にいきなり抱きつき、スイートハニーと呼んだ土屋である。その言動を冗談ととるか本気ととるかは人それぞれだが、どちらにせよ、周囲の人たちは土屋のそうした態度に既に慣れきっている。今更男同士がどうのこうのと誰が思うだろう。

　土屋を背中になつかせたまま固まっている仁に、新田はニッコリと笑った。

「あんな、相川。僕、ひとつ言い忘れてたんや。キタの幼稚園の頃からの夢のことやけど」

「漫才師やろ？」

　仁が問うと、新田は頷いた。

「うん。漫才師は漫才師なんやけどな、夫婦めおと漫才やねん」

「メ……？」

「夫婦漫才」

　メオトマンザイ。

　鸚おう鵡む返がえした仁は、次の瞬間、絶句した。

　新田は笑顔のまま淡々と続ける。

「キタが相方に選ぶ相手は、イコール惚れた相手やて最初からわかっててん。せやから気にすることないで。おまえらの素すのやりとり、充分夫婦漫才になってるわ。息ぴったりや」

「息ぴったりやてー、良かったなあ、相川」

　再び頭を撫でられて、仁は爆発した。

「誰がメオトじゃボケ！　おまえまさか夫婦漫才するんが夢ですーて言いふらしてんのやないやろな！」

「言いふらしてへんよ。小学校と中学校の卒業文集に書いただけ」

「ッドアホ！　そんなん言いふらしたんと同おんなじじゃ！　くそう、俺は絶対漫才なんかせえへんからな！」

「ええー、さっき相方になってくれるて言うたやんかー」

　情けない声をあげる土屋。やっぱりラブラブー、と笑う新田。

　そのどちらもに、やかましい！　とツッコミを入れつつ、仁は思った。

　きっと近いうちに、漫才をすることになるのだろう。土屋のことだ、相方になってもいいと言った仁を放っておくわけがない。

　どうせやるんやったら、おもろい漫才やりたいなあ、と思う。

　誰も彼をも笑わせるような漫才を。見てくれた人全員を明るい顔にできるような、とびきりおもしろい漫才を。

　土屋となら、できる気がする。

「相川、タキシード似合いそうやし、式んときは相川がタキシード着たらええよ。ウェディングドレスは俺が着ることにするわ」

　真顔でわけのわからないことを言う土屋の額を、仁はビタン！　と叩いた。

「何でやねん！」
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「やめさしてもらうわ」

　相あい川かわ仁じんはあきれたような声こわ音ねで言って、隣に立っている土つち屋や来きたるの肩を手の甲で軽く叩いた。

　次の瞬間、ピピピピピ、という電子音が耳を突く。漫まん才ざいを始めてちょうど五分経過したことを知らせるその音に、仁は思わず息を吐いた。土屋も一拍遅れて、大きく息を吐く。

「んー、ちょお余裕ないなあ」

　間ま延のびした口調でつぶやく土屋にかまわず、仁は電子音を発し続けているキッチンタイマーを止めた。すると、部屋は瞬またたく間に静かになる。窓の外でひっきりなしに鳴いている蟬せみの声と、部屋の空気を程よく冷やすクーラーの音が、微かすかに聞こえてくるだけだ。

「これ以上間まは削けずれんぞ、土屋。削るんやったらネタ削れ」

　ぶっきらぼうに言うと、首をひねっていた土屋はさも嬉うれしそうに笑った。

「あー、やっぱり相川もそう思う？」

　至近距離で見せられた全開の笑顔に、不覚にもドキリと心臓が跳はねる。その動どう悸きを敢あえて無視して、仁は、それしかないやろ、と素そっ気けなく答えた。

　九月に行われる全国漫才コンテスト、通称『全ぜん漫まん』で与えられる時間は、一組につき五分である。五分を過ぎればタイマーが鳴り、たとえネタの途中であっても強制的に退場させられてしまうのだ。

「そしたらどこ削ろう。あんまり弄いじると今度は時間が足らんようになるし」

　やおら座り込んだ土屋は、畳たたみの上に広げられていたノートを手に取った。

「携帯のネタで、ちょおくどいて言うてたとこがあるやろ。削るんやったらあそこやな」

　言って、仁も胡座あぐらをかく。四月に入れ替えたばかりだという畳の青い香りが、ふわりと鼻先をかすめた。

　二十畳はあろうかという土屋の部屋は、完璧な和室である。どっしりとした大きな簞笥たんすがあり、その簞笥の向かい側には古式ゆかしい文ふ机づくえがある。その横に大きな本棚が据すえつけられており、更にその横には漫才だけでなく、コントや落語のビデオやＤＶＤ、ＣＤがぎっしりとつまった棚がある。今から二ヵ月ほど前、最初にこの部屋に通されたとき、一番に目をひいたのは、そうしたお笑い関係の資料だった。

「えーと、三回同じことくり返しとるとこやんなあ」

「三段オチいうわけやないし、最後の一回ぐらい削っても大丈夫やろ」

　差し出されたノートを覗のぞき込こみながら言う。

　紙の上に並んでいるのは、硬こう筆ひつの手本のような美しい文字だ。ただし、その文字によって成り立っている文章は、手本によく見られるような文学的なものではない。全て関西言葉である。このノートは、土屋が『相川の次に大事』と公言してはばからないネタ帳なのだ。

「そしたら、こことー、ここをー、削ってー……」

　土屋は早さっ速そく畳の上に放置されていた鉛筆を手に取り、文字の上に線を引いてゆく。仁は横から鉛筆の動きを見つめる。

　こうした作業にも、もう大だい分ぶ慣れた。

　土屋のネタ帳の中からおもしろいと思うネタを選び、実際に漫才をしてみる。おもしろいところ、おもしろくないところを改めて二人で検討して、ネタを練ねる。時間制限を頭に入れて、間の取り方やアクション、声の張り具合、しゃべるスピード等を調整する。もう一度実際に漫才をしてみる。再度全体のバランスを考えてネタを練り直す。

　ここで初めて、身近な人に披ひ露ろうする。彼らの反応を見て、間の取り方やネタの内容を再検討する。それをまた同じ人たちに見てもらって、反応を見る。反応が良ければ、ようやくひとつのネタの完成だ。後はひたすら稽けい古こ稽古。頭と体の両方に、徹底的にネタをたたき込む。

　漫才て、ただ二人でしゃべるだけやろ、と軽く考えていた仁は、正直驚いた。こんなに手て間まと時間がかかるものだなんて、想像もしていなかったのだ。

「こんでええかな？」

　土屋が仁の前にノートを滑すべらせる。白いＴシャツに覆おおわれた肩が肩に触れて、またドキリと心臓が跳ねた。その拍子に体が強こわ張ばったのを悟さとられないように、仁は無言でノートに視線を移した。さりげなく土屋と距離を置きつつ、文字の上に引かれた線を目で追う。

「ん。こんでええやろ」

　頷いてみせると、土屋はおもむろにごろんと寝転がった。そのまま長い四し肢しを畳の上に投げ出し、満足そうなため息を落とす。

「あー、やっとだいたい完成やなあ」

　目の前に突き出されたスラリと伸びた足に、またしても心臓が跳ね上がるのを感じて、仁は眉を寄せた。

　これさえなかったらな……。

　漫才をすること自体は、確かに手間はかかるけれど、面めん倒どうだとか嫌だとかは思わない。むしろ、ネタを練り上げてゆく作業はスリリングでおもしろいと思う。

　当初は、漫才なんか絶対にしないと言い張っていたことを知っているクラスメイトたちの前でネタを披露することに、少なからず抵抗があった。しかし、その抵抗もいつのまにかなくなってしまった。なぜなら、漫才をするようになった仁を、クラスメイトたちがごく自然に受け入れたからである。土屋が満面の笑顔で、これから相川と漫才することになったしヨロシク～、と報告すると、彼らは一様に怪け訝げんな顔をした。今更何を言うてんねん、おまえらが今までやってたこと自体が漫才みたいなもんやろ、と笑う者もいれば、いつかそうなると思おもてたわ、と軽く流す者もいた。

　漫才を素直におもしろいと感じられるようになったのは、周囲のそうしたおおらかな態度のおかげでもあると仁は思う。ほんの数ヵ月前まで、お笑いを毛嫌いしていた自分が嘘のようだ。

　もちろん、そんな風に思っていることは、土屋には内緒である。散さん々ざんお笑いが嫌いだと言っていた手前、バツが悪いというか、恥ずかしいというか、とにかく、今更おもしろいとは言いにくい。生来の素直でない気質も手伝って、あくまでも『土屋に付き合って仕方なく』やっている、というスタンスを崩くずしたくない仁なのだ。

　そんなわけで、表面上は事務的に漫才をこなしているように見せかけているが、実はけっこう楽しんでいる。だから、漫才をすることについては何の問題もない。

　問題は、この男。土屋来だ。

　……いや、土屋が問題ていうより、土屋に対する俺の態度というか、感情が問題なんかもしれん。

「コラ土屋、何寝てんねん。まだ完成やないぞ。これで一回通してみなあかんやろが」

　仁は呑のん気きに寝そべっている土屋の腿すねを、わざと強く叩いた。途端に土屋は手足を折りたたみ、丸くなる。

「イタイやんか～、暴力反対～」

「やかましい。おまえにそんな余裕かましてるヒマがあるんか、土屋。夏休みの宿題、ちゃんとできてるんやろな」

「ううー、さすが俺の相川、肉体的にも精神的にもイタイとこ突いてくるなあ。なあなあなあ、化学の宿題見してほしいて言うたら怒る～？」

「怒る」

　仁が即そく答とうすると、土屋は一瞬沈黙した。しかしすぐに、うっうっと泣き真ま似ねを始める。

「ひどい、冷たい相川……。相川は相あい方かたが留年してもええんやな」

　恨めしそうに上うわ目め遣づかいで見上げてくる土屋に、肩を竦すくめてみせる。

「おまえが留年しても、別に漫才には関係ないやろ」

「うう、ひどい～。そんなこと言うたら相方は大事にしなさいーて、漫才のカミサマに怒られるで～」

「アホか。どこのカミサンやねんそれ」

　苦笑しながら、仁は丸くなったままの土屋の腰の辺りを軽く蹴け飛とばした。土屋は、あう、と声をあげてごろんと横に転がる。

　相方。

　この言葉が微妙やねんな、と仁は思う。

　土屋に押し切られる形でプロアマ問わずに参加できる全国漫才コンテストに出場することを決めたのは、六月の半なかばのことだ。受付期限ぎりぎりの申し込みだった。

　一次選考、七月やねん。あんまり時間ないし、ケイコしよケイコ。

　嬉しそうに言う土屋に、仁はすかさずデコピンをくらわせた。

　おまえ九月て言うてたやないか！

　額を押さえて涙目になりつつも、土屋ははっきりとした口調で言った。

　九月にあるんは本選や。予選は七月やねん。言うてへんかったったけ？

　どうやら土屋は、最初から本選に残るつもりでいたらしい。端たん的てきに言うと、九月の本選しか頭になかったようだ。だからこそ、九月にコンテストがあるとくり返していたのである。

　その全国漫才コンテストの一次予選に通ったのが七月の終わり。二次予選に通ったのは数日前、八月の半ばのことである。残すは九月中旬に行われる三次選考、つまり東京で行われる本選のみだ。その本選では、予選でやったネタではなく、新しいネタを発表しなければならない。

　土屋はともかく、仁は、自分たちが本選に残るなんて夢にも思っていなかった。

　しかし、現げん役えきの高校生であること。そして出場したコンビの中で、ずば抜けてルックスが良かったこと。漫才のおもしろさはもちろんだが、そうした二次的な要素が加わり、最初から注目度は高かったらしい。二次予選を通過したとき、厳しいことで有名な審査員から、次もがんばれと直接声をかけられた。

　コンビ名『バンデージ』。

　土屋と仁は既に、その名前でひと括くくりにされている。今や土屋は名めい実じつ共に、仁の相方なのだ。

　けどなあ……。

　漫才のカミサマ～、相方が俺を見捨てようとしてます～、どうにかして～、とうなりながらごろごろと畳の上を転がっている土屋を見み遣やる。

「ああもううざい。せやから俺が一次受かったときに一気にやってまえて言うたやろ」

「せーやーかーてー」

　土屋は再び仁の側そばまで転がってきた。ぴたりと体を止め、四肢を伸ばす。

「俺、めちゃめちゃ嬉しいて幸せで浮かれまくりで、宿題どころやなかってん」

　躊躇ためらうことなくまっすぐ見上げてくる漆しっ黒こくの双そう眸ぼうに、仁の心臓は、またトクリと音をたてる。

「アホか。浮かれるんやったら本選で賞とってからにせえ」

　軽く額を叩いてやると、えへへー、と土屋は嬉しそうに笑った。そうして顔中を笑みにすると、男っぽい精せい悍かんな顔つきがひどく幼く見える。

「相川の口からそういう言葉が聞けるなんて、俺やっぱり幸せやー」

　うーふーふー、と笑いつつ壁際へ転がってゆく土屋に、仁はすかさずツッこんだ。

「コラ土屋、転がってるヒマがあるんやったら宿題やれっちゅうの！」

　コンテストに出ることが決まってからというもの、仁と土屋は稽古に追われた。顔を合わせれば漫才の打ち合わせをし、それ以外のことはほとんど話さなかった。のんびり他の話をしている暇などなかったというのが実情だ。

　別に、それがあかんて言うわけやないけど……。

　仁は土屋のことが好きだ。特別な意味で好きなのだ。接近すれば心臓がドキリと跳ねるし、優しい笑顔を向けられれば自然と頰ほおが熱くなる。

　土屋も、仁を好きだと言った。キスもした。

　しかし最近の土屋は、そういった類たぐいのことを一いっ切さい口にしない。

　いや、口にはしている。

『スイートハニー』だの『俺の相川』だのと臆おく面めんもなく堂々と言ってのける。けれど、どの言葉も本気ではないような気がするのである。全てが日常になりすぎていて、真実味が感じられない。おまけに、以前はふざけて抱きついたり、頭を撫なでたりしてきた土屋が、最近では全く触れようとしないのだ。

　手を伸ばせば届く距離にいるのに、触れたいとは思わないのだろうか。抱きしめたいとは思わないのだろうか？

　好きや、相川。

　吐息まじりに告白してきた、低く甘い声。

　その声を聞いたのは、六月のはじめ。キスをしたときだけだ。

　以来、一度も聞いていない。キスも、それきり一度もしていない。

　だから、どうしても気になる。

　土屋は俺と一緒におって、何とも思わへんのやろか。










　……一人でバリバリ意識してる俺がアホみたいやないか……。

　仁じんは思わずため息を落とした。

　確かに、あまり意識されすぎるのは困る。漫まん才ざいをやっている最中の土つち屋やは、あくまでもボケ担当の相あい方かただ。好きだの恋だの、甘ったるいことを考えていては漫才はできない。漫才はそんなに甘いものではない。

　けど、二ヵ月以上もまるっきり何もないっちゅうんは、おかしいんとちゃうやろか。夫婦めおと漫才が夢やとか言うてたんは冗談やったんか？

　それとも、こうゆうことを考える俺がおかしいんか？　俺、先走りすぎ？

「もしもし相あい川かわ君、うちのお好み焼きにガン飛ばすんはやめてくれませんか」

　のんびりとした口調が降ってきて、仁はハッと我に返った。

　目の前にあるのは大きな鉄板である。その上には、じゅうじゅうと音をたてているお好み焼きが三つ。少々きき過ぎの冷房も、熱を放はなつ鉄板のせいでちょうどよく感じられる。

　向かい側には、眼鏡をかけた男が座っていた。仁と土屋のクラスメイト、新にっ田た優まさ勝かつ。通称『ゆうしょう』だ。

「……別にガン飛ばしてるわけやない」

「そお？　そんならええけど。ごっつコワイ顔やったし」

　ニコニコと笑った新田は、Ｔシャツの上に紺こん色いろのエプロンをつけ、頭にはオレンジ色のバンダナを巻いている。家か業ぎょうのお好み焼き屋を手伝うときの、彼のお決まりの服装だ。

　広くはないが、狭せまくもない清潔な店内に客はまばらである。昼時ということもあり、つい先ほどまで満席だったのだが、どうやらピークが過ぎたようだ。カウンターの中にいる新田の両親が、常連客と賑にぎやかにしゃべっている声がよく聞こえる。話題はもっぱら、快かい進しん撃げきを続けている阪神タイガースについてらしい。

「それにしても、遅いなあキタ。どないしたんやろ」

　土屋の幼なじみである新田は、土屋をキタと呼ぶ。キタルのキタらしい。

　仁は壁にかかっている時計を見た。ごくシンプルなアナログ時計は、午後一時十分をさしている。昨日、新田の店で落ち合う約束をした時間は一時だ。いつも約束の時間の十五分前には必ず現れる土屋が、今日は珍しく遅刻である。

「寝坊でもしたんやろ。昨日、今週中に絶対宿題終わらせろて喝かつ入れといたから」

「あいつ、基本的に几き帳ちょう面めんで律りち儀ぎなんやけど、妙なとこで間が抜けてるからなあ」

　よっ、と気合を入れてお好み焼きをひっくり返す新田に、仁は深く頷うなずいた。さすがは幼なじみ。よくわかっている。

「肝かん心じんなとこが抜けてるよな」

「基本的に大おお雑ざっ把ぱで大胆なくせに、ナニゲに繊せん細さいな相川とはええコンビやん。宇う治じ金きん時ときみたいで」

　宇治金時……？

　大雑把で悪かったな、と言い返しつつ、仁は内心首を傾かしげた。土屋と同じくお笑いが好きなこの男は時折、わかるようなわからないような不思議なたとえをする。

「それにしても、こんなに早はよう相川がキタと漫才やるとは思わんかったなあ。僕の予想では、一年はかかると見ててんけど」

　のほほんとした口調で言う新田に、仁は顔をしかめてみせた。

「俺かて、まさか自分が漫才やるなんて思おもてへんかったわ」

　本音である。

　ほんの数ヵ月前まで、仁はお笑いが大嫌いだった。お笑い以前に、笑うこと、笑われることそのものが嫌いだったのだ。そうなってしまった原因は、小学校四年のときに経験した転校にある。

　父親の仕事の都合で東京の学校へ転校した仁は、言葉の違いを笑われ、からかわれるいじめを受けた。そうしたいじめをきっかけに、笑われることに嫌けん悪おを抱いだくようになったのである。とにかく強くなりたくて、キックボクシングを始めたのもこの頃だ。

　中学へ進学すると同時に生まれ育った大阪へ戻ることになったのだが、笑う、笑われる、という行為に対して、必要以上に神経を尖とがらせる癖は治らなかった。

　そんな仁が今年の四月に入学した高校で出会ったのが、土屋来きたるである。

　土屋は初対面の仁に、漫才の相方になってくれと頼んできた。仁がお笑いを毛嫌いしていることを知っても、どんなに邪じゃ険けんに扱あつかわれても、めげることなく、ひたすら勧誘し続けた。

　そうしてしつこく付きまとっていた土屋を、仁が受け入れる直接のきっかけになったのは、東京の小学校でいじめの主しゅ犯はん格かくだった女子生徒、福ふく島しま千ち春はるとの再会である。

　福島に再会して、仁はいまだに福島を恐れている自分に気が付いた。小学生のときに受けた心の瑕きずは、まだ癒いえていなかったのだ。

　脅おびえと焦あせりを感じて動揺する仁を、土屋は優しく、根こん気き強く見守ってくれた。

　そして気が付いたときには、土屋に友人以上の感情を持つようになっていた。好きやと告白されて、唐とう突とつに理解したのだ。

　自分も、土屋を必要としていることに。いつのまにか、好きになってしまっていたことに。

「はい、お待ちどおさん。できたで、相川」

　お好み焼きに花はな鰹がつおをたっぷりと散らした新田は、壁の時計を見上げた。サンキューと答えつつ、仁も時計を見み遣やる。一時十五分。土屋にしては遅すぎる。

「マジで遅いなあ。相川、先食うててくれ。一回電話してみるわ」

　新田が立ち上がりかけたそのとき、ガラガラ、と音をたてて戸が開いた。すかさず、いらっしゃい！　と新田の両親が声をかける。

「こんにちはー」

　決まり悪そうに、ひょこ、と顔を覗のぞかせたのは土屋だった。

「おお、キタル。ツレがお待ちかねやぞ！」

　柔やわらかな雰囲気を持つ新田とは似ても似つかぬこわもての新田の父親が、濁だみ声ごえを張り上げる。すんません～、と返事をした土屋は、困ったように眉を寄せて仁の方を向いた。

「ごめん、相川～」

「遅いっちゅうねん。何やっとったんや」

　そろりと中に入ってきた土屋をにらみつけた仁は、続いて入ってきた少女に目を留とめた。

　美少女、という言葉が何のてらいもなく頭に浮かんだ。透すけるような白い肌に、肘ひじの辺りまで伸びたまっすぐな黒髪がよく映まえている。切れ長のすっきりとした双そう眸ぼうと、通った鼻筋が印象的だ。白いシャツにジーンズという飾り気のない格かっ好こうだが、スラリと伸びた四し肢しのせいか、ひどく洗練されて見える。

「お、桜さくらちゃんやないか！　久しぶりやなあ」

　新田の父親がたちまち相そう好ごうを崩くずす。少女はかわいらしく小首を傾げて微ほほ笑えんだ。

「こんにちは、オッチャン。お久しぶりです、オバチャン」

「まあまあ、桜ちゃんやないの。久しぶりやねえ」

　こちらは新田によく似た、柔にゅう和わな顔をした母親も親しげに声をかける。

　滅めっ多たにお目にかかれない完璧な美少女に見み惚とれていた仁は、彼女の手が土屋の腕をしっかりとつかんでいることに気付いた。

　刹せつ那な、胸の辺りがざわりと波立つ。

　誰やねんこの女……。
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　無意識のうちに眉み間けんに皺しわが寄る。仁のその変化を察さっ知ちしたかのように、少女はこちらを向いた。バチリと視線が合う。一瞬、少女の漆しっ黒こくの瞳に敵意が閃ひらめいたのを、仁は確かに見た。

　また胸の辺りがジリリと疼うずく。

　何やねんこの女。

　仁は思わず少女をにらみつけた。一方の少女は何事もなかったかのようについと視線をそらし、新田に微笑みかける。

「ユウちゃんも久しぶり」

「おう、久しぶり。元気そうやな。何や、今年は文化祭の実行委員になったから、帰ってこれんとか言うてへんかったか？」

　気安げに尋たずねた新田に、少女は唇を尖とがらせる。

「帰ってきたらあかんの？」

「いやいや。桜ちゃんは僕らのアイドルですから、お姿が拝おがめて嬉しいです。どうぞお座りください」

　立ち上がった新田は、恭うやうやしく椅子を指し示した。少女はニッコリ笑うと、当然のように空あいた椅子に腰かける。彼女に引っ張られるようにして、土屋も仁の正面に腰を下ろした。

「あの、遅れてごめん、相川。これ妹の桜さくら子こなんやけど、今朝急に帰ってきて、どうしても連れて行けって言うもんやから……」

「土屋桜子です。よろしく」

　座った途と端たんに言い訳を始めた土屋を遮さえぎるように、少女がよく通る声で自己紹介をする。自分でも気付かないうちにかなり不機嫌になっていた仁は、内心ほっと息をついた。緊張していた体から一気に力が抜ける。

　何や。妹か。

　そういえば以前、京都にある全寮制の中学に通っている妹がいるという話を聞いた。こうして近くで見ると、目め許もとが土屋とよく似ている。

「桜子、この人が相方の相川」

　はじめまして、と頭を下げると、桜子は鮮あざやかな笑みを浮かべた。

「兄から話は聞いてます。九月のコンテスト、がんばってくださいね」

　先ほど見せた敵意を全く感じさせない朗ほがらかな物言いに、仁は頷いた。

　さっきのは見間違いやったんやろか？

　そう思って長い睫まつげを従したがえた双眸をじっと見返すと、桜子はまた微笑んだ。かと思うと唐突に視線をはずし、鉄板の上で香ばしい匂いを放っているお好み焼きに目を落とす。

「わあ、できたてやん！　おいしそう」

「腹減ってんのやったら食うてええで。どうせ一枚は俺の分やし」

　ニッコリと笑った新田に、桜子は目を輝かせる。

「ほんま？　ありがとう、ユウちゃん」

「コラ桜子。勝手についてきといて、優ゆう勝しょうの分まで取るな」

　いつもより幾いく分ぶんかおとなびた口調で妹を咎とがめた土屋に、仁は軽く目を瞠みはった。

　こいつもこんな言い方するんや。

　兄という立場の土屋を見るのは初めてで、新鮮な驚きを感じる。

「かまへんよキタ。どうせ食うてる暇ないみたいや。桜ちゃん、遠慮せんとどうぞ」

　屈くっ託たくのない口調で言うと、新田は素早く席を離れた。いつのまにか店内は満員になっている。さっきまで常連客と話していた新田の両親も、次から次へと出される注文に応こたえるべく、黙もく々もくと鉄板に向かっているようだ。

「おまえはまた甘えて。自分の言うことは何でも聞いてもらえるて思たらあかんぞ、桜子」

　土屋に叱しかられて、桜子はたちまちふくれっ面つらになった。

「ひどい、お兄ちゃん。わたしそんなにワガママやないで」

「ここについて来たこと自体、ワガママやろ。おまえのせいで遅刻したやないか」

「せやかてお兄ちゃんの相方さん、見たかったんやもん。お兄ちゃんにかて滅多に会えんのやで。夏休みぐらいワガママ聞いてくれてもええやん」

「……しゃあないなあ」

　拗すねたように言う桜子に、土屋は苦笑する。その、なぜか少し悲しそうに見える笑い方も、仁が初めて目にするものだ。

　……ちょっとだけ、ムカつくような気ぃする……。

　自分の知らない土屋の表情を引き出す妹の存在が、羨うらやましいような、腹立たしいような、複雑な気分だ。妹だとわかっていてもおもしろくない。

　仁の視線を感じたのか、土屋がふいと顔を上げた。目が合った途端、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げる。

「ほんま、ごめんな相川」

　胸のむかつきを悟られたような気がして、仁は慌てて咳せき払ばらいした。

「気にすんな。妹さんに会うの、久しぶりなんやろ」

　妹相手に何考えてんねん俺は。

　我知らず苦笑する。仁だって、家族の前では土屋の知らない表情をしているはずだ。それに、もう随ずい分ぶん長い間一緒にいるような気がするが、土屋と出会ってまだ半年も経たっていない。

　俺が知らん土屋がいっぱいおって、当然や。

「久しぶりってわけでもないんやで。ゴールデンウィークにも会おうたし」

　真面目くさった口調で言う土屋の足を、仁は軽く蹴け飛とばした。

「三ヵ月も経っとるやないか。充分久しぶりやろが」

　蹴飛ばされたにもかかわらず、土屋はえへへー、と嬉うれしそうに笑う。いつも通りの土屋の反応になぜか安あん堵どしていると、先にお好み焼きを食べ始めていた桜子が、ふいに口を開いた。

「そしたら相川さん、今日の午後と明日、お兄ちゃん借りてええかなあ」

　ええっ、と声をあげたのは仁ではなく、土屋だった。

「おまえ何を言い出すねん。俺と相川は稽けい古こで忙しいて言うたやろ」

「文化祭で使う布を買いたいねん。京都のお店には気に入ったんがなかったから、こっちで買おうと思て」

　はふはふとお好み焼きを頰ばりながら、桜子が言う。土屋はあからさまに眉を寄せた。

「買いモンぐらい一人で行けよ」

「布ってけっこうかさばるし、重たいんや」

「俺に荷物持ちせえて言うんか？」

「ええやんか、付つき合おうてえな。な」

　小首を傾げた桜子は、土屋の返事を待たずに、今度は仁に向かって首を傾げてみせた。

「お願い、相川さん」

　仁はわずかに眉をひそめた。

　漫才はスポーツと似たところがある。何度もくり返して身についてしまっているネタは別として、新しいネタは、できるだけ毎日稽古した方が良いのだ。数日ブランクが開くと、タイミングや間まが狂ってしまうことがある。

　まあ、二日ぐらいやったら何とかなるか。

　何しろ土屋は、三ヵ月ぶりに妹と顔を合わせたのだ。桜子はかなり土屋を慕したっているようだし、少しぐらいは家族サービス、もとい妹サービスも必要だろう。

「行ってこい、土屋。明日は俺も久しぶりにジムでゆっくりしてくるわ。六月からこっち、ちょおサボり気味やったからな」

　素そっ気けなく言うと、土屋は、ええー、と不満の声をあげた。

「ええー、やない。今の時期、妹さんみたいにきれいなコが一人でウロウロしてたら、どんな男が寄ってくるかわからんぞ。おまえがおったらナンパ避よけになるやろ」

「ほら、相川さんもええて言うてくれてるやん。お願い、お兄ちゃん」

　桜子が土屋の腕を引っ張る。

「……しゃあないなあ」

　ため息まじりに言った土屋は、またどこか悲しそうな苦笑を浮かべた。その隣で桜子が勝かち誇ほこったように微笑む。

　客観的に見ると、美男美女のカップルのようだ。勝ち気でワガママな恋人にふりまわされる男、という図式である。

　内心でため息を落とし、仁はイタダキマス、とお好み焼きに手を合わせた。

　妹やてわかってても、あんまりええ気分やないよな……。










「あーいーかーわー」

　背後から聞き慣れた声が追いかけてきて、今まさにマウンテンバイクをこぎ出そうとしていた仁は、顔だけを振り向けた。つい先ほど桜子と一緒にお好み焼き屋を出たはずの土屋が、必死の形ぎょう相そうで駆け寄ってくる。

「何や、どないした」

「そこまで、送る」

　仁に追いついた土屋は、息を整えながら柔らかく微笑んだ。その包み込むような優しい笑顔に、胸がズキリと甘く痛む。

　自うぬ惚ぼれかもしれんけど、土屋のこういう笑顔は、俺にだけ向けられてるような気ぃする。

　そう考えただけで、嬉しくなる。

　俺もたいがい終わってるよな、と思いつつ、仁はぶっきらぼうに言った。

「こんなクソ暑いのに、わざわざ送らんでええて」

　午後二時をまわり、気温は三十五度近くまで上がっている。きつい冷房の中にいたせいか、まだそれほど暑いと感じないが、数分経てば汗が噴ふき出だしてくるだろう。

「暑いぐらいかまへん。そんなんより、相川と一緒におりたいし」

　最大限に目許を緩ゆるめて言う土屋に、仁はアホか、と笑った。冗談か本気かはわからないが、一緒にいたいと言われて悪い気はしない。

「妹さん、待ってるんやろ。早よ帰れ」

　しっしっと片手で追い払う仕し種ぐさをすると、土屋は整った眉を八の字に寄せた。そうして失敗を仕し出でかした犬のような情けない顔になりつつも、きっぱりと言う。

「桜子のことはええねん」

「ええことないやろ」

「ええねん。送る」

　強固に言い張る土屋に、仁は苦笑した。

「何でやねん。別に用事ないやろが」

　すげなく言うと、土屋は八の字に寄せていた眉を、ぎゅう、とつり上げた。

「用事は……、えーと、うーと……、あ、そおや！　明後日あさっての予定たててへんし」

「あ、そおや、て何やねん。そんなん後で電話で話したらええやろ」

「う。それは、そおやけど……」

　土屋はまた怯ひるんだように口ごもる。微妙に間ま延のびした口調で話す土屋だが、決して口くち下べ手たというわけではない。ただテンポが遅いだけで、言いよどんだりすることなど滅多にないのだ。こんな風に歯切れが悪いのは珍しい。

　何か言いたいことでもあるんかいな。

「まあええわ。そしたら行こか」

　顎あごをしゃくってみせると、土屋は嬉しそうに頷いた。マウンテンバイクを引いて歩き出した仁の横に、すかさず並ぶ。

　六ろっ甲こうおろしが流れる商店街に、人影はまばらだ。暑い時期は午後の客足が鈍にぶるねん、と新田が言っていたことを思い出す。

「ごめんな、相川」

　ぽつりと言われて、仁は隣を歩く土屋を一いち瞥べつした。整った横顔は、やはりどこか憂ゆう鬱うつそうだ。

「何が」

「稽古、でけんようになってしもて」

「昨日ほとんどネタ固まったし、二日ぐらいやったら大丈夫やろ。こっちは気にせんと、妹サービスしてこいや」

　素っ気なく言ったにもかかわらず、ありがとう、と素直に礼が返ってきた。

　土屋のこういうとこ、ええよな、と仁は思う。相方になってほしいという要求こそ強引に押しつけてきたものの、漫才を除のぞいた日常生活における土屋は、実直で思いやりのある人間だ。仁の全てを受けとめて、柔らかなところも尖ったところも、まとめて包み込んでしまうような懐ふところの深さがある。いじめられたことで頑がん強きょうなまでに固くなっていた仁の心が解けたのは、彼のそうした性質によるところが大きい。

「情けないて思うやろ」

　またぽつりと言われて、仁は眉を寄せた。

「情けないて何が」

「妹に振りまわされてる」

　妙に深刻な声こわ音ねで言った土屋に、仁はちらりと視線を投げた。すると、こちらを見ていた土屋と目が合う。その声音と同じく、精せい悍かんな顔にはこれ以上ないぐらい真剣な表情が映っていた。

「別に情けないとは思わんけど。あんだけきれいで勝ち気なコやったら、兄弟とか関係なしで、男は振りまわされるもんやろ」

　わざと軽く言ってやると、土屋は苦笑した。

「相川、経験者みたいなこと言うなあ」

「経験者はおまえやろが。俺は兄弟おらんから、ほんま言うと妹とかそういうのはようわからん」

　仁が通っているキックボクシングのジムのチームメイトは男ばかりだ。しかも、仁より年上の男が圧倒的に多い。従い兄と弟こもなぜか男ばかりである。正直、年下の女の子をどう扱えば良いのか、仁にはよくわからない。

　そおか、とつぶやいた土屋は、考え込むようにうつむく。

「桜子はたぶん……、俺のことが嫌いやねん」

「はあ？」

　仁は頓とん狂きょうな声をあげた。もともと世間のペースからわずかにずれている土屋だが、今日は更にずれている。

　桜子はブラコンと言っても良いぐらい、土屋を慕したっているように見えた。だからこそ、妹だとわかっていても気に入らないと感じてしまったのだ。

　それやのに嫌いて何やねん。

「あんだけ甘え倒してんのやぞ。嫌いなわけないやろ」

「あれは甘えるのとはちゃうねん。たぶん」

「そしたら何やねんな」

　うーん、と土屋はうなった。

「前にも話したと思うけど、一昨年おととし死んだ祖ば母あちゃんがめっちゃキツイ人でな。しょっちゅうオカンに辛つろう当たってて、家ん中、いっつも暗かったんや」

　その話は、確かに聞いた。

　土屋が突とっ飛ぴな行動をとったり、おもしろいことを言ったりすると、祖母も母も、そのときだけは楽しそうに笑ったそうだ。ぎすぎすとした空気が、少しは和なごんだらしい。そのことがきっかけで、土屋は大勢の人を笑わせることができる漫才師になりたいと考えるようになったという。

「そういう中で、桜子は小さい頃から神経すり減らすように生活してた。もともと感受性が強かったんか、よう熱とか出して寝込んだりしててん。俺が祖母ちゃんとオカンを笑わせようとしたんも、半分ぐらいは桜子に余計な負担をかけんためやった」

　土屋が一度言葉を切ったので、仁は、うんと相あい槌づちを打った。妹を思う土屋の気持ちは、きっと桜子にも伝わっていたはずだ。

「俺、中学あがったとき、キツイて有名やった陸上部に入ったんや」

　唐突に話が飛んで、仁はいささか戸惑った。

　陸上部と妹とどう関係があるねん、とツッこみそうになったものの、思いの外ほか沈痛な表情を浮かべている土屋を見て言葉を飲み込む。

「俺、そんとき反抗期やって。態度には出さんかったけど、家ん中の暗い空気がどうにも嫌になってたんや。何かあるとすぐ俺に頼ってくる桜子も、鬱うっ陶とうしいて感じることが多おおなってた。せやから家におる時間が少しでも減るように、わざとキツイ部活に入ってん。俺は、家族から逃げたんや。今から考えると、卑ひ怯きょうなやり方やったと思う」

　土屋は独ひとり言ごとをつぶやくように、ぽつりぽつりと言葉を紡つむぐ。仁は相槌を打つことなく、ただ黙って聞いていた。

　土屋が卑怯だとは思わなかった。俺かて同じ状況やったら、やっぱり嫌になってたやろう、と思う。十二歳の少年一人が背負うには、きっと重すぎたのだ。家族も、妹も。

　現に中一の頃の仁は、自分自身のことで手いっぱいだった。大阪に戻ってきたばかりで、いじめの後遺症から抜け切れておらず、他者を気き遣づかう余裕など全くなかった。

「桜子はそんとき小学校六年やったんやけど、夏頃になって急に、京都にある全寮制の私立中学を受験するて言い出した。そこは祖母ちゃんが卒業した有名なお嬢さま学校やったから、祖母ちゃんは諸もろ手てあげて賛成したんやけどな。俺は、桜子が俺が逃げたことを見抜いたんやて、思た」

「それは……」

　ちゃうやろ、と言いかけて、仁は口を噤つぐんだ。

　彼女は彼女なりの生き方を見つけただけではないかと仁は思う。いつまでも兄にかばってもらえるわけではないのだと、自分は自分で歩いていかなければならないのだと、悟さとっただけではないだろうか。

　けれどそれは、かばったりかばわれたりする兄弟を持たない仁の考えだ。桜子の心しん中ちゅうは計りかねる。そしてもちろん、妹に対して悲しげな笑みを浮かべる土屋の心中も、よくわからない。

　わかるのはただ、土屋が辛く苦い思いを胸に抱いているということだけだ。

　こいつには、そんなん似合わへん。

　ふいに胸がぎゅう、と捩よじれるように痛んで、仁はきつく眉を寄せた。

「桜子がワガママ言うんは、俺への当てつけなんやと思う。俺も桜子には負おい目めがあるから、どうしても強つようものを言うことがでけん」

　土屋は自じ嘲ちょうめいたため息を落とした。その整った顔には、仁にはなじみのない兄の表情が浮かんでいる。

　いつのまにか、商店街を抜けていた。先ほどまでうるさいほど鳴り響いていた六甲おろしが、今は微かすかにしか聞こえない。木造の古い民家が建ち並ぶ通りに、人通りは全くなかった。アーケードで遮られていた強い日差しが容よう赦しやなく肌に突き刺さってきて、痛いほどだ。

　アスファルトの上に陽炎かげろうが立つほどの強い熱気に目眩めまいを感じながら、仁は立ち止まった。つられて土屋も立ち止まる。

「相川？　どないしたん？」

　不思議そうに見下ろしてきた土屋の顔に、既に兄の表情はなかった。精悍な顔立ちに浮かんでいるのは、どこか心細そうな、不安そうな表情だ。兄の表情を浮かべている土屋より、仁にはこちらの方がなじみ深い。

　捨てられた犬みたいな顔や。

　頭撫なでたったら、シッポ振って嬉しそうな顔になるやろか？

　仁はそんなことを真剣に考えた。尋常ではない暑さに当てられたのかもしれない。

　撫でてやりたい、と思う。

　撫でて、安心させてやりたい。

　そう思った次の瞬間、体に鋭い痛みを感じたが、照りつけてくる日差しに焼かれた肌が痛いのか、それとも胸が痛いのか、正直、よくわからなかった。

「土屋」

「ハイ」

「ちょおハンドル持て」

「はんどる？」

「コレやコレ」

　マウンテンバイクのハンドルを掌てのひらで強く叩く。首を傾げつつも、土屋は素直にハンドルを持った。交替、とばかりにハンドルから手を放した仁は、おもむろに手を伸ばした。そして、自分より五センチほど背が高い土屋の頭をがしがしと撫でる。
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「えっ、わ、何？」

　土屋は慌あわてたように声をあげた。しかし、避けようとはしない。

「ようわからんけど、俺にはおまえの妹がおまえを嫌きろとるようには見えんかった。それから俺は、おまえが逃げたとは思わん」

　一息にそれだけ言うと、仁は乱暴にハンドルを取り返した。

「せいぜい妹サービスしてこい。明日の夜電話する」

　言い捨ててマウンテンバイクにまたがり、勢いよくこぎ出す。途端に吹きつけてきた熱風に目を細めると、相川、と呼ぶ声が背後から追いかけてきた。続けて、ありがとう、という言葉が聞こえて、胸がズキリと痛む。

　撫でてやって良かった、と思う。

　そして、唐突に。

　本当に唐突に、好きや、と思った。

　ひっそりと静かに燃えていた炎が、いきなり激しい火花を散らして爆発したかのようだった。

　俺は、土屋が好きや。

　凄すごく好きや。










　恥ずかしい。めちゃめちゃ恥ずかしいぞ俺。

　口を使って手にバンデージを巻きながら、仁じんは自分自身にツッこんだ。

　グローブがぶつかり合う音や荒い息いき遣づかいが満ちたジムは、冷房が入っているにもかかわらず蒸し暑い。その暑さとは関係なく、昨夜ゆうべのことを思い出したせいで自分の頰ほおが熱くなってくるのを感じる。

　昨夜は天気予報通りの熱帯夜で、冷房をつけたまま眠ることにした。しばらくすると室内は涼しくなったのだが、なぜか体の方は少しも冷えなかったのである。

　昼間、胸の内で突然爆発した土つち屋やへの想いがそのまま体に伝わったかのように、全身が火ほ照てって仕方がなかった。一いっ向こうに引かない熱を持て余し、結局、自分で始末をした。

　仁だって健康な十代の男だ。性的な欲求はそれほど強い方ではないが、自じ慰いぐらいする。

　けど、土屋のことを考えてするんはあかんやろう……。

　土屋を特別な意味で好きなことは、とっくに自覚していた。土屋が全く甘い雰囲気を作らないことに対して、不安にも似た疑問を感じていたぐらいだから、恋愛感情であることに間違いはない。

　けど、とまた仁は思う。

　いくら何でも、昨夜のは直接的すぎる。

　相川、と呼ぶ低く甘い声。骨ばった長い指。遠慮なく背中に懐なついてくる、既に大人になりきった固い胸。直線的な肩のライン。

　最中に考えていたのは、間違いなく土屋の体だった。

　女を抱くように土屋を抱きたい、というのとは違う。ただ、触ふれたい。余すところなく触れたい。そして同じように、余すところなく触れてほしい。仁を支配していたのは、そういう欲求だった。

　土屋がそれらしい素そ振ぶりを全く見せないのに、自分だけが昨夜のようになってしまうなんて、恥ずかしいのを通り越して自己嫌悪を感じてしまう。自分がとんでもない淫いん乱らんになってしまったように思える。

　……インランて死語？

　心の内で己おのれにツッこんだ仁は、ため息を落とした。

　人を好きになること。

　しかも、同性を好きになること。

　その同性に対して欲情すること。

　漫まん才ざいをすることを含ふくめて、全て高校に入るまでの仁には考えられなかったことだ。改めて土屋に与えられた影響の大きさを感じる。

「めっちゃムラになっとるぞ、仁」

　軽く頭を小こ突づかれてハッと我に返った仁は、自分の手を見下ろした。手の中央にだけ、ぐるぐるとバンデージが巻きつけられている。

「ああ、しもた！」

　思わず声をあげると、アホか、という気安い物言いが頭上から降ってきた。いつからそこにいたのか、ジムの指導者である狩かり野の輝てる之ゆきが傍かたわらに立っている。

「久しぶりに俺がスパーリングの相手したろと思おもてたのになあ。暑さでぼけてんのか？」

「すんません……」

「しっかりせえよ。ぼうっとしとったらケガするからな」

　隣にしゃがみ込んだ狩野に、はい、と返事をして、仁は慌あわててバンデージを巻き直しにかかった。

　狩野は、三年前に現げん役えきを引退した元プロのキックボクサーである。仁が東京でキックボクシングを教わっていた指導者の後輩で、仁が東京でどんな生活を送っていたのか、何を思ってキックボクシングを始めたのか、全て聞いて知っている。仁にとっては、年の離れた兄のような存在だ。

「漫才の調子はどや」

　おもしろそうに仁の様子を見ていた狩野が、ふいに尋たずねてきた。

　土屋は高校へ入学した当初から、仁を見学するために頻ひん繁ぱんにジムを訪れている。そのせいで、狩野は土屋をよく見知っているのだ。当然、仁が土屋と漫才をするようになったことも知っている。何しろ狩野は、土屋がコンビ名を決めた現場に居合わせたのだ。

　なあなあ相あい川かわ、何でそれ巻くん？

　今から二ヵ月ほど前。手にバンデージを巻いていた仁に、土屋が尋ねた。その場には狩野もいた。

　拳こぶしと指を守るためと、パンチ力を強くするためや。攻こう守しゅ両方の意味があんねん。

　仁が素そっ気けなく答えると、土屋はパンと大きく手を打った。

　それにしよう相川！　コンビ名、バンデージ！

「おかげさんで、何とかやってます」

　世紀の大発見でもしたかのような土屋の嬉うれしそうな声を思い出しつつ答えると、そか、と狩野は短く頷うなずいた。

「楽しそうで良かったわ。おまえがキックボクサーにならんかったんは、狩野ジムとしては損失やけどな」

　グローブをはめていた仁は、思わず狩野の甘いマスクをまじまじと見つめた。狩野も驚いたように見返してくる。

「何や。どないした」

「俺、楽しそうですか？」

「楽しいないんか？」

　逆に問われて、口ごもる。

「楽しいないことは、ないですけど……」

　改めて他人に指摘されると、恥ずかしいような照れくさいような、いたたまれない気持ちになる。狩野はにやりと笑うと、仁の頭をぐしゃぐしゃとかきまわした。

「楽しそうやで。前より感情が顔に出るようになったし、明るうなった。まあ、今は楽しそうてゆうより心ここにあらずで、ぼうっとしてるみたいやけど」

　笑いながら言われて、仁はカッと頰が熱くなるのを感じた。瞬またたく間に耳まで熱くなってきて、慌てて顔を伏せる。

　うわ、何やねんこれ！　別にヘンなこと言われたわけやないのに。

「仁？　どないした」

「何もないです！」

　怪け訝げんそうに首を傾かしげた狩野から視線をそらせたまま、勢いよく立ち上がる。こんなときは思い切り打ち込んで蹴けり込こんで、すっきりするに限る。

「それより狩野さん、スパーリングお願いします！」

　おう、と狩野が答えたちょうどそのとき、仁、と呼ぶ声が聞こえた。ジムの入り口の辺りで、髭ひげ面づらのチームメイトが手を振っている。

「客や！」

　仁はふいに嫌な予感を覚えた。

　以前、どうしても謝りたいと言って福ふく島しま千ち春はるがジムに押しかけてきたときも、こうしてトレーニングの最中に呼びつけられた。トレーニングの途中で訪ねてくる人間に、ろくな客はいない。

　ちらりと狩野を見み遣やると、彼もわずかに眉を寄せていた。

「……ちょお行ってきます」

「トラブんなよ」

　はい、と神しん妙みょうに頷いて、仁は踵きびすを返した。

　訪ねてきた福島を仁が追い払ったことは、ジム内でも有名だ。狩野には、彼女が昔自分をいじめていた女子生徒だと話してあるが、特に何の説明もしなかったチームメイトたちは、今も福島が仁の元恋人だと思っている。

　謝ったらそんで済むと思てんのか！

　そう怒ど鳴なった仁の様子を見ていたチームメイトたちは、カノジョの浮気が原因で別れたのに、カノジョがよりを戻したいと言ってきたため、仁がキレた、という風に勘違いしたらしい。

　仁、オマエ浮気ぐらい許したれよ。アホ、浮気は断じて許すべきやない。よう言うた仁、エライぞ。などと、しばらくの間、好き勝手言われた。

　今度は何やねんな……。

　ちょうどグローブもつけてるし、事と次第によってはぶっ飛ばす。

　そんな物ぶっ騒そうなことを考えつつチームメイトに歩み寄ると、なぜかぎろりとにらまれた。

「何ですか？」

「何で世の中はオマエにばっかり味方するんやろうな。このカオか？　やっぱりカオが全てなんか？」

　ぐりぐりぐり、と頭に拳を押し当てられて、仁はイタタ、と声をあげた。

「もう、何するんですか」

「カノジョいない歴二十二年の俺には、これぐらい許されるはずや」

「何ですかそれ。わけわかりませんて」

　無意識のうちにツッこみつつ扉の方を見ると、そこには、兄と一緒に買い物をしているはずの土つち屋や桜さくら子こが立っていた。

　何でこんなとこにおるんや。

　その思いが顔に出たのだろう、桜子はニッコリと笑って軽く会え釈しゃくをした。

「こんにちは」

「……どうも」

　反射的に仁も頭を下げる。背はい後ごにいるチームメイトは、すっかり桜子に見み惚とれているようだ。

　無理もない。シンプルな黒のワンピースを身につけた彼女は、テレビやグラビアに出ているアイドルよりも、ずっと上品でスマートに見えた。キリリとした顔立ちに浮かぶ微笑は、既に大人の雰囲気を漂ただよわせている。

「練習、何時に終わるんですか？」

　小首を傾げて問われて、仁は眉を寄せた。

「五時にあがるつもりやけど……」

「それまで待っててもいいですか？」

「待つって何を？」

「相川さんを」

　何でやねん。

　心しん中ちゅうでツッこんだ仁は、怪け訝げんな目つきで桜子を見つめた。

　俺を待ってどないすんねんな。てゆうかその前に、買いモンはどうなったんや？

「だめですか？」

　またしても小首を傾げた桜子に答えたのは、仁ではなくチームメイトの方だった。

「だめなことないよな、仁！　あ、もし良かったら見学してく？　見ててわからんことあったら、なんぼでも聞いてくれたらええし」

　勢い込んで言ったチームメイトに、桜子は華やかな笑顔を向けた。

「わたし、格闘技には興味ないんです。何かコワイし、男の人ばっかりでムサくるしいし、好きやないわ。相川さん、わたしそこの喫茶店で待ってますから、終わったら来てくださいね」

　澄んだ声で言い終えるなり、桜子は踵を返した。ふわりと翻ひるがえったワンピースの裾すそが、鮮あざやかに扉の向こうへと消える。

　茫ぼう然ぜんと見送っていると、いきなり肩をつかまれた。かと思うと力まかせに揺さぶられる。

「おいコラ仁！　誰やねんあの美少女は！」

「土屋の妹ですけど……」

「土屋？　土屋てあの土屋か？　おまえの相あい方かたの？」

　はあ、と頷くと、チームメイトは、おおお！　と雄お叫たけびをあげた。

「そういやあいつ、ルックスだけはええもんな！　なるほどな、土屋の妹か！」

　うんうんと一人で納得しつつ、チームメイトは浮かれたような足取りでロッカールームに向かった。かなりきつい拒絶の言葉を言われたことには気付いていないようだ。桜子のおとなびた雰囲気に、完全に飲まれているらしい。

　一人残された仁は、首をひねった。

　あのコ、俺に何の用や。

　だいたい、土屋はどないしたんや。二人で出かけたんやないんか？

　わけがわからない。

　仁は我知らず、ため息を漏もらした。

　何にせよ、練習が終わったら彼女に会わなければならないようだ。行かないとはっきり断らなかった自分が恨めしい。

　……まあ、断る暇なんかなかったけどな。

　だめですか、と尋ねておきながら、仁が否いなとも応おうとも答えないうちに、来てくださいね、と命令する。しかもとびきりの笑顔を浮かべて、完かん膚ぷなきまでに徹底した拒絶の言葉を吐くときた。

　土屋、あのコに振りまわされるんは、やっぱりおまえだけやないらしいで。










　どっしりとした木目のドアを開けた瞬間、コーヒーの香ばしい匂いが鼻先をかすめ、仁は目を細めた。適度な冷房が入った店内には、ファーストフード店のような騒そう々ぞうしさは微み塵じんもない。ある程度客が入っているにもかかわらず、静かだ。

　三年近く狩野ジムに通っているが、五軒隣にあるこのコーヒー専門の喫茶店に入ったのは初めてである。仁の家族には、コーヒーを飲む習慣がない。従したがって仁にもそうした習慣はなく、わざわざ専門店に入ってまで飲みたいとは思わなかったのだ。

　仁は物珍しさも手伝って、きょろきょろと店内を見まわした。そして、一番奥の席に髪の長い少女を見つけた。

　桜子はテーブルに頰ほお杖づえをつき、文庫本を開いていた。けだるげなその様子は、土屋の隣で楽しそうに笑っていた桜子とは別人のようだ。しかも、細い指にはタバコがはさまれている。おとなびた容姿なので、へたをすると二十歳を超えて見えるが、桜子は土屋より一つ年下だ。タバコを吸って良い年齢ではない。

　コイツ、とんだ猫かぶりや……。

　ふと土屋の顔が浮かんだ。

　あいつは、こういう妹を知ってるんやろか？

「お待たせ」

　仁がゆっくり歩み寄ると、桜子は顔を上げた。土屋とよく似た漆しっ黒こくの瞳には、はっきりと敵意が映し出されている。

「ほんまに長いこと待ったわ。こんなに待ったん、初めて」

　険けんのある口調で言われて、仁は眉を寄せた。待っていると言ったのは、桜子の方だ。

「五時にあがるて言うたと思うけど」

「ほんまに五時まで待たされるとは思わへんやん。普通、早めに切り上げるやろ」

「普通、話したいことがあるんやったら、先に連絡入れて都合聞くもんやろ」

　言い返してやると、桜子は涼しげな双そう眸ぼうを眇すがめて仁を見上げてきた。笑みの欠片かけらもない険悪な表情に怯ひるむことなく、華著な指にはさまれたタバコを奪うぼう。

　無言で灰皿に押しつけると、桜子はふいに意地の悪い笑みを浮かべた。

「タバコぐらいええやん」

「俺は好きやない」

「へえ。相川さんて、マジメなんやね」

　バカにした物言いだったが、なぜか腹は立たなかった。かわいらしく話しかけてこられるより、むしろこの方が話しやすい。

「タバコなんか吸うたら気管が弱って持久力が落ちる。たとえアマチュアでも、一ラウンドでへばるようなヘタレなボクサーにはなりたないからな」

　軽く言ってのけると、桜子はまたムッとしたように口をへの字に曲げた。一瞬、ひどく子供っぽい顔になる。

　これはこれでけっこう無理してるんかも。

　そう思いつつ肩にかけていたスポーツバッグをおろし、仁は桜子の正面に腰かけた。

「話て何」

「自分のことばっかりやね」

　吐き捨てるように言われて、仁は眉を上げた。

「どういう意味や」

「五時に終わるんは相川さんの都合やろ。タバコかて、わたしが吸うてるんがどうこうやなくて、相川さんが煙吸うんがイヤやから取り上げた。自分の都合ばっかりや。相方の妹の心配とかはせえへんわけ？」

　桜子は苛いら立だちを隠そうともせず、こちらをにらみつけてくる。そうしてきつい視線を向けられても、やはり腹は立たなかった。かわりに湧わいてきたのは疑問である。

　このコ、俺の何が気に入らんのや？

　俺に何が言いたいんや。

「俺に心配してほしいんか？」

　淡たん々たんと尋ねると、桜子は言葉につまった。その名と同じ桜色の唇を、悔しそうにかみしめる。

　テーブルに沈黙が落ちたのを見み計はからったかのように、ウェイターが注文をとりに来た。何を頼んでいいのかわからなかったので、彼女と同じものを、と言う。

「わたしに合わせてるつもり？」

　ぶっきらぼうに問われて、仁は、いや、と短く答えた。

「コーヒーの種類て、ようわからへんから」

「……それだけ？」

「それだけ」

　正直に頷くと、桜子はわざとらしいため息を落とした。

「相川さんて、思てたんと全然ちゃう。もっとおもしろうて親切な人やと思てたのに」

「土屋がそう言うたんか？」

　違うやろう、と思いつつ尋ねる。

　あいつは俺のことを、そういう風には見てないはずや。

　とはいうものの、土屋が自分のことを人にどう説明するかなど、仁には全く想像がつかなかった。だいたい、土屋が自分のどこをどういう風に好きなのかも、よくわからないのだ。

　ただ、おもしろくて親切な人、とは言わないような気がする。

　案あんの定じょう、桜子は首を横に振った。

「お兄ちゃんは関係ない。わたしの勝手な思い込みや」

　独ひとり言ごとをつぶやくように言ったかと思うと、桜子は唐突に、キ、と仁をにらみつけた。

「わたし、ほんまはお兄ちゃんが漫才するん、イヤやねん」

　今まで以上に激しい物言いに、仁は思わず瞬まばたきした。仁が怯んだと思ったのだろう、桜子はきつい口調で続ける。

「確かにお兄ちゃんは、小さい頃から漫才師になりたいて言うてた。けどわたしは、そんなん口だけやと思てた。お兄ちゃんの言う理想のツッコミなんか、条件がいっぱいありすぎて絶対見つからんはずやから、いつかはあきらめるやろうって。それやのに……！」

　一旦言葉を切った桜子は、キリリと自みずからの唇に歯をたてた。込み上げてくる感情を抑おさえようとするかのように、細い眉が寄せられる。長い睫まつげを従えた双眸には、憎ぞう悪おに近い剣けん呑のんな光が宿やどっていた。

「……とにかく。中途半端な気持ちでお兄ちゃんと組んだんやったら、漫才するんやめて。お兄ちゃんを、本気にさせんといて」

　言い終えるなり、桜子は立ち上がった。文庫本とバッグを乱暴に引っつかみ、座ったまま啞あ然ぜんとしている仁を射い殺ころさんばかりににらみつける。

「九月のコンテスト、出たら許さへんから」

　捨て台詞ゼリフとしか思えない言葉を叩きつけると、桜子は身を翻した。ちょうどコーヒーを運んできたウェイターが、脇を走り抜ける彼女を既すんでのところで避さける。

　一度も振り返らずに出ていく桜子の後ろ姿を、仁は為なす術すべもなく見送った。

　土屋が漫才するんがイヤやと？　それやったら土屋に直接そう言えや。何でわざわざ俺に言いに来るねん。

　コーヒーをテーブルに置いたウェイターの気の毒そうな視線を頰に感じながら、仁はこくりと息を飲んだ。

　……ひょっとしてあのコ、俺が土屋のことを漫才の相方としてだけやなくて、特別な意味で好きやて気付いたんやろか。

　それで遠ざけたいと思て、俺にあんなこと言いに来たんやろか？










　その日の夜、仁は自室にある電話の子機を持ち上げては下ろすという行為を、何度もくり返した。そうしているうちに、ベッドヘッドの目覚まし時計の針は、午後八時から八時三十分まで巡めぐってしまった。

　昨日、土屋に電話すると言ったのだから、電話すべきだとわかっていた。けれど、なかなか土屋の自宅の番号を押すことができなかった。

　昼間、桜子に言われたことがひっかかっていたのだ。

　なぜ土屋が漫才をすることが嫌なのか、彼女は理由を言わなかった。ただ単に、漫才が嫌いだからという理由なのかもしれない。

　しかし、もし桜子が兄に向けられる仁の特別な視線に気が付いて、漫才をやめてほしいと言っているのだとしたら、話は全く違ってくる。桜子は桜子なりに、兄を守ろうとしているのかもしれない。彼女のことだ、相川さんに気を付けた方がええよ、と兄に警告するぐらいのことはするだろう。

　土屋が仁に対して恋愛感情を抱いだいているのなら、桜子が何を言おうと問題はない。

　が。

　土屋が俺を普通の友達やと思てたら、どうなる？　ただの相方やと思てたら？

　土屋は俺を、気色悪いて思うかもしれん。

　ベッドに腰かけて机の上の子機をぼんやり眺めていた仁は、ズキリと胸が痛むのを感じた。

　土屋が好きだと告げてきたとき、仁は泣いていた。そして土屋は怪我をしていた。明らかに平常な状態ではなかった。

　ひょっとすると土屋は、仁の泣き顔を目の前にして一種の躁そう状態に陥おちいったのかもしれない。好きやと言ったのもキスをしたのも、非日常の高こう揚ようした気分に流されただけなのかもしれない。

　その証拠に、あの日から、土屋はそれらしい素振りを全く見せない。ふざけて抱きついたり、頭を撫でたりといった、日常のスキンシップすらやめてしまった。仁に全く触れようとしないその態度は、漫才の相方を手に入れただけで満足しているように見える。

　枯かれたじいさんやあるまいし、その気があるんやったら、何かするやろう。

　やっぱりあいつは俺のこと、ただの相方としか思てないんやろか。

　俺に触りたいとは、思わんのやろか。

　また胸がズキリと痛んだ。熱を伴ともなった鋭い痛みに、心臓を引きちぎられるような錯さっ覚かくを覚えて、仁は胸の辺りのシャツをきつく握にぎり込んだ。

　俺は、土屋に触りたい。触ってほしい。

　昨夜、仁の体を高ぶらせたのは、間違いなく土屋だ。好きという気持ちと情欲が、考えていた以上に深く結びついていることを、嫌というほど思い知らされた。

　俺だけか？　土屋。

　俺だけがこんな気持ちになってるんか？

　付きまとったんはおまえや。

　好きて言うたんもおまえや。

　キスしたんもおまえやないか。

「アホンダラ……」

　こんなに好きにさしたんは、おまえやぞ。責任とれ。

　仁が唇をかみしめたそのとき、突然、子機が電子音を奏かなでた。ビクリと全身が強こわ張ばる。

　一瞬で跳はね上あがった心臓を宥なだめつつ、仁は無意識のうちにつめた息をゆっくりと吐き出した。

「アホは俺か……」

　好きになったのは、仁の意志だ。土屋の責任ではない。

　この期ごに及んで責せき任にん転てん嫁かか。

　我知らず自じ嘲ちょうの笑みを浮かべながら、仁は立ち上がって子機をとった。

「もしもし」

『あ、相川？　俺、土屋～』

　間ま延のびした口調が聞こえてきて、仁は思わず、わっと声をあげそうになった。慌てて空あいている方の手で口くち許もとを押さえる。

　瞬く間に顔が熱くなるのがわかった。心臓がドキドキとうるさいほど騒ぎ出す。

『相川？　どないしたん？』

　不思議そうに問われて、仁はごくりと息を飲んだ。

『相川？』

「……何でも、ない。何の用や」

　落ち着いた声を出そうとするあまり、やけにぶっきらぼうな物言いになってしまい、内心慌てる。しかし土屋は気にする風もなく、いつもと変わらない口調で答えた。

『何って、明日の稽古の時間決めよう思て』

　ああ、と仁は間の抜けた声を出した。

　そおやった。電話しようと思てたんや。

「すまん。俺が電話するて言うてたのに」

『ええよ、そんなん。俺が早はよう相川の声が聞きとうて電話したんやから』

　嬉しそうな声で言われて、仁は言葉につまった。いつもならすかさず、アホか、とツッこんでいるはずなのに、喉のどの奥に何かがひっかかっているかのように声が出ない。

　不自然な沈黙が落ちた。

　ぶっきらぼうな物言いは不審に思わなかったらしい土屋も、この奇妙な間まはおかしいと感じたらしい。相川？　と気遣うように呼ぶ。

『どないしたん？』

　仁は目を閉じて深呼吸した。再びゆっくりとベッドに腰かける。

　何を意識してんねん。落ち着け。

　いつも通りに話したらええんや。

「……別に、何でもない。それより明日、どないする。俺ん家ちに来るか？」

　動揺を押し殺し、できるだけゆっくりとした口調で問うと、ええの？　と土屋が逆に尋ねてきた。

「ここんとこおまえん家でばっかり稽古してたし、たまにはうちでやるんもええやろ」

『ほんま？　ありがとう、助かった。うちやとまだ桜子がおるから、やりにくいなあて思ててん』

　桜子。

　その言葉を聞いた途端、今日の出来事が脳のう裏りにフラッシュバックする。

　敵意を漲みなぎらせた漆黒の双眸。悔しげにかみしめられた桜色の唇。

　わたし、ほんまはお兄ちゃんが漫才するん、イヤやねん。

　そう言ったときの激しい口調。

　九月のコンテスト、出たら許さへんから。

　投げつけられた捨て台詞。

「土屋、今日妹さんとちゃんと買いモン行ったか？」

　何気なく聞いたつもりだったのに、今度は土屋が沈黙した。

　何や？　やっぱり行ってへんのか？

　桜子がジムにやってきたのは、午後三時頃のことだ。午前中に買い物を済ませて、午後からは別行動になった可能性もある、と考えていたのだが、どうやら違うらしい。

「土屋？」

　答えを促うながすように呼ぶと、土屋はうーん、とうなった。

『……行ったんは行ったんやけど、途中で放ってかれてん』

「は？」

『ここで待っとってて言われて待ってたんやけど、いつまで待っても戻ってけえへんくて。携帯も切れとるし、連絡のしようがなかって、一時間ぐらいそこにおった』

　子機の向こうで、苦笑する気配がした。

　きっと、あのどこか悲しそうな笑みを浮かべているに違いない。

　そう考えただけで、仁の心臓はギリリと捩よじれるように痛んだ。

「……おまえまさか、このクソ暑いのに外で待ってたんとちゃうやろな」

　自然ときつい物言いになる。すると土屋は、言い訳をするように早口で言いつのった。『帽子被かぶってたし、大丈夫。それに一時間したら携帯つながってん。偶然小学校んときの友達と会おうて、そのコん家に誘われたんやて』

　どうやら桜子は土屋を置き去りにして、仁に会いにきたらしい。しかも友達の家に誘われたと嘘までついた。

　とりあえず、仁の気持ちを土屋に伝えたわけではなさそうなので、その点ではほっとしたものの、不審感は拭ぬぐえない。桜子の行動は矛む盾じゅんばかりだ。

　あのコ、何を考えてるんや。俺にあんなこと言いにきたくせに、兄貴が大事やないんか？

「それでおまえ、どないしたんや」

『どないって？』

「電話で連絡とった後、どないしたんやて聞いてんのや」

『うちに帰ったけど』

　何でそんな当たり前のこと聞くんや、とでも言いたげな土屋に、仁は思わず、そうやない！　と低く怒鳴った。

「ちゃんと妹のこと怒ったんか？　人を待たせといて勝手なことすんなて、叱しからんかったんか」

『それは……』

　土屋は口ごもった。

　怒っていないのだ。ひどい仕打ちを受けたというのに、土屋は桜子を叱っていない。きっと、しゃあないなあ、の一言で済ませてしまったのだろう。

　仁はふつふつと怒りが湧わいてくるのを感じた。その怒りが兄に嘘をついた桜子に対するものなのか、妹を叱らなかった土屋に対するものなのか、それとも、もっと別の何かに対するものなのか、自分でもよくわからないまま、子機を強く握りしめる。

　不穏な空気が伝わったらしく、土屋は弁解するように話し始めた。

『あんな、相川。桜子はほんまは悪いコやないねん。桜子がワガママ言うんは、俺のせいなんや。俺が悪いんねん。せやから』

「ドアホ！　そんなもんはワガママとは言わん！　ただの裏切りや！」

　怒りを抑えきれずに怒鳴ると、土屋はまた沈黙した。その沈黙が、ただでさえ熱くなっている仁を更に煽あおり立たてる。

「ええか、土屋。おまえの妹は友達の家になんか行ってへん。俺に会いに来たんや。あのコ、おまえが漫才するん嫌なんやて。せやから中途半端な気持ちやったら、お兄ちゃんと漫才するんやめてくれて言われたわ。九月の本選、出たら許さんてな」

『何でそんな……』

「そんなもんこっちが聞きたいわ！　あのコもおまえも、いったい何を考えてるんや！」

　怒鳴った自分の声が予想以上に焦しょう燥そうを滲にじませたものになって、仁はハッと我に返った。

　自分は土屋が好きなのに、土屋は自分を好きではないかもしれないという不安。特別扱いされないことへの苛立ち。簡単に触れることができる距離にいるのに、触れてこない体への不満。

　そうしたマイナスの感情が、怒りに転化してしまっている。

　全身を支配していた激情が急激に冷めてゆくのを感じて、仁は苦いため息をついた。

　こんなん、八つ当たりもええとこやないか……。

「すまん……。怒鳴って悪かった。おまえと妹の問題やもんな。俺が口出すことやなかった」

　できるだけ抑えた声で言うと、土屋は、そんなことないよ、と静かに笑った。

『桜子が迷惑かけたんはほんまのことやし。それより、ごめんな、相川』

　ぽつりと謝られて、眉をひそめる。

「何で謝るねん」

『桜子が、余計なこと言うたみたいやから』

「おまえが謝ったって意味ないやろ」

　うん、と土屋は素直に頷いた。

『でもごめん』

　寂さびしげな響きを伴ともなった謝罪に、胸の奥が疼うずく。

　そんな声出すんは反則や、土屋。おまえにそんな声出されたら、俺はどないしてええかわからん。

　俺は、おまえが好きなんやから。

「明日、十時に俺ん家へ来い。昼飯は適当に食おう。そんでええか？」

　気まずい空気を取とり繕つくろうように問うと、うん、と返事が返ってきた。

『わかった、十時やな。今度は絶対遅れんように行くし』

「そうしてくれ」

　まだ何か言いたそうな気配を感じたが、そしたらな、と言ってすぐ、仁は一方的に電話を切った。ゆっくりと立ち上がって、子機を充電器に戻す。再び緩かん慢まんな動作でベッドに戻ると、仁はそのままひっくり返った。

　ほんの数分話しただけなのに、ひどく疲れたような気がした。予想以上に神経を遣っていたらしい。情緒が不安定になっているのを感じる。

　このままではあかん。こんな状態では、まともに漫才なんかでけん。

　クリーム色の天てん井じょうをぼんやりと見上げながら、考える。

　いっそ、思い切って土屋に直接聞いてみるか。

　おまえは俺のこと、どう思てるんや、と。

　漫才を成功させるためにも、一刻も早くそうした方がいいと思う一方で、やはり面と向かって聞くのは怖いと思う自分がいる。

「土屋……」

　きつく目を閉じた仁は、ごく自然にその名を唇に乗せた。それだけで胸がいっぱいになる。目の奥がジワリと痛んで、息苦しくなる。

　もし、ボクにとってキミは、ただの相方です、と言われたら。

　俺は、どないしたらええんやろ。










　翌日も、朝から真夏日となった。窓から見える真っ青な空には入にゅう道どう雲ぐもが湧わいている。

　午前九時をまわる頃になると、気温は三十度近くまで上がった。仁じんは夜からつけっぱなしになっていた冷房の温度を更に下げ、掃除機をかけることにした。

　ベッドと勉強机、本棚、そして小さなコンポがあるだけの殺さっ風ぷう景けいな部屋だ。土つち屋やが初めてこの部屋を訪れたとき、開口一番、相あい川かわらしいなあ、という感想を漏もらした。

　スキッとしてて、きれいで、ごっつカッコエエ。

　そう言って笑った土屋の顔を思い出しただけで、ズキリと胸が痛む。

　昨夜ゆうべ、土屋に真意を確かめるべきか否いなか、ほとんど眠らずに考え続けたものの、答えは出なかった。おまけに昨日、土屋と電話で話していたときはすっかり忘れていたが、今日は母がパートに出かける日なのである。夕方まで、土屋と二人きりで過ごさなければならない。

　ちゃんと漫まん才ざいできるやろか。

　てゆうかその前に、いつも通りに振ふる舞まえるやろか。

　……こうゆうことを考えてる時点で、既にあかんような気もするけど。

　仁はため息をついて、掃除機を止めた。

　ほんまに、何でこんなに好きになってしもたんやろ。

　掃除機を脇に置いたまま、ごろんとフローリングの床に寝転がる。冷たい床の感触が、Ｔシャツ越しに伝わってきて心ここ地ち好よい。

　目を閉じると、土屋の顔が脳裏に浮かんだ。

　黙ってさえいれば、整った鋭い顔立ちはかなりの二枚目に見える。けれど、その顔に浮かぶ表情は、情けなかったり、間抜けだったりすることがほとんどだ。

　端たん整せいな顔の造作を裏切るそれらの表情を思い出して、ふいに泣き出したいような、切ない気持ちが込み上げてきたそのとき、来訪を知らせるチャイムが鳴った。

　弾はじかれたように起き上がり、ベッドヘッドにある時計を見る。

　九時四十分。

　えらいまた今日は早いやないか……。

　仁は大きく息を吐いて立ち上がった。少しでも油断すると、土屋のことばかり考えてしまう。そんな自分に自然と苦笑が漏れた。

　しっかりせえよ、俺。

「平常心、平常心」

　そう自分に言い聞かせながら、仁は自室のドアを開けた。廊下に出ると、たちまち蒸し暑い空気が体を包み込んでくる。

　とりあえず今は、漫才のことだけ考えよう。

　それしかない。

　もう一度鳴ったチャイムに、はい、と答えた仁は、再び大きく深呼吸した。そうして自分に気合を入れて、玄関のドアを開ける。

「えらい早かった……」

　やないか、と続けようとした言葉を、仁は飲み込んだ。

　そこにいたのは土屋ではなく、桜さくら子こだった。今日はＴシャツにジーンズという軽装だ。長い髪は後ろでひとつに束たばねられている。

　思いつめた表情でキッとこちらをにらみつける彼女に、仁は思わずため息を落とした。

「……またあんたか。何やねんな」

「何で、稽けい古こするん？」

　責める口調で言われて、眉を寄せる。

「何でって、稽古せな漫才でけんやろ」

「昨日、コンテストに出たら許さんて、わたし、言うたと思うけど」

「俺は、稽古しませんとも、コンテストに出ませんとも言うた覚えはない」

　きっぱり言い切ると、桜子はぎゅっと拳こぶしを握りしめた。自転車を飛ばしてきたのだろう、その肩はわずかに上下している。頰ほおは真っ赤で、額ひたいには汗が光っていた。昨日は感じられた余裕が、今日は全く感じられない。

　土屋と何かあったんやろか。

「あんた、何がしたいねん。俺から兄貴を守りたいんやったら、何で炎えん天てん下かに置き去りになんかするんや。もっと他にやり方あるやろ」

　涼しげな目め許もとをまっすぐに見み据すえて言う。すると桜子は、挑いどむような目付きをした。

「お兄ちゃんは、わたしを見捨てたんやで。わたしの言うこと聞いて当然やろ」

　高たか飛び車しゃな物言いに、仁はムッとした。

「そう思うんやったら、漫才やめてて土屋に直接言うたらええやろ。何で俺に言うんや」

　至し極ごくもっともな意見を言ってやると、桜子は言葉につまった。しかし、思い直したようにすぐに口を開く。

「お兄ちゃんが漫才やめるて言うたら、相川さんもやめるん？」

「土屋が漫才やめるわけないやろ」

　仁は即座に答えた。

　やめるわけがない。

　そんな生なま半はん可かな気持ちで、あいつは漫才やりたいて言うてんのとちゃう。

　態度はふざけていても、土屋の漫才に対する思いはこれ以上ないぐらいに真剣で、本気だった。だからこそ、仁も漫才をやる気になったのだ。

「あんたも土屋の妹やったらわかるやろ。あいつは誰に何言われたって、漫才はやめん」

「相川さんがやめるて言うたら、やめるかもしれんやんか」

「俺は漫才なんかしたないて何べんも言うたわ。それでもあいつはあきらめんかった」

「強制的にやらされてるってこと？　やりたないんやったら、やらんかったらええやろ」

「今はそおいう話をしてんのやないやろ。話をずらすな」

　次第に口くち喧げん嘩かの様相を呈ていしてきたやりとりに仁が眉をひそめたそのとき、桜子、と呼ぶ声が聞こえた。桜子はギクリと体を震わせ、振り返る。仁も彼女の背後に目をやった。

「おまえ、何をやってんのや！」

　門の前に自転車を停めた土屋が、慌あわてたように駆け寄ってくる。

　怒りを滲にじませた鋭い語調に驚いたのは、桜子ではなく仁の方だった。土屋が怒ど鳴なるところを見たのは、これが初めてだ。

「相川には絶対迷惑かけるなて、昨日言うたやろ！　帰れ！」

　容よう赦しゃなくにらみつけられた桜子は、今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。その彼女の表情に怯ひるんだのも、土屋ではなく仁だった。まだ二回しか顔を合わせていないが、桜子の弱気な表情を見たのは初めてだったのだ。

「おい、土屋。何もそないにきついこと言わんでも……」

　思わず割って入った仁を、土屋は一いち瞥べつした。しかし、仁が土屋の双そう眸ぼうに映っている感情を確かめる前に、ふいと視線をそらしてしまう。

「これぐらい言わな、わからへんねん。俺はどう扱あつかわれてもええ。けど、相川を振りまわすんだけはやめろ」

　唇をかみしめて兄のきつい言葉を聞いていた桜子は、唐突に仁の腕をつかんだ。かと思うと、ぎゅっと強くしがみついてくる。

　咄とっ嵯さのことで振り払うことができないでいる仁を尻しり目めに、桜子は低い声で言った。

「振りまわしてへんもん。わたし、相川さんのことが好きになったんや。それでかもてもらいとうて、ちょっとワガママ言うただけや」

「はあ？　ちょお待て、急に何を……」

　思わず頓とん狂きょうな声をあげた仁を遮さえぎり、桜子は一方的に話を続けた。

「わたし、相川さんと付き合いたいねん。相川さんはええ人やて、お兄ちゃん言うてたやんか。年も一コしか違わへんし、わたしと相川さんやったら、誰が見てもお似合いのカップルになれる。そやろ？」

　暑さと怒りのせいで上じょう気きしていた土屋の顔が、サッと青ざめるのを仁は見た。わずかに見開かれた目が、狼狽うろたえたように桜子を見つめる。

　まともに相手すんな、土屋。このコは俺のことなんか好きでも何でもない。

　そう言おうと思ったのに、土屋の顔色の変化を見た瞬間、言葉が出てこなくなった。

　土屋がどう答えるか知りたい。

　おまえが俺をどう思おもてるんか、確かめたい。

　突き上げてくるその思いを抑え切れず、仁は色を失った精せい悍かんな顔を凝ぎょう視しした。心臓が口から飛び出しそうなほど激しく脈打っている。口の中がカラカラに渇かわいていた。

　はっきり言え、土屋。

　おまえは俺を、どう思てる？

「なあ、ええやろお兄ちゃん。ずっとやりたがってた漫才の相あい方かたになってくれはったんや、それだけで満足やろ」

　たたみかけるような桜子の物言いに、土屋の視線が揺らいだ。どんなときでも迷うことなくまっすぐに仁を見つめてきた瞳が、頼りなく宙を泳ぐ。

　俺の目を見ろ。

　息をつめて土屋の答えを待ちながら、仁は心の内で念じた。

　俺を見ろ、土屋。

　しかし、土屋の視線が行き着いた先は仁の両眼ではなく、自みずからのスニーカーの上だった。

「……相川が」

　ぽつり、と土屋がつぶやく。

「相川が、その方がええんやったら」

　仁は耳を疑った。

　その方が、やと？

　俺がこのコと付き合いたいんやったら、付つき合おうてもかまわんて言うんか。

　……土屋は俺のこと、好きやないんか？

「っ！」

　刹せつ那な、頭の芯しんを思い切り殴なぐられたような衝撃に襲われる。全身がカッと燃えるように熱くなり、思考力が焼き切れた。

　仁は桜子の腕を強引に振りほどいた。小さく悲鳴をあげた彼女にかまわず、土屋との距離をつめる。ハッと目を見開いて顔を上げた土屋の胸むな倉ぐらを力まかせにつかんで引き寄せ、すぐ様その頰に平ひら手てを振り下ろす。
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　パン！　と乾いた音がした。

　桜子がまた、小さな悲鳴をあげる。

「それやったら始めからそう言え！　好きやなんて言うな！　キスなんかすんな！　俺の気持ちはどないなるんや！　どないしてくれんねん！」

　そこまで怒鳴ると、何の前触れもなく涙が溢あふれ出だした。

「帰れ……！」

　仁は涙を拭ぬぐうこともせず、土屋を突き飛ばした。間まを置かずに桜子の腕を引き、ドアの向こうへ追いやる。

「相川！」

　ようやく我に返ったらしい土屋が慌てて呼ぶ。その声を遮るように、仁は思い切りドアを閉めた。土屋の頰を打った掌てのひらがじんじんと痛むのを無視して素早く鍵をかけ、後はもう振り向かず、一いち目もく散さんに二階へ駆け上がる。

　自室のドアを閉める大きな音が、家中に響き渡った。










　ドアの前に座り込んでいた仁は、膝ひざに埋うずめていた顔を上げた。一ひと頻しきり涙を流したせいか、気持ちは随ずい分ぶんと落ち着いている。

　反対に、全身には気けだるい疲労感が凝こごっていた。重さを増したような気がする頭をゆっくり振ってみると、鈍にぶい痛みが頭全体を覆おおう。

「イタ……」

　低くうめいて目を眇すがめる。

　あんな簡単に泣いてまうやなんて、ガキやあるまいし……。

　仁は大きく息を吐いて、ドアに背をもたれさせた。土屋の頰を打った掌は、まだ鈍い痛みを訴えている。

　悲しくて泣いたのか、悔しくて泣いたのか、それとも腹立たしくて泣いたのか、自分でもよくわからなかった。全部あてはまるような気もするし、全部あてはまらないような気もする。ただ、次から次へと流れ落ちたあの涙が、はちきれんばかりになっていた土屋を想う気持ちから湧いてきたことだけは確かだ。

　窓の外に見える空は、相変わらず青い。照りつけるきつい日差しの角度からすると、既に昼近くになっているようだ。

　相川、と呼んだ土屋の声がまだ耳に残っていた。

　あんな必死な声、初めて聞いたな、とぼんやり思う。

　ここ数日で、今まで知らなかった土屋をたくさん知った。そして、今まで知らなかった自分もたくさん知った。

　よう考えたら、俺もたいがい土屋を振りまわしてるよな。

　人前でじゃれつかれるのが恥ずかしくて、土屋を邪じゃ険けんにしていたのは仁だ。土屋の夢が夫婦めおと漫才だと聞かされて、爆発したのも仁である。しかも、好きどころか、好意を示すような言葉を一度も告げたことがない。仁の方から甘い雰囲気を作ろうとしたこともなかった。

　漫才と同様、仕方なく付き合っている、という態度をとっていた。そうしていつも自分からは動こうとせず、土屋の出方を待っていた。

　それやのにいきなり、俺の気持ちはどないしてくれんねん、とか怒鳴ったりして……。

　好きやて言うたこともないくせに、どないもこないもないっちゅうの。

「アホか……」

　自身にツッこんで再び膝に顔を埋めたそのとき、机の上の子機が突然、呼び出し音を奏かなでた。

　仁はハッと顔を上げた。心臓が勢いよく跳はね上あがる。

　土屋やろか。

　土屋であってほしいと思う。同時に、土屋であってほしくない、とも思う。まだ、どんな風に話をすれば良いのかわからない。

　仁は無意識のうちに身を固くして、机の上の子機を見つめた。

　静かな室内にコールの音が響く。切れる気配はない。出ろ、出ろ、と命令するかのように、何度も何度もくり返される。

　十五回目のコールが鳴って、仁はようやく観念した。

　ゆっくりと立ち上がり、子機を持ち上げる。

「……もしもし」

　泣いたせいだろう、恐る恐る出した声は低く掠かすれた。

『こんにちはー、新にっ田たですけど』

　のんびりとした口調を耳に入れた途端、仁は体中の力が抜けるのを感じた。立っていられずに、その場にへたへたと座り込む。

「何や、優ゆう勝しょうか……」

　思わずつぶやく。随分な言いぐさだったが、受話器の向こうの新田は気を悪くする風もなく、小さく笑った。

『僕でごめんなあ』

「あ、いや、すまん。そういう意味や……」

　慌てて言いい繕つくろおうとすると、新田は、ええねんええねん、とまた笑う。

『僕も代理でかけたんやから、お互いさんや』

「代理て……」

　まさか、土屋やろか。

　仁の考えを見み透すかしたように、新田は間を置かずに答えた。

『桜ちゃんの代理でかけてんねん』

　ああ、と頷うなずいた仁は、土屋のことばかり考えていて、桜子のことをすっかり忘れていた自分に気が付いた。元はといえば、彼女の矛む盾じゅんした言動のせいで、土屋との関係がぎくしゃくする羽は目めになったのだ。

　まあ、あのコが引っかきまわさんでも、いずれはどっかで爆発してたと思うけど……。

『桜ちゃんもいろいろ複雑なんや。キタが中学んとき陸上部に入った理由、聞いたか？』

「家におるんが嫌やったからやて言うてた」

　子機の向こうで、新田が軽く息を吐く気配がした。

『桜ちゃんが見捨てられたて思たんは、ほんまらしい。そんで自分だけが見捨てられるんは嫌やから、キタを見捨て返すために全寮制の中学に入ったんやて。一人であの家に取り残されて苦しんだらええんや、て思たらしい。キタに無茶言うんは、復ふく讐しゅうなんやそうや』

「復讐……」

　仁は思わず鸚おう鵡む返がえした。

　土屋は、桜子が全寮制の中学に入ったのは、一人で家にいることに耐たえ切きれなくなったせいだという言い方をしていた。助けてくれるはずの兄がいなくなって傷つき、辛つらくて寂さびしくて家を出た、というニュアンスで話していた。その話しぶりからは、復讐という言葉を連想することはできなかった。

　どうやら土屋は、妹を少し誤解しているようだ。

『とはいうても、桜ちゃんが兄ちゃんッコであることは事実や。キタが漫才するんがイヤなんは、漫才以外のことには寛かん容ようで何でも言うこと聞いてくれるキタが、漫才のことになると、桜ちゃんの存在を忘れてまうほど夢中になるからなんやて。やからこそ、漫才せんといてとは言えんかったらしい。それを言うてしもたら、キタは完全に自分を見捨ててしまうて思たみたいや』

　仁は、はあ、と気の抜けた返事をした。

　土屋に直接漫才をやめてくれと言えない理由は、そういうことだったのだ。わかってしまえば、単純なことである。

『逆にキタは、ワガママで気まぐれな妹やけど、漫才のことだけは応援してくれてるて思たみたいやな。高校入って相川に出で会おてから、そらもう嬉うれしそうに、べらべらべらべら相川のことしゃべりまくったらしい』

　あくまでものほほんとした新田の口調に、仁は低くうなった。桜子が最初から敵意を持っていた理由が、これでわかった。

『散さん々ざんノロケ話聞かされて、兄貴が相方としてだけやのうて、別の意味でも相川ゆう男に、めろめろのでれでれやてわかった桜ちゃん、慌てまくったそうや。まあ、あれやな。単純に言うたら、お兄ちゃんの全部を取られてしまう、と思たんやな』

「おい優勝、土屋は別に俺のこと……」

　焦あせって言葉を挟はさむと、新田は、まあ黙って開けや、と柔やわらかく仁を制せいした。

『しかもお兄ちゃんと相川某なにがしはコンテストの予選を突破して、本選にまで残ってしもた。桜ちゃんはますます慌てた。このままやったら、ほんまにお兄ちゃんを取られてしまう。文化祭の実行委員の仕事なんかノンキにやってる場合やない、うちへ帰って、何としてもこの計画を阻そ止ししなければ！』

　次第に講こう談だん師しのような口調になってきていることに、気付いているのかいないのか、新田は滑なめらかな口調で続けた。

『桜ちゃんとしては、お兄ちゃんに嫌われるんはイヤやから、相川某を攻撃しようとしたわけや。ところがこの相川某、大たい概がいの男がでれ～、となってまう桜ちゃんを前にしても、カタブツというか冷静というかで、全然動じる様子がない。さあどないしよう。漫才の相方を奪うことはでけん。せやけど別の意味で奪うことはできる。せめて別の意味で奪うことができたら、お兄ちゃんの全部は持っていかれんで済む。せやから心にもないことを言うてしもた、とこういうわけや』

　ふー、と新田は息を吐いた。仁も思わず息をつく。子機を握りしめた掌に、いつのまにか汗が滲んでいた。

　こうして話を聞くと、矛盾だらけに思えた桜子の行動が、実は一いっ貫かんした思考に基もとづいていたことがわかる。

　桜子は、兄が好きなのだ。

　見捨て返したと言いながら、復讐すると言いながら、兄を切って捨ててしまえない。嫌ってしまえない。それどころか、自分をかばってくれる優しい兄の存在を、いまだに強く求めている。

　当の兄は、ただただ妹に嫌われているのだと悲しみ、彼女を傷つけてしまった自分を責めるばかりで、求められていることに気付かない。

　そうして数年にわたって互いに本音を隠し続けたせいで、今のように不自然な兄と妹の関係が出来上がってしまったのだ。

　兄弟て厄やっ介かいやな、と仁は思った。面めん倒どうで手て間まがかかる。

　その一方で、羨うらやましいとも感じた。どうがんばっても自分には一生持ちえない絆きずなを持つ土屋と桜子が、少しだけ妬ねたましい。

『そういうわけやから、桜ちゃんのことは大目に見てやってくれんか。おまえらの邪魔したこと、桜ちゃんなりに反省してるみたいやし』

　普通の口調に戻った新田に、頼むわ、と言われて、仁はハタと我に返った。

　何でこいつ、こんなに詳しい知ってるんや。

「……何でおまえ、あのコの気持ちを知ってるんや」

『ああ、桜ちゃん、今うちにおんねん。自分の気持ち全部ぶちまけたら疲れたみたいで、よう寝とるわ』

　新田は土屋の幼なじみである。つまり、桜子とも幼なじみということだ。桜子も、新田には気を許しているようだった。

「優勝、おまえ、あのコが好きなんか？」

　遠慮がちに尋ねる。すると、ハハハと明るい笑い声が返ってきた。

『ちゃうちゃう。桜ちゃんを狙ねろてるんは僕やのうて、うちの弟や。その弟のために一肌脱いで、代理で電話したっちゅうわけ』

「おまえ、弟なんかおったんか」

　仁は幾分か頓狂な声をあげた。

　夏休みに入ってから何度か新田家のお好み焼き屋へ行ったが、それらしい人物に会ったことはない。新田の口から兄弟の話が出たこともなかったので、彼も自分と同じ一人っ子だと思っていたのだ。

『おう、おるで。夏休みは野球の合宿やら遠征で忙しいて、あんまりうちにおらんのやけどな。あ、ちなみに弟、リトルリーグの日本代表選手やねん』

　朗ほがらかな口調で言う新田に、仁は眉をひそめた。幼い頃はプロ野球選手になりたかったと、新田が言っていたことを思い出したのだ。才能がないから中学でやめたと聞いた。

　一方の弟は、日本代表になるほどの野球エリートだという。

　ここん家ちの兄弟もまた複雑そうや……。

　仁の沈黙の意味を理解したのだろう、新田はクスリと笑った。

『弟は今、小学校五年生や。僕がちょうど野球をあきらめた頃に、野球始めてん。そのときにはもうほとぼりも冷めてたし、あいつに才能があるて聞いたときは、ほんまに嬉しかった。妬ましいて思わんかった言うたら嘘になるけど、僕ができんかったことをこいつはやれるんやて思たら、誇らしい気持ちになってん』

　そうか、と頷きかけた仁は、今の新田の話の中に、妙にひっかかる箇か所しょがあったことに気付いた。

　小学校五年生、と新田は言った。

　ということは、桜子よりも四つ年下、ということだ。大人になってからなら四つぐらいの年の差は気にならないかもしれないが、新田の弟は小学生、桜子は中学生である。

「……えらいオトコマエな弟やな」

　思わずつぶやくと、新田はふふ、と楽しげに笑った。

『あいつ、物心ついたときからずっと桜ちゃん一筋やからな。何ちゅうの、献けん身しん愛あいっちゅうの？　俺は一生おまえが好きやから、あんな頼りない兄貴放っといてさっさと俺に頼れ、とか言うたりしてな』

　エライ、と仁は純粋に感心した。小学生である新田の弟の方が、本当の気持ちを口に出すことができなかった自分より、遥はるかに度量が大きい。ずっと度胸がある。

　俺も、好きて言わな。

　嫌われるのは怖い。疎うとまれるのも嫌だ。

　だからといって、本当の気持ちを言わずにいたら、後悔が残るだけだ。

　土屋と桜子のように本音を隠したままでは、どんなに言葉を重ねても、気持ちが通じることはない。逆に話がこじれて誤解を生むばかりだ。そんな風になる前に、正直に自分の気持ちを打ち明けなければ。

　相川が、その方がええんやったら。

　弱々しい物言いが耳に甦よみがえった。感情を押し殺したような、力のない声だった。

　あのとき、おまえが殺した感情は何やったんや、土屋。

　俺は、それを知りたい。

「ありがとう、優勝」

『んん？　相川に礼を言われるようなことは、何もしてへんで』

「ええねん。ちょお俺、これから行くとこあるから」

　言いながら、仁はすっくと立ち上がった。子機の向こうで、新田が微ほほ笑えんだ気配がする。

『おう。邪魔したな。そしたらまた』

　またな、と返して仁は子機を戻した。

　まだ少し頭が痛い。右の掌にも違和感が残っている。恐らく目許は腫はれているだろうし、目も赤いだろう。

　けれど、体には力と熱が漲みなぎっていた。

　仁は目を閉じて、大きく深呼吸した。そして予行練習のつもりでそっと囁ささやいてみる。

「好きや」

　ズキリと胸が痛んだ。

　土屋のことが好きだという自覚は以前からあったが、こうして声に出したのは初めてだ。

　心で思うだけでなく、唇に乗せて外へ出すことの威い力りょくを、仁は初めて知った。

　好きや。

　言葉にしたその想いが、爪つめの先にまで行き渡る。吐く息すらも、たった三つの文字の羅ら列れつに支配されているような気がした。大声で叫ばずにいられないような、激しい衝動が腹の底から突き上げてくる。

「好きや、土屋……！」

　低くつぶやいて、仁は目を開けた。

　そして、部屋を飛び出した。










　優勝んとこにはおらんやろうな。

　新田のところには桜子がいる。それに新田は先ほどの電話の中で、桜子についてはあれこれ説明していたものの、土屋のことにはほとんど触れなかった。

　とりあえず、家に行ってみるか。

　階段を降りる間にそこまで考えた仁は、スニーカーを履はくのももどかしく、踵かかとを踏ふんだまま勢いよく玄関のドアを開けた。

　が、ドアは何かにぶつかったらしく、完全には開き切らずに、ドン、と鈍い音をたてる。

「イテ！」

　悲鳴のような声があがって、仁は驚いた。三十センチほど開いたドアの隙すき間まから外を覗のぞく。

　そこには、腰に両手をあててうずくまっている土屋がいた。どうやらドアの前に座り込んでいたらしい。仁が開けたドアに、思い切り腰をぶつけたようだ。

「土屋！」

「ううう、イタイ……」

「おい、大丈夫か？」

　慌てて外へ出ると、仁は土屋の側そばにしゃがみ込んだ。ううー、とうなっている土屋の肩に手を置く。かなりの勢いでドアを開けたから、相当痛かったはずだ。

「どこぶつけたんや？　怪け我がは？　打っただけか？　うわっ、ここめちゃめちゃ暑いやないか！　熱ねっ中ちゅう症しょうになったらどないすんねん！　てゆうかおまえこんなとこで何してんねん、危ないやろが！」

　矢や継つぎ早ばやに怒鳴ると、いきなり腕をつかまれた。

「つ……」

　顔を上げた土屋と、目が合う。

　ひたと見据えてくる双眸の奥に確かな熱を見つけて、仁は息を飲んだ。食らいつくように強く強く見つめられて、視線をそらすことができない。鋭いラインを描く頰に残された赤い痣あざが、手て負おいの獣けものを思わせた。

　しん、と沈黙が落ちる。

　昼下がりの住宅街は静かだった。車も人も通らない。夏休みだというのに、焼けつくような暑さのせいか、子供たちが遊ぶ声も聞こえない。隣りん家かの庭先にある松にとまっているのだろう、ジーワジーワと鳴く蟬の声だけが耳に届く。

　仁が土屋と自分の二人だけしか、この世界に存在していないような錯さっ覚かくに陥おちいりかけたそのとき、ふいに土屋が口を開いた。

「好きや、相川」

　以前に告白されたときに聞いた、低く甘い声ではなかった。もっと切せっ羽ぱつまった、熱にうかされたような声だった。土屋がどういう意味で『好き』と言ったのかは、その声からも、向けられる視線の熱さからも、充分伝わってくる。

　胸の奥で燃えていた火が、静かに、けれど急速に全身に広がるのを感じて、仁はわずかに身み震ぶるいした。

「……俺も、好きや」

　掠れた声が出た。

　仁の告白を聞いても、土屋はぴくりとも表情を動かさなかった。怖いぐらいに真剣な顔で、まっすぐに見つめてくる。仁の手首はしっかりと土屋につかまれたままだ。

「ほんまに？」

　照りつける夏の日差しを額に受けた土屋が問う。その小麦色の肌に浮いた汗の粒に胸がざわめくのを感じつつ、うん、と仁は頷いた。

「おまえと、キスしたい。そういう風に、好きや」

　囁くように告げると、スッと土屋の目が細められた。手首をつかむ指に、痛いほど力がこもる。

「……ほんま？」

　きつい陽光を反射してこげ茶色に光る土屋の双眸を見据え、仁は躊ちゅう躇ちょすることなく、再びこくりと頷いた。

「おまえに、触りたい。おまえの全部に、触りたい。おまえに、触ってほしい。俺のこと、全部、触ってほしい」

　言葉を発する度たびに、体温が一度ずつ上がってゆくような気がした。喉のどの奥が干ひ上あがっていて、息をするのも苦しい。土屋の指がからみついている手首が、やたらと熱い。

　コクリ、と土屋の喉が動いたのがわかった。やけにリアルなその動きに気をとられていると、低く掠れた声が聞こえてきた。

「俺も、触りたい。相川に、触りたい」

　ふいに蟬の声がやんだ。

　刹那、頭の中が真っ白になった。

　仁はつかまれていた手首を返し、逆に土屋の手首をきつくつかみ返した。抗議するでもなく、されるままになっている土屋を家の中に引きずり込む。スニーカーを脱ぎ捨てた仁は、土屋の手首をつかんだまま二階へと駆け上がった。

　自室のドアを開け、中に飛び込む。

　外とは格段の差がある涼しい空気にほっと息をつく間もなく、仁は土屋の後こう頭とうを乱暴につかみ寄せ、そのまま唇を合わせた。

　ガツ、と歯がぶつかる。

　それが合図だったかのように、土屋は仁の体を力まかせに抱きしめてきた。密着した体のあまりの熱さに、目眩めまいを感じる。互いに唇を開き、貪むさぼるように口づけ合うと、その目眩は一層ひどくなった。

　全身が土屋を欲ほっしている。一昨日おとといの比ではないほど、欲情しているのを感じる。

「ふ……、んっ」

　息継ぎもろくにできないキスの合間に、自然と声が漏れた。

　抱くのか、抱かれるのか。

　ほんの一瞬、そんなことが頭の端を掠める。

　どっちでもええ、と針の先ほどしか残っていない理性で仁は思った。

　どっちでもええ。

　土屋とやったら、どっちでも。

　何の前触れもなく、腰にまわされていた土屋の手がジーンズにかかった。仁も土屋の首筋にまわしていた右手を下ろし、土屋のジーンズに手をかける。

　深く唇を合わせたまま手て探さぐりで互いを暴あばくその行為に、仁は背筋が痺しびれるような快感を覚えた。ぞくりと肌が粟あわ立だつ。土屋に触れている部分が火を噴き、全身が灼やけてしまうような錯覚に陥る。

　熱い。熱あつうて死にそうや。

　朦もう朧ろうとする意識の中でそんなことを考えていると、仁がそこへたどり着くよりも先に、土屋の手が直接下か肢しに触れてきた。

　次の瞬間、鼓こ動どうが一気に跳ね上がる。

「ん！」

　あまりに強い刺激に、たまらず唇を離す。途端に漏れた甘い吐息は、容赦なく動く土屋の手に煽あおられ、瞬く間に温度を上げた。

「あっ、土屋……！」

「相川……！」

　切迫した声に促うながされて、仁も夢中で土屋に触れる。既に充分高まっている土屋を、更に高みへと導く。

　たちまち土屋の唇からも声が漏れた。その掠れた声にまた、体中が燃えるように熱くなる。

　自分でするときとは比べものにならない圧あっ倒とう的てきな熱に侵おかされて、仁はうめいた。いつもより数倍淫いん猥わいに聞こえる水音に、聴覚まで侵されているような気がする。

「はっ、あ、あ……！」

　いつのまにか、仁は壁際まで追いつめられていた。出しっぱなしにしていた掃除機が足に当たったような気もしたが、そんなことにかまっている余裕はない。

　額を土屋の肩に預けて喘あえぐと、首筋に嚙かみつかれた。痛みとも快感ともとれる感覚に、高い声があがる。その反応に刺激されたのか、土屋の呼こ気きも乱れた。く、と喉を鳴らす音が聞こえる。

「土、屋……！　も、あか……！」

「んっ……、俺も……！」

　互いに焦じらすつもりも、我慢するつもりもなかった。与えられる刺激に逆らわず、素直に熱を解放する。

　雪崩なだれのように襲いかかってきた快感に負けて、仁はずるずると床に座り込んだ。つられるように土屋の体も崩くずれ落おちる。そのまま二人、もつれ合うように床に転がった。

　一度達したというのに、熱はまだ去らなかった。

　それどころか、ますます温度を上げている。もっと、と体中が叫んでいるようだ。

　もっと土屋に触れたい。触れてほしい。

　ひどい渇きに似た欲求のまま、仁はのしかかっている土屋のシャツを脱がせるために手を伸ばした。その動きに応えるかのように、土屋も手を動かす。ただし、長い指が仁から引ひき剝はがしたのはＴシャツではなく、ジーンズと下着だった。

「……相川、相川！」

　熱に浮かされたような声で呼ばれたかと思うと、露あらわになった後ろをいきなり探られた。強烈な圧あっ迫ぱく感かんがそこから湧き上がってきて、きつく眉を寄せる。

　しかし、制止はしない。足の間に陣じん取どった土屋を押しのけることもしない。

　未知の行為に対する恐怖よりも、土屋を欲する気持ちの方が強かった。土屋に触れられるなら、どんな形でもかまわなかった。

　とにかく触れたい。体の芯が蕩とろけて溶けてしまうまで、もっともっと高め合いたい。

「く、あっ……！」

　苦痛と快感が複雑に入り混じった刺激が休むことなく襲いかかってきて、仁は息を乱した。

　自然と腹や腿もも、臀でん部ぶの筋肉に力が入る。キックボクシングで鍛きたえられているはずのそれらは、土屋の動きに合わせて弱々しく引きつる。その動きすらも味わうように、土屋は空あいている方の手で、仰あお向むけに横たわった仁の体をくまなく愛あい撫ぶした。

「……ん、うう！」

　内部に入り込んだ指先が生み出す刺激と、切れ切れに与えられる前への愛撫とに翻ほん弄ろうされて、土屋に触れようと伸ばした手が次第に言うことをきかなくなってくる。

　くそ、俺かて、もっと触りたいのに……！

　触られてばかりいることが悔しくて、仁は意い趣しゅ返がえしとばかりに土屋のシャツを強く引っ張った。弾けたボタンが床に飛び散り、バチバチ、と乾いた音をたてる。

　その音でスイッチが入ったかのように、土屋は突然、それまでの探るような動きをかき乱す動きに変えた。

「あ！　うあ！」

　今までで一番大きな声が唇から漏れた。急速に増した違和感に、全身が総そう毛け立だつ。とても堪えきれず、腰が大きく跳ねた。

「相川、力、抜いて……！」

「で、きるか……！　この、アァ！」

　アホ、と言おうとしたのに、喉の奥から出てきたのは悲鳴だった。

　もう、気持ちが良いのか痛いのか、よくわからなかった。汗に濡ぬれ尽つくした自分の体が熱いのか冷たいのかすら、判然としない。喉を反そり返かえらせ、後頭をフローリングの固い床に押しつけて、ただ喘ぐ。

　己の忙せわしない吐息に紛まぎれて、全く余裕のない土屋の息遣いが聞こえた。相川、とくり返し呼ぶ声も、ひどく掠れて熱をもっている。

「つ……ちや……！」

　搾しぼり出だすように名を呼ぶと、唐突に指が引き抜かれた。ぐったりと力を抜いたところを見み計はからったように、すかさず足を抱え上げられる。

　無防備な体勢に仁が羞しゅう恥ちを覚える前に、熱く濡れたものがあてがわれた。土屋によって柔らかく解ほぐされたそこが、ひくりと反応する。

「相川……！」

「っ！　いっ……！」

　ゆっくりとではあるが、確実に間かん隙げきを埋うめてゆく土屋の動きに、仁は歯を食いしばって耐えた。しかしすぐに歯の根が合わなくなり、泣き声に近い悲鳴をあげる。

　無意識のうちに縋すがるものを探すと、すかさず濡れた体が差し出された。

「土屋、土屋、土、屋……！」

　固くひきしまった上半身に、必死でしがみつく。

　熱い。痛い。苦しい。

　今、己の体を支配しているそうした感覚は、全て土屋によって与えられたものだ。土屋からもたらされたものだ。

　熱に侵された全身でそう実感した途端、凶悪なほど強い快感が背筋を這はった。土屋を受け入れた自分の体が、高温に熔とかされた飴あめのように、どろどろに蕩けてゆくような錯覚に陥る。

　熱さも痛みも苦しさも、何もかも全てが嬉しい。

　嬉しくて嬉しくてたまらない。

「好き、や……、好きや、土屋……！」

　嵐のような歓喜の中で口走ると、奥まで入り込んでいた土屋の熱が一気に力を増した。短い嬌きょう声せいをあげて背を反り返らせた仁の耳に、俺も、という声が届く。

「俺も、好きや……！」

　叫ぶように告白されると同時に激しく突き上げられて、仁は土屋の背に思い切り爪を立てた。

　後は二人一緒に、ただ高みを目指した。
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　ドアが開く気配がして、仁はベッドに寝転がったまま薄く目を開けた。

　入ってきたのは土屋だった。仁のシャツとハーフパンツを身につけている。大きめのサイズを貸してやったのに、肩の辺りが少し窮きゅう屈くつそうだ。

　今、洗濯機の中にある土屋の衣服は当分乾きそうにない。それに、シャツのボタンはいくつかとれてしまっている。

　今日はこのままの格好で帰らせるしかないな……。

　ふと目についた時計の針は、二時をさしていた。つい先ほど時間をかけてシャワーを浴びたばかりだ。その時間を考慮しても、随分長く抱き合っていたことになる。どうやら初めて触れる互いの体に、夢中になりすぎていたらしい。

　そういや俺も土屋も、昼飯食うてない。

　そんなことをぼんやり考えていると、土屋が足音をたてないようにそうっと近付いてきた。どうやら仁が眠っていると思っているらしい。静かにベッドの脇に腰かけた土屋の手に、ペットボトルが二つ握られていることを確認して、仁はしっかり目を開けた。

「水」

　いきなり言うと、土屋はギクリと体を震わせた。切れ長の目許がうっすらと赤く染そまる。

「ああ、びっくりした。起きてたん？」

「水くれ」

「えっと、あの、水、飲むんか？」

「……飲む以外に何をせえっちゅうんや」

　毒どくづいた仁は、だるさを訴うったえる体をゆっくり動かした。途端に鋭い痛みが下肢を直撃する。

きつく眉を寄せた仁の肩を、土屋は慌てて摩さすった。

「痛い？　辛い？　大丈夫？」

「大丈夫なわけあるか。痛いし熱いし、まだ入ってるような気ぃするし」

「は、入ってる……？」

「初めてやのに二回もやったからやろ」

　よっこらせ、という年寄りじみたかけ声と共に、仁は上体を起こした。再び下肢が疼いたが、耐えられない痛みではない。

「ご、ごめんなさい」

　思わず、といった感じで謝った土屋の眉は、八の字に寄っていた。失敗を仕し出でかした犬が飼い主に叱しかられているような表情がおかしくて、仁は笑う。

「アホ、謝んな。俺かてやってもええて思たからやったんや。だいたい、謝らなあかんのは俺の方やし」

「え、何で？」

「このツラ」

　きょとんとしている土屋の頰を、仁は手の甲で軽く叩いた。鋭いラインを描えがくそこにはまだ、手形が薄く残っている。

「思い切り叩いて悪かった。すまん」

　拳こぶしを使い慣れている自分が、拳ではなく掌てのひらで叩いた。

　それってやっぱり、好きやから、やろな。

　苦い罪悪感と共に一種の感慨を覚える。

　以前、土屋の脇わき腹ばらを思い切り蹴けり上あげて、怪我をさせてしまったことがある。そのときとは違って、今回は土屋を好きだという自覚が充分すぎるほどあった。きっとその自覚が無意識にも影響したのだろう。だから頭に血が上っても、拳や足が出なかったのだ。

「これは相川が悪いんやない。相川の気持ちを考えへんかった俺が悪かったんや。ごめん、ほんまに」

　再び眉を八の字に寄せた土屋に、苦笑する。

「おまえが謝ることない。俺の気持ちなんか、俺が口に出して何も言うてへんのに、おまえに考えろて言う方が無理や」

「ごめん……」

「せやから謝んなっちゅうの。ええから水」

　ずいと右手を差し出すと、土屋は慌ててペットボトルを手渡した。サンキュ、と受け取って蓋ふたを取り、一気に喉に流し込む。カラカラに渇いていた喉が潤うるおされる感覚に、仁は思わず目を細めた。

　体に残っているのは、痛みと疲労だけではない。今まで経験したことがない深い充足感と安堵感が、指先にまで浸しん透とうしている。想う相手と心のままに体を重ねることが、こんなにも満たされる行為だなんて初めて知った。

　ペットボトルをベッドヘッドに置いた仁は、水に濡れた口許を手の甲で拭いながら、横目で土屋を見み遣やった。

　神妙な顔をしてうつむいている土屋の髪は、仁に続いてシャワーを使ったばかりなので、まだしっとりと濡れている。いつもは見えている額が前髪で隠されている様は、ひどく新鮮だ。

　オトコマエやのに情けないツラが似合うとこがごっつカワイイ、とか思うんは、俺がこいつに惚れてるからやろう。

　言い様のない暖かさが胸に湧くのを感じながら、仁は、土屋、と呼んだ。土屋は、ハイ、と改まった返事をする。

「気持ち良かったか？」

「え」

　土屋は弾かれたように顔を上げた。

「俺とやって、気持ち良かったかて聞いてんねん」

　仁の口許に浮かんだ悪戯いたずらっぽい笑みを認めた土屋は、精せい悍かんな顔を最大限に緩めた。蕩けそうな甘い笑みを浮かべて、愛いとしげに見つめてくる。

「めちゃめちゃスゴク気持ち良かった。ありがと、相川」

「ああ？　礼を言われるようなことはしてへんぞ。気持ち良かったんはお互いさんやろ」

「けど、抱かれてくれたやんか。……痛かったやろ？」

　上目遣いで問われて、仁は軽く肩を竦すくめてみせた。

「別に俺はおまえとやったら、抱こうが抱かれようが、どっちでもよかったからな。だいたい、痛かったんもお互いさんやろ。俺もおまえの背中思い切りひっかいたし」

　仁としては嘘うそ偽いつわりのない本心を言ったまでだったが、土屋は感心したようなうなり声をあげた。

「相川、やっぱりごっつカッコエエなあ……。俺、また惚ほれ直なおしたわ」

　さも幸せそうに目許を緩めた土屋はペットボトルを脇に置き、ベッドに乗り上げてきた。壊こわれ物ものを扱うように仁の腰に腕をまわし、そっと抱き寄せてくる。

　無理を強しいた体に障さわらないよう、精一杯気を遣つかっているらしいその動作に満足して、仁は抗あらがうことなく体を預けた。すると、背後から覆おおい被かぶさるように、長い腕の中にやんわりと抱き込まれる。ボディシャンプーの爽さわやかな香りが鼻先をかすめた。

「俺はほんまに幸せもんや。こういうことしても、怒られへんし」

　仁の肩口に顎あごを乗せて、土屋がうっとりとつぶやく。

　すぐ脇に差し出された額を、仁は掌で軽く叩いた。

「触ってけえへんかったんはおまえやろが」

「せやかて相川、俺がくっつく度にびくびくしとったやろ」

　密着した体から直接伝わってくる声が心地好い。自然と土屋に寄りかかりながら、仁は眉を上げた。

「はあ？　何を言うてんねん。びくびくなんかしてへんわ」

「えっ、そうなん？　触るとめっちゃ体固かたなるし、怖がられてるんかなあ思て」

「アホか。何で俺がおまえを怖がらなあかんねん。それはびくびくしてたんやない。ドキドキしとったんや」

「えっ、そうやったん？」

　心底驚いたような声こわ音ねに、仁は苦笑した。

「それで触るんやめたんか？」

　うん、と土屋は頷く。

「初めて相川に好きて言うてキスしたとき、相川、普通と違ちごたやろ。もともと福ふく島しまさんのことで混乱してたゆうか、弱ってたゆうか、そういう状態やったし……。俺的には、弱みにつけ込んだみたいで、ちょっと後ろめたかってん。何か怖がられてるみたいやし、ひょっとしたら友達以上には見られてへんかもしれんて思たけど、漫才は一緒にやってくれるし。せやから、とりあえず九月の本選が終わるまでは、漫才に集中しよう思て……」

　一度言葉を切った土屋は、仁の首筋に隆たかい鼻先をすりつけた。くすぐったくて、やめろアホ、と笑いながら身を捩よじると、いーやーや、と甘えるような答えが返ってくる。

「今言うたんは、半分以上タテマエや。ヘタに相川にくっつくと、そのまま押し倒してまいそうやったから触るんやめてん。夏やし、露ろ出しゅつ度高なってくるし、俺もかなりドキドキしとったんやで」

「そないにドキドキしとったんやったら、押し倒したらよかったのに」

　あっさり言ってやると、土屋は大おお仰ぎょうなため息を落とした。

「そない簡単に言うて……。相川が俺を相方としてしか見てへんかったら犯罪やろ」

「嫌やったら蹴り倒すがな。アバラの二、三本ぐらい折ったら、襲う気もなくなるやろ」

「フラれた上にアバラ折られるんか……？　そんなアブナイ賭かけは、できるだけ遠慮したいです……」

　土屋の情けない口調に、仁は笑った。肋ろっ骨こつにヒビを入れられた経験がある土屋としては、今の言葉を冗談には受け取れなかったのだろう。

「そういやおまえ、何であのとき妹と俺が付つき合おうてもええて言うたんや」

　至近距離にある精悍な横顔を見つめて言うと、んー、と土屋は首を傾かしげた。

「あのときは、正直どないしてええかわからんかってん。昨日の電話の後、桜子と話をしたんや。そんときに漫才するんやめてほしいて初めて言われて、びっくりして……」

　新田の話によると、土屋は、わがままな妹でも、漫才のことだけは応援してくれていると思っていたらしいから、それは驚いただろう。

　仁は無意識のうちに、手を伸ばして土屋の頭に触った。乾ききっていない髪をそっと撫でてやると、土屋は恍こう惚こつとした表情になる。

「漫才だけは絶対やめられんて言うたら、漫才さえできたらそんでええんやな、て逆ギレされた。後は何でもわたしの言うこと聞くんやろ、て決めつけられて、俺もさすがにカッとして。めっちゃ久しぶりに桜子とケンカしてん」

　ふうん、と仁は頷いた。

　互いに気を遣いながら接しているより、喧嘩ができる状態になって良かったのではないかと思う。土屋の桜子に対する扱いは、腫れ物に触るようだった。罪を償つぐなう受刑者のような兄が、桜子にとっては不満だったのかもしれない。本音をぶつけ合える間柄になれば、今すぐでなくても、いつか互いの誤解を解くことができるだろう。

「で？」

　指先で土屋の前髪を弄もてあそびながら問うと、で？　と土屋も首を傾げた。何がどう、で？　なのかわからないらしい。

「ケンカしたことが、何で妹と俺が付き合うてもええていう考えに結びつくねん」

　ああ、と土屋は間の抜けた声をあげた。

「それはやっぱり、普通やったら女の子と付き合いたいて思うやろ。俺、相川は俺のこと怖がってるんやて思てたから、やっぱり女の子のがええんかな、とか、相方になってくれただけでもありがたいて思わなあかんのかな、とか……、ここでうんて言わな、相方としても愛あい想そ尽かされてまうかも、とかいろいろ考えて、頭ん中混乱してきて……」

「そんで、相川がその方がええんやったら、て言うたんか」

「うん……」

　土屋は決まり悪そうに頷いた。

　仁はまた、ふうん、と返事をした。

　その声と雰囲気で、仁の機嫌が悪くなったことに気付いたのだろう、背中にぴたりと寄り添っている土屋の体が強こわ張ばる。

「あの、でも、相川に叩かれて追い出された後、桜子にはっきり言うたんや。俺は相川が好きやて。おまえにも、誰にも、絶対に譲ゆずれんて。そんで、俺はどうなってもええけど、相川だけは傷つけてくれるなて頭下げてん」

「……頭下げたんか」

　低い声で問うと、土屋は目に見えてたじろいだ。それでも仁の腰にまわした腕を解こうとしない辺りは、かなり根性がある。

「えっ、えっ、あかんかった？」

　間延びした口調が、幾分か早くなった。

「桜子は一応それで納得してくれたみたいで、一言も反論せんと、突然うちに帰るって言い出して……。俺は、ちゃんと相川に好きやて言わなあかんて思て玄関に残ったんやけど、よう考えてみたら別に好きて言われたわけやないやん、とか、けど泣いてたし、とか、また混乱してきて……」

「その混乱は暑さのせいやろ。あんなクソ暑い場所で、まともに思考力がまわるかい」

　指先にからめた髪を引っ張ってやると、土屋は、あう、と声をあげた。この情けない声を聞くのも、久しぶりのような気がする。

　自然と頰が緩むのを感じながら、仁は腰にまわった腕をそのままに、体ごとゆっくり土屋に向き直った。そして、正面にある精悼な顔を見上げる。

「わかったで、土屋」

「え、何が？」

　きょとんと見返してきた土屋に、仁はゆっくりとした口調で言った。

「おまえは漫才のことに関しては、あきれるほど強引で自分勝手で非常識やけど、他のことに関しては気ぃ遣いすぎやねん。たぶん、周りに気ぃ遣つこて生きてきたせいやと俺は思うけどな」

「え……」

　小さく声をあげた土屋の首筋に腕をまわし、仁は続けた。

「俺に相方になってくれて言うてきたときも、全ぜん漫まんに出るて決めたときも、かなり強引で一方的やったやないか。俺がどんなに文句言うても、何とかして絶対に説き伏せたる、みたいな強さがあった。けど、妹のことはどうや？　自分が悪い、せやからワガママ言われてもしゃあないて、自己完結してしもた。俺のことかてそおや。弱みにつけこんでしもたて考えて、妙な遠慮した。怖がられてるみたいやからって、触るのやめた。相手に不快な思いをさせんとこうとして、自分の気持ちを簡単に抑えてしもてる」

「う……」

　土屋は何か言いたげに唇を動かした。しかし言葉はひとつも出てこず、そのまま沈黙する。

　眉を寄せてうつむいてしまった土屋に、仁は胸の奥がじんわりと熱くなるのを感じた。

　生き真ま面じ目めで、実直で、素直で。

　こういうとこも、好きや。

「そおいう気遣いはおまえの美徳なんやろうけど、はっきりせんでイライラするときもあるな」

　ズバリと言うと、土屋はますます深くうつむいた。腰を抱く腕からわずかに力が抜ける。それでも離れようとはしない土屋がおかしくて、仁は思わずクス、と笑った。

「そやけど俺に比べたら、おまえのがずっとまともや。俺は自分のことばっかり考えすぎやねん。好きて言わんかったんも、おまえが俺のこと好きやなかったらどないしようて考えたら、怖こわなったからや。傷つくんが怖かった。俺はサイテーな臆おく病びょうモンや」

　自嘲気味に言うと、土屋は驚いたように顔を跳ね上げた。

「相川は臆病なんかやないよ！」

　その語気の強さに、仁の方が驚く。思わず瞬まばたきをすると、土屋はまっすぐにこちらを見つめてきた。

「お笑い嫌いやったのに、漫才してくれたやんか。福島さんのことも、ちゃんと一人で決着つけに行った。相川は臆病なんかやない」

「アホ」

　きっぱりと言い切った土屋の額を、仁は軽く叩いた。髪で隠れたそこは、ピタン、と小さな音をたてる。

「それは、おまえがおってくれたからや」

　土屋が側にいてくれたから。

　土屋が頑かたくなだった心を解きほぐしてくれたから。

　だから、強くなれた。

　切れ長の目を丸くして、じっと見つめてくる土屋の後頭を引き寄せると、仁は触れるだけの口づけを落とした。

「相川……」

　震える声で呼ばれる。唇に触れた土屋の熱い吐息に、胸がズキリと甘く痛んだ。

　愛しいと思う。

　土屋の全てが愛しい。

「な、土屋。これからは、言いたいことは遠慮なしに言うからな」

「うん」

「おまえも、できるだけでええから言え。欲しいもんは欲しい、気に入らんもんは気に入らんて言うんや」

「うん」

　土屋は素直に頷くと、仁の肩口に顔を埋めた。体ばかり大きい子供をあやしているような気分になって、優しく背中を撫でてやる。

　土屋が自分を強くしてくれたように、自分が側にいることで、土屋にも新しい力が生まれてくることを願わずにはいられない。

　前へ踏み出す力。困難に立ち向かう力。

　仁が土屋にもらったそうした力を、土屋にも与えてやりたい。

　これから先、そうして互いに与え、与えられる関係になることができたら、どんなに嬉しいだろうか。

「……なあ、相川」

「うん？」

「早速やけど、今の俺の正直な気持ちを言うてもええ？」

　遠慮がちな物言いが微笑ましくて、仁は鷹おう揚ように頷いた。

「おう、ええぞ。言え言え、言うてまえ」

　あんな、と土屋は声を潜ひそめた。

「またしたなってきたんやけど」

「は？」

「もう一回したいんやけど」

「もう一回て……」

　何をもう一度したいのかを理解した次の瞬間、仁は今の今まで優しく摩っていた土屋の背中を、掌で思い切り叩いた。たちまち、イテ！　と声があがる。

「イタイイタイイタイ～」

「どこが気持ちじゃボケ！　それは気持ちと違ちごてヨクボーじゃヨクボー！　てゆうかおまえ、さっき二回もしといて何を言うとんねん！」

　痛む下肢をかばいつつ、仁は満身の力を込めて土屋を引っぺがしにかかった。真面目な受け答えを想像していた自分が恥ずかしい。頰だけでなく、耳までもがじんじんと熱くなる。

　一方の土屋は、離されまいと仁の体にしがみついてきた。

「今度は触るだけにするから大丈夫～。これ以上無理はさせへんから～」

「離せコラ！　おまえは大丈夫でも俺は大丈夫やない！」

「相川はじっとしててくれたらええよ。俺が触りたいだけやし。せやからもう一回だけ～」

「ドアホ！　おまえ今日、何しにうちに来たんや？　漫才の稽古しに来たんやろが！」

　形の良い耳をぎゅう、と引っ張りながら怒鳴る。すると、土屋はようやくおとなしくなった。仁の腰にまわしていた腕を名な残ごり惜おしげに解く。

「ソウデシタ……」

「そやろ。もうちょっと休んだら稽古するぞ。昨日の分、取り戻さな」

「ハイ……」

　土屋はまた叱られた犬のように、眉を八の字に寄せてうつむいた。

　漫才の稽古をしようと言っているのに、こんなにしょんぼりしている土屋を見るのは初めてで、仁は思わず吹き出した。










　平日ということもあってか、夕方の新幹線のホームにはスーツを着込んだビジネスマン風の人物が多かった。九月に入って幾いく分ぶんか和やわらいだ暑さは、人々の眉み間けんから皺しわを取り去ったようだ。皆、緩ゆるく吹いてくる風に、心ここ地ち好よさそうに目を細めている。

「やっぱりのぞみに乗りたかったなあ。先っぽが普通の新幹線よりカッコエエもんな～」

　隣で子供のような不平を漏もらす土つち屋やの額ひたいを、仁じんはビタンと叩いた。たちまち、あう、と情けない声があがる。

「贅ぜい沢たく言うな。だいたい、乗ってしもたら先っぽなんか見えんやろが」

「それはそおやけどー」

　額を押さえながら、土屋は唇を尖とがらせる。まあまあ、と笑顔で割って入ったのは新にっ田ただった。

「キタとしては、一番速いのに乗りたかったんやろ。今日はキタと相あい川かわにとって、一種の門かど出でみたいなもんやからなあ」

　縁えん起ぎ担かつぎ～、と両手を合わせる土屋に、仁は眉をつり上げた。

「そんなもん担ぐな。やれるだけのことはやったんやから、実力で勝負せえ」

「おおっ！　うちの相あい方かたは強気ですカミサマ！　俺、どこまでも相川についていくし～」

「おう、しっかりついて来いや」

　当然、とばかりに頷うなずいた仁の横で、新田が、うひい、と妙な声をあげる。

「カミサマ～、僕がラブラブ光線を浴びて溶とけてなくなる前に、この二人をどうにかしてください～」

「コラ優ゆう勝しょう！　ラブラブて言うな！」

　すかさずツッこんだ仁の肩には、大きめのスポーツバッグがかけられている。土屋も同様だ。中には二日分の着替えとホテルの宿泊券が入っている。明後日あさっての日曜日、東京で行われる本選に向かうのだ。

　両親は、がんばれ、と家から送り出してくれた。父親も母親も、笑いながら涙ぐんでいた。口に出しては特に何も言わなかったが、二人とも、東京へ転校して以来笑わなくなった息子に心を痛めていたのだろう。心配かけてたんやろな、と思う。

　土屋の家族も家で息子を見送ったらしい。ホームまでやって来たのは新田だけだ。わざわざホームまで来てくれんでもええで、と言った仁に、彼はけろりとして答えた。

　おまえらが有名になったら、こいつらがトーキョー行くときに見送ったトモダチは僕だけですーて自慢できるやろ。

　そんな自慢してどないすんねん、と尋たずねると、うちの店の宣伝に決まってるやろが、と楽しげに笑った。新田らしいその答えに、仁はこの友人が、陰かげながら自分と土屋を支えてくれていたことを改めて実感した。

「ほーれ優勝、ラブラブ光線～」

　迫はく力りょくのない声で言った土屋が、ふいに抱きついてくる。

「ヤメロキタ、俺はまだ死にたない」

　よろよろと数歩後ろに下がった新田に、そんなんで死ぬか、とツッこんでから、仁は土屋の額にデコピンをくらわせた。あう、と声をあげた土屋は、たちまち涙目になる。

「いーたーいー」

「痛いとうしとんのやから、痛うて当たり前じゃ！　コラ土屋、離れろ暑苦しい！」

「えー、俺は暑うないもん～」

「俺よりおまえのが体温高いんやぞ。おまえは暑うのうても、俺は暑いっちゅうの」

　仁が手で追い払う仕し種ぐさをすると、土屋はなぜかひどく嬉うれしそうに笑った。一方の新田は恐れをなしたように、また一歩後退する。

「うわー、相川素すでラブラブ……」

「せやからラブラブて言うな優勝！　って土屋おまえいつまでくっついとんねん！　離れろ言うてるやろ！」

「本番でネタが飛ばへんオマジナイ～」

「またおまえはそういうくだらんことを言う！　マジナイなんかアテにすんな！」

　今日まで、本当によく稽けい古こをした。新田だけでなく、クラスメイトたちにも見てもらって研究を重ねた。五分間のネタを、完全に自分たちのものにできたと思う。

　ちなみに土屋とは、まだ最初の一回しか体をつなげていない。

　本選終わったら、また最後までやってもええ？　今度はちゃんと準備するし、痛いとうせんようにがんばるから。

　今日の昼休み、弁当を食べている最中に真顔で尋ねられて、さすがの仁もツッこむのが数秒遅れた。いちいち聞くな！　と土屋の額を叩いたときには、顔どころか耳まで熱くなっていた。

　正直、触るだけでそれ以上のことはしない土屋に、コイツまたヘンな遠慮しとんのかいな、と思っていたのだが、どうやらそういうわけではなかったらしい。土屋は土屋なりに計画のようなものを立てていて、それを実行に移しているだけのようだ。

　ほとんどだらしないまでに笑み崩れて肩になついている土屋を、目を細めて見下ろす。

　何やかんや言いながら、どこまでもマイペースなんやからな。

　我知らず頰ほおが緩んだそのとき、ふいに新田が、お！　と大きな声をあげた。仁も土屋も、反射的に新田の視線の先を追う。

　新幹線を待つビジネスマンの合間を縫ぬうように、こちらへ向かって走ってくる二つの人影が見えた。背の低い少年が、背の高い少女の手を引いている。少年に見覚えはなかったが、鮮あざやかなブルーのワンピースを着た少女には見覚えがあった。桜さくら子こだ。

　玄関から外へ追い出して以来、仁は彼女に一度も会っていない。翌日にはもう、寮へ帰ってしまっていた。直接謝りに来こさしたかったんやけど、と申し訳なさそうに言う土屋に、仁は首を横に振った。

　おまえが気にすることやない。それに人間、そんな何もかもいっぺんに変わることなんかでけんやろ。

「一かず虎とら！」

　新田が手を振ると、少年は一瞬、にやりと白い歯を見せた。しかし仁と目が合った瞬間、不機嫌そうに眉間に皺を寄せる。

　……何やまた物もの凄すごい敵意を感じるんやけど、気のせいやろか。

「カズちゃんはともかく、桜子、おまえ何でここに……」

　駆け寄ってきた二人を前にして、土屋が目を丸くする。妹がここに来ることを知らなかったようだ。動じていないのは新田一人である。どうやら新田は最初から、桜子が来ることを知っていたらしい。
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　当の桜子は、自分より背が低い少年の後ろに隠れるようにしていた。そっぽを向き、こちらを見ようとしない。

「わたしが見送りに来たらあかんの？」

「いや、あかんことはないけど……」

　視線をそらしたまま素そっ気けなく言われて、土屋は困ったように頭をかいた。戸惑ってはいるようだが、端たん整せいな顔に悲しそうな苦笑は浮かんでいない。

　そのことに気付いた仁が思わず笑みを浮かべると、新田がコホンと咳せき払ばらいした。

「あー、相川。これ、僕の弟の一虎。数字の一いちにトラて書いて一虎やねん。一虎、こっちがキタの相方の相川仁」

　仁は、こんにちは、と軽く頭を下げた。

　少年……一虎は、ども、と短く答えたものの、きつい視線で仁をじろじろと眺ながめまわした。あからさまな敵意を感じて、仁は眉を寄せる。

　初対面やのに、何でこないににらまれなあかんのや？

「コラ一虎。ガンを飛ばすな」

　兄に頭を叩かれた一虎は、イタイ、の一言もなしに、無言で桜子を振り返った。さすが日本代表だけあって、その動きは敏びん捷しょうだ。

「おい、桜子」

「呼び捨てにするなて言うてるやろ。しつこいでカズ」

「そんなことはどうでもええ。コイツのどこがええんや。どっちかいうたら、キタの方がまだ男らしいやないか」

　不機嫌そのものの声で尋ねる一虎に、桜子は一瞬で真っ赤になった。

「なっ、何言うてんのあんた！」

「俺の背が低いんは今だけや。俺は親父似やから、絶対百八十ぐらいまで伸びる。コイツより高たかなる」

「誰が身長の話をしてるん！」

「俺にしとけて。どうせコイツはキタのもんなんやろ」

「カズ！」

　桜子が悲鳴のような声をあげたそのとき、新田の鉄拳が弟の頭を直撃した。さすがの一虎も、うう、とうなって頭を押さえる。

「コラ一虎。おまえ、相川が狩かり野の輝てる之ゆきにプロのキックボクサーの道をすすめられた格かく闘とう家かやいうことを知ってて、そういう態度をとってんのか？」

　のんびりとした兄の口調に、一虎は恨うらめしそうに仁を一いち瞥べつした。そしてぼそりとつぶやく。

「桜子は格闘家が好きなんか……」

「ち・が・う！」

　茫ぼう然ぜんと一虎と桜子のやりとりを見守っていた仁は、むきになって言い返す桜子に、少し驚いた。以前、彼女を覆おおっていた固い殻からのようなものがなくなっているような気がする。相変わらず素直ではなさそうだし、素っ気ないところはそのままだが、雰囲気が少し柔やわらかくなった。

　……とか観察してる場合やないぞ。

　一虎はさっき、何と言った？

　桜子は格闘家が好き。

　……格闘家て、俺のことやんな……。

　ということは、つまり。

「あかんあかんあかん！　あかんで桜子！」

　仁より先に、土屋が反応した。珍めずらしくかなりの早口で『あかん』を連発したかと思うと、横からがばっと抱きついてくる。

「相川は渡せん！」

「なっ、ちょっ、コラ、土屋！」

　大声で宣言されて慌てた仁を、桜子はちらりと見上げた。しかし目が合った瞬間、すぐ明後日あさっての方を向いてしまう。

「知ってるもん。わたしは最初から失恋や」

　桜子、と呼ぶ土屋の声と一虎の声が重なる。二人とも、安あん堵どしたような、それでいて少しバツが悪いような、複雑な呼び方をした。そのことに気付いたのか否いなか、桜子はふいにこちらをまっすぐに見つめてきた。

「お兄ちゃんも相川さんも、コンテストなんか落ちたらええねん。わたし、漫才なんか大嫌い」

　はっきりとした口調で言うと、桜子は涼しげな美び貌ぼうに笑みを浮かべた。言葉の内容とは裏腹の、思いの外ほか穏やかな笑みに、思わず目を瞠みはる。

　仁のその表情を認めた桜子の顔に、今度は満足そうな笑みが広がった。かと思うと唐突に踵きびすを返し、振り返ることなくスタスタと歩き出す。

「あ、桜子！」

　すかさず追いかけたのは、一虎だった。

「……うーん、女にょう房ぼう関かん白ぱく。がんばれカズちゃん」

　つぶやいた土屋に、仁は無意識のうちにツッこんだ。

「それを言うんやったらカカア天でん下かやろ」

「あ、なるほどー」

　頷いた土屋の顎あごが耳に当たって、仁は眉をひそめた。先ほどから、ずっと抱きつかれたままだ。ただでさえ、ビジネスマンたちの中で、Ｔシャツにジーンズという格かっ好こうの仁たちは目立っていたのである。そこへ更に目立つ容姿の桜子が現れて、一虎と賑にぎやかなやりとりを展開してくれたのだ。かなり注目されてしまっている。抱きつかれること自体は、もうそれほど恥ずかしくはないが、注目され過ぎるのは本意ではない。

「なるほどーやない。いつまでくっついとんねん、離れろ！」

「あ、バレた～？」

　えへへー、と笑いながら離れる土屋の額を叩く。叩かれた土屋はまた嬉しそうに笑った。

「ごめんな、相川。うちの弟、普段からあんなんやねん」

　新田が申し訳なさそうに謝る。

「……普段はあんなんとちゃうねん、て言わんか？　普通」

「や、でも、ほんまにあんなんやから。一虎はともかく、桜ちゃんは、がんばれて言いに来たと思たんやけどなあ」

　首を傾げる新田に、ええんや、と仁は笑った。

　桜子はきっと、一人で見送りに来る勇気がなかったのだろう。一虎に手を引かれてきたことからも、常に一虎の後ろに隠れるように立っていたことからも、彼女が一人では行動できなかったことがわかる。

　けれど、桜子は桜子なりに一歩前進したのだ。最後に浮かべてみせた穏やかな笑みが、それを証明している。

「あれで充分や。な、土屋」

　呼ぶと、土屋はこくりと頷いた。桜子に似た涼しげな目許に自じ嘲ちょうの影はない。悲しそうな色もない。ただ優しげな笑みが浮かんでいるのを確認して、嬉しくなる。

　あのコだけやない。おまえもあのコに媚こびたりせんようになった。

　おまえも、前進したんや。

　先ほど土屋があけたばかりの距離を、仁は自ら一歩つめた。腕が触れ合うほど近付いた仁に、土屋は幸せそうに目を細める。つられるように、仁も自然と頰を緩めた。

　その様子を黙って見守っていた新田が、うひい、と声をあげてのけ反ぞる。

「ああっ、またラブラブ光線がっ」

「せやからラブラブて言うなっちゅうの！」

　仁がツッこんだそのとき、軽かろやかな電子音が鳴った。新幹線がホームに到着することを知らせるアナウンスが辺りに響く。

　仁は思わず土屋を見上げた。

　土屋も全く同じタイミングで、こちらを見下ろしてくる。

　既に見慣れた精せい悍かんな顔つきには、隠しきれない嬉しさと愛いとしさと、そして絶対の信頼が映っていた。漫才の相方としてだけでなく、土屋来きたるという存在全ての相方として、自分が今、土屋に見つめられていることを感じる。必要とされていることを感じる。

　我知らず、笑みが浮かんだ。

　俺もや、土屋。

　俺もおまえが必要や。

　俺の相方は、おまえだけや。

「行くか」

　ホームに滑すべり込こんでくる新幹線に視線を移し、仁はゆっくりと言った。

　土屋はさも嬉しそうに、うん、と頷く。

　これから、相方としての二人の関係が始まるのだ。

　いや、もうとっくに始まっていたのかもしれない。入学式の日、土屋に抱きしめられ、マイスイートハニー！　と呼ばれたあの瞬間から。

「では、二人の明るい前ぜん途とを祈って。ばんざーい！」

　突然背後で両手を挙あげた新田に、驚いて振り向く。同じように振り向いた土屋は、ニッコリ笑った。

「ありがとう優勝！　新婚旅行が東京て思い切りベタやけど、ボクタチ、必ず幸せになります！」

　新田に負けじと大声で叫んだ土屋の額を、仁はビタン！　と叩いた。

「何でやねん！」
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　土つち屋や来きたるは、隣でううううー、と低いうなり声をあげている相あい川かわ仁じんを見み遣やった。

　左手には食べかけのやきそばパンが、右手にはシャープペンシルが握られている。胡座あぐらをかいた足の間には、数学の問題集とノートが広げられていた。何じゃこら、どないなってんねん、と形の良い唇がぶつぶつとつぶやく。くっきりと弧こを描く眉まゆは思い切り寄せられている。

　二人そろって屋上に腰を落ち着けてから、相川はずっとこの調子だ。どうしても最後の一問が解けないらしい。

　本当は、食べるか問題集やるかどっちかにしたら、と言いたかったが、土屋は敢あえて黙っていた。弁当を口に運びつつ、相川が問題を解き終えるのを静かに待つ。

　四限終了のチャイムが鳴ると同時に、土屋は相川と昼食をとるべく、彼のクラスまで足を運んだ。二年に進級してクラスが別れてからというもの、そうして相川を誘いに行くのが土屋の習慣になっている。漫まん才ざいのネタ合わせをするため、というのが昼食を共にする主な理由だが、土屋としては、少しでも長く相川と一緒にいたいから、というのも大きな理由だ。

　お迎えが来たで相川～、と笑う新にっ田た優まさ勝かつやクラスメイトたちに、人を死人みたいに言うな、とツッこみつつ歩み寄ってきた相川の手には、パンが入ったビニール袋の他に問題集とノートが握られていた。

　また微び積せきの青あお木きがアホほど宿題出しよってん。

　問題集に目をとめた土屋に、相川は眉を寄せて言った。相川のクラスで数学を担当している青木という教師は、やたらと宿題の量が多いことで有名だ。

　家ではやってしまえん量やから、すまん、ちょっとだけ。

　屋上の南側にある給きゅう水すい塔とうの下に座るなり、相川はそう言って、パンを片手に猛もう烈れつな勢いでシャーペンを走らせ始めた。

　学年トップの新田ほどではないが、相川も勉強はできる方だ。三百人ほどいる二年の中で、常に五十位前後をキープしている。文系の教科が得意な土屋とは反対に、理系が得意らしい。だから本来なら、どんなに数学の宿題の量が多くても、余裕で片付けられるはずなのだ。

　そんな相川が昼休みに宿題をやっているのには、理由がある。

　一ヵ月ほど前、年末に予定されている漫才のスペシャル番組に出ることが決まったのだ。

　放課後を新ネタの稽けい古こや打ち合わせに費ついやすため、宿題をやる時間が充分にはとれないのである。

　一年のときに受けたコンテストで優勝こそ逃のがしたものの、土屋と相川は審査員特別賞を受賞した。それを機に事務所に所属し、プロの漫才師として活動を始めることになった。

　幸い、私立高校である母校の理事長や校長が理解のある人物で、学校の承認は簡単に得ることができた。また、土屋の両親も相川の両親も、説得するまでもなく、あっさりと活動を認めてくれた。

　まあいきなり売れるわけないし、ゆっくりいこう。

　相川と二人でそう話し合っていたのだが、現実は違った。

　活動を始めた途端、審査員特別賞を受賞した現げん役えきの高校生、しかも二人そろってアイドル並みのルックスということで、あちこちから出演依頼が舞い込んだのである。最近は随ずい分ぶん落ち着いてきたが、一年の秋から二年の春頃にかけては、目がまわるような忙しさだった。

　そんな中でも相川は、学校生活や勉学をおろそかにはしなかった。スケジュールがきつくても、可能な限り登校し、授業を受けた。もちろん土屋も彼に倣ならった。

　漫才はやりたい。正直、おもろいし楽しいからな。けど、ガッコも大事や。ええ加減なことはしたない。自分でも欲張りやと思うけど、どっちも中途半端にしたないねん。

　真面目な顔でそう言った相川を、土屋は心底カッコイイと思った。

　出会ってから一年半になるが、もう何度相川に惚ほれ直なおしたかわからない。

　惚れ直す、てゆうより、惚れ重ねるって感じやな。

　相川の言葉。行動。仕し種ぐさ。表情。

　それらに際限なく惹ひかれてゆく自分を感じる。

　箸はしを動かすのをやめた土屋は、十一月に入って秋めいてきた風が相川のくせのない髪を揺らすのを、目を細めて見つめた。

　ここ一年で頰ほおの丸みが幾いく分ぶんかとれ、もともとの端たん整せいな顔立ちが更に際きわ立だってきた。無む駄だな肉が一いっ切さいついていないスラリとした体つきも、少年から青年のものに移行しつつある。

　きれいやなあ、と思う。

　そう思った瞬間にまた、好きになっている。

　俺はいったいどこまで相川を好きになるんやろう。どこまでもどこまでも好きになるような気ぃする。

　……おまえはそんでええやろう。けど、相川はどうなんや。

　ふいに昨日、担任の教師に言われた言葉が耳に甦よみがえってきて、土屋はドキリと心臓が跳はね上あがるのを感じた。

　おまえはコンビ続けていきたいて思おもてても、相川がどう思てるかはわからんやろ。

「あーっ！　わからん！」

　突然大声がして、土屋はハッと我に返った。

「やめややめ！　俺はもう飯を食う！」

　自や棄け気ぎ味みに怒ど鳴なった相川はシャーペンを放り出し、乱暴に問題集とノートを閉じた。左手に持っていた焼きそばパンを右手に持ちかえ、豪ごう快かいにかぶりつく。

「だいたいなあ、宿題の量多おおしたかてそれで成績上がるわけないっちゅうねん。逆にやる気なくなるっちゅうの。それから土屋！」

「ハイ！」

　急に呼ばれて、土屋は反射的に背筋を伸ばした。眉み間けんに皺しわを寄せた相川が、じろりとにらみつけてくる。すっきりとした目め許もとがわずかに赤く染まっているのを見て、ああ、カワイイなあ、などとまた思ってしまう。

「おまえ、俺を見すぎや。集中できん」

「ご、ごめんなさい」

　不機嫌な声で言われて、見すぎていた、もとい見み惚とれていた自覚があった土屋は思わず謝った。軽くため息をついた相川は、胡座を組んでいた足を伸ばす。そしてゆっくりとフェンスに背を預けながら、土屋、と呼んだ。

「おまえ、何か俺に言いたいことでもあるんか？」

「え？」

「ずっと見てるから」

　ちらりと視線を投げてきた相川に、土屋は正直に答えた。

「や、きれいやなあ思て」

　風に揺れるこげ茶色の髪も、夏の日焼けをわずかに残した滑なめらかな肌も、長い睫まつげを従したがえた双そう眸ぼうも。何もかも全部、きれいだと思う。

　自然と笑み崩れながら見つめていると、相川は怪け訝げんそうに顔をしかめた。

「きれいって何が」

「何って、相川が」

　答えるのと同時に、ビシ、と額ひたいを叩かれた。あう、と声をあげて額を押さえる。

「いーたーいー」

「アホか。大口開けて焼きそばパン食うてる男のどこがキレイやねん。どうせやったらカッコエエて言え」

「せやけどきれいやて思たんやもん～」

「あ、またキレイて言いやがったな」

　相川は即座に拳こぶしを作ると、ぐりぐり、と頭に押しつけてきた。イタイイタイイタイ～、と土屋は声をあげる。

「カッコエエて言えコラ」

　クスクス笑いながら言われて、土屋も、カッコエエしキレイ～、と笑いながら答えた。

　風が冷たくなってきたこともあってか、昼休みの屋上に生徒の姿はほとんどない。人目がないせいか、相川も随分リラックスしているようだ。

　二年に進級したばかりの頃、わざわざ『バンデージ』を見にやってくる新入生が跡をたたず、常に好奇の目に晒さらされているような状態だった。そうして見られることに対して、相川は特別気にしている風はなかったが、やはり人目があるのとないのとでは違う。

　相川は俺と違ちごて繊せん細さいなとこがあるし、しょっちゅう見られるんはしんどかったんとちゃうかな。

　そんな風に思った途端に、再び担任の声が耳に起った。

　将来のこと、二人でちゃんと話はなし合おうたんか？

「土屋？」

　相川のこげ茶色の瞳が間近にあって、土屋はぎょっとした。

「わっ、何？」

「おまえが急にぼーっとするからやろ。何や、風邪でもひいたんか？」

「大丈夫、平気や。風邪なんかひいてへんよ」

　慌てて首を横に振ると、そおか？　と相川は眉をひそめた。

「おまえ、ヘンなとこで我慢強いからな。具合悪いんやったらすぐ言えよ。我慢すんな」

　土屋はうん、と笑顔で頷いた。その応こたえに満足そうな笑みを浮かべた相川は、早速ネタについて話し始めた。これ以上ないぐらい真面目な口調に、土屋も真剣に耳を傾ける。

　漫才も高校生活も中途半端にしたくない、という言葉の通り、相川は真しん摯しに漫才に取り組んでいる。妥だ協きょうは許さないし、稽古も決してさぼらない。納得がいくまでとことん練習する。そのため、必然的に漫才に費やす時間が多くなり、彼が小学生の頃から続けてきたキックボクシングは、月に一度か二度、ジムへ行くだけになっているようだった。

　長いこと続けてきたのにええの？　と遠慮しいしい問うと、キックボクシングは俺の武器やったんや、と相川は穏やかな声こわ音ねで答えた。

　助けられたことは事実やし、強うなるんが嬉しかったんも事実や。せやからキックボクシングには感謝してるけど、基本はやっぱりいじめと戦うための武器やってん。けど、漫才は武器やない。漫才そのものが楽しいからやってんねん。

　ジムのオーナー兼指導者である狩かり野のとも話し合ったのだと相川は笑った。

　狩野さんもジムの皆も、バンデージの応援してくれるって。

　嬉しそうな相川の様子に、土屋もひどく嬉しくなった。キックボクシングよりも漫才を選んでくれた相川に、どれだけ感謝しても感謝し足りないぐらいだった。そうしてニコニコ笑って相川を見つめているところを目撃した新田が、ああっ、ラブラブ光線フルパワー炸さく裂れつ～！　と叫んだことは記憶に新しい。

　相方としての相川の努力と才能、そして情熱に、土屋はとても満足している。

　だから今はいい。今はこれ以上ないぐらいに幸せだ。

　けれど、将来はどうなる。卒業したらどうなる。

　相川は、俺と漫才してくれるんやろか。

　この先ずっと、漫才コンビ『バンデージ』でいてくれるのだろうか？










　今月の頭に、進路調査が行われた。

　三年になると、国公立大学を受験する者と私立大学を受験する者にクラスが分かれる。その中で更に、理系に進む者と文系に進む者に分けられ、それぞれの受験科目に対応した授業が行われるのだ。

　進学校である母校では、就職を希望する者は皆かい無むに等しい。だから進路調査と名がついているものの、実質的には、クラス分けのための志望大学調査なのである。

　しかし、土屋は進路調査用紙に大学名を書かなかった。第一志望校を書く欄らんに、就職希望、と書いたのみである。

　相川という最高の相方が見つかった以上、大学へ行くつもりはなかった。卒業したらすぐ、プロとして漫才に専せん念ねんするつもりでいた。迷いは全くなかった。

　放課後、進路指導のために担任の教師に呼び出されたときも、土屋はきっぱりと宣言した。

　俺は大学へは行きません。このままプロの漫才師になります。

　四十をいくつか超えた担任は、ため息をついた。どうしてもか、と問われて、どうしてもです、と土屋は答えた。すると担任は、またため息を落とした。

　まあ、おまえみたいのが一人ぐらいおってもええとは思うんやけどなあ。

　苦笑まじりにそう言った後、担任はまっすぐに土屋を見つめてきた。

　けどな、土屋。現実は相当厳しい思うで。今は現役の高校生やいうことで騒がれてる部分が大きいやろ。卒業したらそうはいかん。ぎょうさんおる漫才コンビのうちの一組に過ぎんようになるんや。それでもやっていけるか？

　わかってます、と土屋は答えた。

　けど俺は、卒業したら漫才師になるて決めてるんです。

　反論されるかと思ったが、担任は意外にも素直に、うん、と頷いた。

　おまえはそんでええやろう。けど、相川はどうなんや。将来のこと、二人でちゃんと話はなし合おうたんか？

　落ち着いた口調で問われて、土屋は椅子に腰かけたまま固まった。そして、相川は……、とつぶやいたきり、言葉を失ってしまった。

　……俺、将来のこと、相川ときちんと話し合うたことない……。

　自分が漫才を続けるのだから、当然、相川も漫才を続けるものと思い込んでいた。コンビを解消するなんて、相川以外の誰かと組むなんて、想像すらしていなかった。

　それほどに、相川との相性はぴったりだったのだ。

　微動だにしなくなった土屋を見み据すえ、担任は淡々と続けた。

　おまえはコンビ続けていきたいて思おもてても、相川がどう思てるかはわからんやろ。コンビ解消とまではいかんでも、相川は大学行きながら漫才しようて思てるかもしれん。そしたらおまえが思うようには活動でけんのとちゃうか。










　センセの言う通りや、と土屋は思う。

　改めて思い返してみると、コンビを組んでから今日まで、将来のことをどう考えているのか、一度も相川に尋ねたことはなかった。卒業してからもずっと一緒に漫才やりたいねん、と自分の意志をはっきりと告げたこともなかった。

　あまりにも相川とのコンビがうまくいきすぎて、相川と一緒にいることが当たり前になりすぎて、離れ離れになるという概がい念ねんそのものが、頭の中から抜け落ちていたのだ。

　俺は救いようのないアホや。完全に浮かれてた……。

　相川のことを考えなかった自分に、どうしようもなく腹が立つ。

　土屋は長いため息を落とした。足がやたらと重い。鉛なまりを引きずっているようだ。

　相川の家に寄って稽古をしてきた帰りなので、辺りはすっかり暗くなっている。古い民家が並ぶ通りを吹き抜ける風は、既に木枯らしといって良いほど冷たい。再び漏もれたため息の白は、その風に攫さらわれて瞬またたく間に消えた。

　土屋は物もの心ごころついたときから、漫才師になろうと決めていた。他の何かになろうと思ったことも、なりたいと思ったこともなかった。

　けれど、相川は違う。

　相川には相川の夢があったはずだ。そして、その夢が漫才師でなかったことだけは確かなのである。何しろ相川は、お笑いが嫌いだったのだから。

　相川がもし、卒業したらコンビを解消すると言ったら。そうして本来の夢に向かって進むと言ったら。

　俺は、どないしたらええんや……。

　ヒョウ、と悲鳴のような音をたてて吹きつけてきた風に、土屋は思わず首を竦すくめた。

　頼み込むしかない、とは思う。最初に相方になってくれと頼んだときのように、俺と一緒に漫才師になってください、と頭を下げるしか方法はないだろう。

　けどそれで、相川は漫才続けてくれるやろか。

　相川がお笑いを嫌っていたのは、いじめられたことによる心の瑕きずが原因だった。しかし、コンビを組んでからは、相川が笑いに対して脅おびえたことは一度もない。何度となくステージに立ったが、怯ひるむ素そ振ぶりすら見せたことがない。

　せやからって、瑕が完全に治ったとは限らん。

　それに、土屋が気付かなかっただけで、本当は脅えていたのかもしれないのだ。

　心の瑕は、目に見えないだけに厄やっ介かいだ。治ったのか治っていないのか、周囲はもちろん、本人にも判断できない部分がある。また、完治したと思っていても、ひょんなことで再発することもあるのだ。季節の変わり目や心配事があるとき、いまだに精神が不安定になる母親を見ていると、そのことはよくわかる。

　俺はいつでもどこでも相川の味方や。相川のためやったら、どんなことでもする。

　しかし、相川本人が瑕の再発を危き惧ぐしていたとしたら。笑いに対する恐怖心が再び芽め生ばえる可能性を考えて、一生の仕事として漫才師を選ぶのはきつい、と判断したら……？

　担任の教師が言った通り、今の『バンデージ』の活動は、現役の高校生という大前提のもとに成り立っている。事務所も、一応は学校生活に支障が出ないように気を付けてスケジュールを考えていてくれる。悪い言い方をすれば、高校という保険があるのだ。漫才が嫌になったら、そう、笑われるのが怖いと思ったら、事務所を辞やめて普通の高校生に戻ればいい。

　しかし、専業の漫才師になったら、そうはいかない。

　もう嫌だ、やめたい、と思っても、保険はないのだ。

　出会ったばかりの頃のように、ただ漫才を一緒にやってくれと頼むのと、漫才師になってくれと頼むのとでは、わけが違う。

　土屋は、もう何度目かわからないため息を落とした。

　相川が勉強をおろそかにせんかったんは、ひょっとしたら大学へ行くつもりやったからかもしれんな、と思う。漫才師になる、ならないは別として、相川はまだ将来を決めかねているのかもしれない。だから大学へ行って、モラトリアムを延長するつもりでいるのかもしれない。

　もし相川がそういう風に考えてたら、俺が大学行かんと漫才師になってくれて頼むことは、相川を追いつめることになるんとちゃうやろか。

　一緒に漫才がしたい。相川以外は考えられない。離れたくない。側そばにいたい。

　これからもずっと。

　しかし、自分の想いを押しつけることで、相川が追いつめられるのは嫌だ。

　相川は大切な相方だ。けれど同時に、大事な大事な恋人でもある。

　追いつめたくない。苦しめたくない。

「おいコラ！　そんなフラフラした歩き方しとったらひいてまうぞ！」

　いきなり背中からどやしつけられて、土屋は文字通り飛び上がった。

　慌てて振り向くと、そこには自転車にまたがった新田一かず虎とらがいた。野球の練習からの帰りらしく、泥どろだらけのユニフォームを着ている。

「何や、カズちゃんか……。脅おどかさんといてくれ……」

「おまえがユーレイみたいな歩き方してるからやろ」

　悪びれる様子もなくけろりと言ってのけた一虎は、身軽な動作で自転車から下りた。この一年で、一虎の体つきは随分たくましくなってきている。身長も五センチ伸びたと言っていた。本人が言う通り、日に日に父親に似てきているようだ。

「どないした。悩みがあんのやったら聞いたるぞ」

　変声期に入った一虎の声は幾分か掠かすれてはいるものの、全く揺ゆるぎがない。幼い頃から少しも変わらない、凛りん然ぜんとした響きがそこにある。

　土屋は我知らず、笑顔になった。

「……ありがとう。優しいな、カズちゃんは」

「誰にでも優しいわけやない。おまえが兄貴と俺の幼おさななじみで友達で、将来俺の兄になる男やから聞いたんのや」

　ぶっきらぼうに言った一虎を、まじまじと見下ろす。

　この、迷いのなさ。ひたむきさ。

　今の俺にはめっちゃこたえる……。

「何や。じろじろ見るな、気色悪い」

　眉を寄せた一虎に、土屋はため息まじりに言った。

「いや、カズちゃんはいっつもカッコエエなあ思て」

「そういうことは桜さくら子この前で言うてくれ。俺に言われてもしゃあない」

　実につまらなさそうに言われて、はあ、と土屋は頷いた。今日も新田一虎の世界は、桜子を中心に動いているらしい。

　妹の桜子は、京都にある私立の女子高校に通っている。中学のときと同じく寮に入っているので、なかなか大阪の実家には帰ってこない。

　高校も寮に入ると聞いた一虎は、また寮か！　何でそんな会えんとこばっかり行くんじゃ桜子ぉ！　と叫んで暴あばれた。しかし、すぐに考えを切り替えたらしく、今は寮にあててせっせと手紙を送り続けているらしい。

　一虎が桜子を好きだと広こう言げんし始めたのは、確か彼が三つぐらいの頃だ。赤ん坊だった一虎が『まんま』の次に口に出した言葉が、桜子、という意味の『しゃー』だったのだから筋すじ金がね入いりである。

「で、何を悩んでるんや。格かく闘とう家かに捨てられたんか」

　ズバリと言われて、土屋はわなないた。

「す、捨てられたて……。冗談でもそんなコワイこと言わんといて～」

「何や、捨てられてへんのか？」

「捨てられてません。捨てられたように見える？」

「まあな。捨てられてへんでも、どっちみち格闘家がらみのことで悩んでるんやろ」

　きっぱり言い切った一虎に、土屋は苦笑した。

　一虎は相川を格闘家と呼ぶ。桜子が『相川さん』と呼ぶとき、わずかに照れたような口調になるのが気に入らないらしい。相川、という言葉そのものを口に出したくないようだ。

「相川がらみやてようわかるなあ、カズちゃん」

「キタの場合、他に悩むことないやろが」

　はあ、とまた土屋は頷いた。

　一虎は、相川が土屋の相方であると同時に、恋人でもあることを知っている数少ない人間だ。しかし彼は兄の優勝と同様、男同士なんて気持ち悪いと避さけることもなく、ごく自然に土屋と相川の関係を受け入れている。外見や雰囲気は全くといって良いほど似ていない兄弟だが、こうしたおおらかさはそっくりだ。

「相川がらみっていうより、俺が一人でまわってるだけなんやけどな」

　薄暗い街灯の下、並んで歩き出しながら言うと、一虎は納得したように頷いた。

「ああ、そういう感じやもんなおまえら」

「そういう感じって？」

「格闘家は外見のわりにサバサバしてるっぽいからな。いっつもキタ一人がまわってる感じするで」

「そ、そうなん？」

「そおや」

　一虎は大きく頷いた。意外と鋭い。こういうところも兄に似ている。

　今も充分ええ男やけど、後三年ぐらいしたら、カズちゃんはもっとええ男になるやろな、と土屋は思う。

　迷わない強い意志。迷わせないだけの大きな度量。

　俺にはないもんばっかりや。

「なあ、カズちゃん」

「何や」

「もし……、もしやで。桜子が他の男と付き合うて言うたら、カズちゃんはどないするん」

「付き合うなて言う」

　即答されて、土屋はため息を落とした。

　そお言えたら楽やろな……。

　大学へは行かないでくれと、俺と一緒に漫才師になってくれと言えたら、自分は楽だ。

　しかし、相川はどうだろう。

　彼が苦しむことになりはしないだろうか。

「……とはいうても、桜子はきっと自分が決めた通りにするやろう。あいつはそういう奴や。俺が何を言うても無駄やと思う。今の俺は、あいつからしたら小学生のガキやろうし」

　独り言を言うようにつぶやかれた言葉の内容が、一虎らしくない弱気なものだったので、土屋は思わず隣を歩く少年を見下ろした。

　一虎はひどく気難しい顔をしていた。眉間には皺が寄り、口は真一文字に引き結ばれている。それは、大人も子供も関係ない、たった一人を想う人間の顔だった。

　土屋の視線を感じたのか、一虎は顔を上げた。表情を緩ゆるめ、利きかん気きの強そうな口くち許もとに、にっと笑みを浮かべる。

「けど、もし桜子が他の男と付き合うたとしても、やっぱりカズやないとあかんて思うはずや」

「……その根拠は？」

　あまりにも自信たっぷりな口調に気け圧おされつつ、尋ねる。すると一虎は、ぐ、と顎あごを上げてみせた。

「俺が桜子にそう思わしたるからや。こんな男よりカズのがずっとええて、絶対思わしたんねん。それぐらいの気合がなかったら、桜子みたいなええ女を好きになる資格はない」

　はっきりと断言されて、土屋は立ち止まった。

　なんちゅうオトコマエや。俺より五つ年下とは思えん……。

　つられるように立ち止まった一虎は、夜よ目めにもわかる白い歯を見せて笑った。

「優しいんもええけどな、キタ。優しいだけではあかんで。男は気合や、気合！」

「気合」

「そおや、気合や。悩んでる暇ひまがあるんやったら、惚れた相手のためにキリキリ努力せんかい！」

　カカカ、と豪快に笑った一虎を、土屋は眩まぶしいものを眺めるように見つめた。

　一虎のように、いや、一虎の十分の一でいいから自信を持ちたいと思う。相川に、漫才を続けて良かったと絶対に思わせてみせる。そう言い切れる自信を。

　けど、俺はカズちゃんみたいにはなれん。カズちゃんみたいに自信は持てん。

　けど、と再び土屋は思い直す。

　それでも、俺は俺なりにできることがあるはずや。

　努力することは、俺にかてできる。










「そんで？　昨日一かず虎とらに気合入れられたっちゅうのに、何でまた落ち込んでんねん」

　ニッコリと笑いながら尋たずねてきた新にっ田た優まさ勝かつに、土つち屋やはため息をついた。窓から差し込んでくる西日が目に染しみる。

　相あい川かわと新田が所属する一組の教室に残っているのは、新田と土屋だけである。オーケストラ部がパート練習をしている音や、運動部のかけ声が微かすかに聞こえてくるものの、室内は静かだ。

「努力ていうても、相川の一番側そばにおるとか、絶対味方になるとか、話聞くとか……。よう考えたら、俺にできることってその程度やねん」

　隣の席に腰かけた新田は、ほう、と頷うなずく。

　昨夜ゆうべ、一晩中、相川のためにできることを考えた。一虎に負けないぐらいに、それはもう気合を入れて。

　けど、結局思い付いたんはその程度や……。

「そんなもんぐらいで、相川が漫まん才ざい続けて良かったて、思おもてくれるとは思えんのや」

「ふんふん」

「せやけど、他にどんなことしたらええかわからへんねん。苦労させんとか貧乏させんとかは言えへんし。実際、プロとしてやっていくんやったら、楽しいこととか嬉しいことばっかりやないやろし、辛いこともぎょうさんあるやろし」

「そおやろなあ」

「あ、けど気合はなっ、気合だけはあるねん！　相川が空飛べ言うんやったら、飛んでみせるぐらいにな！」

「ほうほう」

「けど、気合だけではどうにもならん……」

「そおやねえ」

「なあ、優ゆう勝しょう～。俺って頼りない～？」

「そおかもなあ」

「あああ、やっぱり……」

　土屋はまたため息を落とした。その重く長い息に引きずられるように、机の上に突つっ伏ぷす。

　相川は今、進路指導室にいる。一昨日おととい、土屋が受けた進路指導を、相川も受けているのだ。相川が戻ってくるのを待っている間、相川の次に指導を受けることになっている新田に、こうして話を聞いてもらっているのである。

　ああ、相川は今頃、どんな話をしてるんやろ。

　相川が担任と話している様子を想像するだけで、心臓が不ふ穏おんな音をたてる。みぞおちの辺りが冷たくなる。

「別に、おまえは頼りなかってもええんとちゃうかなあ」

　新田ののんびりとした物言いに、土屋は眉を八の字にして顔を上げた。

「ええことない～、俺は頼りがいのある人間になりたい～」

「おまえが頼りなかっても、相川に頼りがいがあったらええやんか」

「う」

　土屋は言葉につまった。

　確かに、俺より相川のが頼りがいがありそうや。相川、カワイイてキレイだけやなくて、めっちゃカッコエエもんな……。

「けど、けど、支えてもらうだけではあかんねん。俺も支えたいねん。俺に頼りがいがなかったら、俺が相川を支えることがでけん。頼りになる奴やて、思てもらえへん」

　我知らず涙目になりながら言うと、新田は一瞬、眼鏡の奥の目を丸くした。しかしすぐに、ニッコリと笑みを浮かべる。

「ほんまにおまえらは正反対かと思たら、ヘンなとこでよう似てるなあ。お互いのことばっかり考えてるもんな。ええねえ。ラブラブやねえ」

「ラブラブはその通りやから否定せんけど、俺と相川のどこがよう似てるんや」

「本人に聞いたらどうや？　ちょうど戻ってきたみたいやし」

　廊下を駆けてくる音がする。どうやら全力疾しっ走そうしているらしい。

　近付いてきた、うわ、ごっつ速い、と思った次の瞬間、物もの凄すごい勢いで教室の扉が開いた。

「土屋！」

「ハイ！」

　いきなり呼ばれて、土屋はその場で直立不動の姿勢になった。

　肩で息をしつつ土屋の姿を確認した相川は、ほっとしたような笑みを浮かべた。かと思うと、土屋の横にいる新田に視線を移す。

「優勝、待たせたな。お先」

「いやいや。そしたら俺も行ってくるわ」

　おもむろに立ち上がった新田に、軽く肩を叩かれる。ちゃんと二人で話せ、と言げん外がいに言われたような気がして、土屋は項うな垂だれた。

「相川、僕、進路指導終わったら直接帰るわ。教室には戻って来こんし」

「あ？　ああ、うん」

　新田に声をかけられて、相川は何かに納得したように頷いた。

　静かに扉が閉まる。

　刹せつ那な、しん、と沈黙が落ちた。

　相川が息を整えている気配がする。同時に、足音がゆっくりと近付いてきた。

　今や、と思う。

　何か言うんやったら今や。進路指導どうやった？　とか。相川は進路どうするん？　とか。俺は漫才師になりたいねん、とか。

　何でもいい。早く口に出さなければ。

　しかし、言葉を出そうとすればするほど、喉のどの奥に何かがひっかかっているかのように、声が出てこない。視線を上げることすらできず、土屋はひたすら自分の足先を見つめ続けた。

「土屋」

　ふいに呼ばれて、反射的に顔を上げる。

　思ったよりずっと近くに、相川がいた。手を伸ばせば触ふれられる距離だ。

「今な、うちのクラスの担任だけと違ちごて、おまえんとこの担任とも話してきたんや」

　相川の凛りんとした声が教室に響いた。淡いオレンジ色の光を反射したこげ茶色の双そう眸ぼうが、まっすぐに見つめてくる。

　その強い視線に縫ぬいとめられたように、土屋もまっすぐに相川を見つめた。

　高校の入学式の日。初めて相川を正面から見、その声を聞いたとき、土屋は世界が一瞬で色を変えたのを感じた。周りの色が、いきなり鮮明になったような気がしたのだ。今まで生きてきた世界はモノクロだったのではないかと疑いたくなるほど、その変化は劇的だった。

　この人や、と思った。俺が探してたんは、この人や。

　直感した次の瞬間には、もう彼を抱きしめていた。

　そして、今。

　やっぱりこの人や、と土屋は思う。自分の直感が正しかったことを、改めて実感する。

　俺が相川のためにできることは少ない。おまけに、たいしたことはできん。

　けど、やっぱり俺には、相川しかおらん。

　土屋が意を決して口を開こうとしたそのとき、相川がいきなり頭を下げた。

「すまん」

　なぜ相川が謝るのかがわからなくて、土屋は思わず、え、と声をあげた。

　顔を上げた相川は、決まり悪そうに頭をかく。

「進路指導も始まったことやし、ちゃんと話さなあかんとは思ててん。せやけど、ほんまに俺自身、プロとしてやっていけるやろかとか、俺がおまえと一緒に漫才やっていきたいて言うたら、おまえは迷惑なんとちゃうかなとか、プロとしてやってくには、俺はおまえの負担にしかならんのやないかとか……、いろいろ考えてて、なかなか切り出せんかって……。悪かった」

　相川が悪いことなど何もない。迷惑なんてとんでもない。負担になんて、なるはずがない。

　相川は、何を言うてるんや。

　わけがわからなくて、土屋は遠慮がちに言った。

「え、と、あの、相川、それってどういう……」

「卒業したら、プロの漫才師になる。おまえと一緒にな。大学は行かん」

　揺ゆるぎのない力強い口調に、土屋は目を見開いた。

　思い切り後こう頭とうを叩はたかれたような気がした。いきなり核かく心しんを突かれて、思考力が麻ま痺ひする。何か言わねば、とぱくぱく口を動かすものの、肝かん心じんの声が出てこない。

　そんな土屋に少し笑って、相川は続けた。

「親はな、漫才師になりたいて言うたら、好きにしたらええて言うた。おまえが苦しんでるときに何もしてやれんかったのに、今更ああせえこうせえて口出しできんて言われたわ。おまえを助けてくれたんは土屋君やから、その土屋君と生きたいて言うて当然やて」

「相川……」

　無意識のうちに呼ぶと、相川はこれ以上ないぐらいに真面目な表情になった。そして、その表情と同じ真面目な口調で言う。

「ほんま言うとな、土屋。滅めっ多たにないねんけど、ほんまに時々やねんけど、今でも笑われるん、怖いて思うことあんねん。それって漫才師としては致命的やろ。爆弾抱かかえて生きてくみたいなもんや。俺とコンビ組んだら、おまえもその爆弾を一緒に抱えることになる。おまえ、そんでもええか？　そういう俺でええか？」

　土屋はただひたすら夕日に照らされた相川の顔を見つめた。

　怖いて思うことあるのに。

　それやのに、俺と漫才してくれるんや。

　俺と一緒にやってくれるんや。

　体が動かなかった。名前を呼ぶことさえできなかった。

　あまりにも嬉しくて、今にも心臓が爆発するのではないかと思えるほど、嬉しくて幸せで。それなのに息もできないほど苦しくて痛くて、同時に、ひどく切なくて。

　声が出ない。指先一本、自由にならない。

　ああ、どないしょう。俺、何やようわからんことになってきてる。

　どんな顔をしていいかわからない。何を言えばいいかわからない。体を突き破ろうとするかのような激しい感情を、どう処理していいかわからない。

　このままやったら、破裂する。

「え、わっ！　何で泣くねん！」

　そう言われて、土屋は自分の頰ほおが濡ぬれていることに気付いた。次から次から流れ落ちてくる水すい滴てきを、掌てのひらでぎこちなく受け止める。

「うわー、ほんまや……。涙出てる……」

　思わずつぶやくと、アホか！　と怒鳴られた。

「何や、どないした、どっか痛いんか？」

　相川の手が伸びてくる。肩をつかまれる。頰を拭ぬぐわれる。心配そうな顔が覗き込んでくる。

　二年に進級したばかりの頃、熱を出して倒れたことがあった。何や今日は妙に暑いなあ、などと思いつつ体育の授業を受けていたら、いきなりひっくり返ってしまったのだ。

　保健室で目を覚ましたとき、一番に視界に入ってきたのは、今にも泣き出しそうな相川の顔だった。驚いて、相川、と呼ぶと、頭ごなしに怒鳴られた。

　しんどかったら休めアホ！　中途半端にしたないとは言うたけど、ムチャしろとは言うてへん！　よく通る声が頭に響いて目眩めまいがしたが、土屋は反射的に頷いた。

　すると、相川は項垂れた。そして、すまん、と小さな声で謝った。

　俺、おまえに無理させたな。自分のことしか考えてへんかって、悪かった。

　相川の肩が震えていることに気付いて、土屋はいたたまれない気持ちになった。自分のために泣いている相川を見るのは辛つらかった。

　相川が謝ることなんかないよ。俺も中途半端はイヤやもん。これは、俺の自己管理が甘かったせいや。俺が悪かったんや。

　せやから泣かんでええよ、と囁ささやいて、相川の頰にこぼれ落ちた涙を指先で拭った。

　長い睫まつげを濡らす水滴を、宝石のようだと思った。ぎゅっと寄せられた眉を、きつくかみしめられた唇を、心底愛しいと思った。

　てゆうか、何で俺は今こんなことを思い出してんのやろ……。

　よくわからない。

　いろいろな感情が複雑に渦を巻いていて、巻きすぎていて、なぜか脈みゃく絡らくのない思考が浮かんでしまう。

「おい、土屋？　大丈夫か？」

　ただ涙を流し続けるだけの相方が本気で心配になったらしく、相川がペチペチと頰を叩いてくる。

「相川……」

「うん」

「相川」

「何や。どないした」

「泣かんでええよ……」

「はあ？　俺は泣いてへん。泣いてんのはおまえやろが」

　頓とん狂きょうな声をあげられて、土屋は慌てた。

　そおやなくて。今俺が言いたいのは、そおやなくて。

　胸の内にある激情に相応ふさわしい言葉を、必死で選ぶ。

「あの……、あのな、相川、俺の方こそ、ごめん……、俺、相川のこと、考えてへんかった。相川、俺と一緒に、ずっと漫才してくれるんやって……、勝手に、決めつけてて……、ごめん、ほんまに、ごめん」

　想いを的確に伝えようとすればするほど、うまく言葉にできなかった。そんな自分がどうしようもなく情けなくて、余計に涙が溢あふれてくる。

「俺、俺な、相川の側におることしか、できんねん。味方になることしか、できんねん。話聞いたり、愚ぐ痴ち聞いたり……、俺、相川のためやったら何でもできるけど……、結局、そおいう、そおいうことしかできんねん。相川が、苦しいても、怖こわなっても……、それぐらいしか、できんねん」

　黙って聞いている相川に、土屋は懸けん命めいに言った。

「そんでも……、そんでもな、俺、相川とずっと一緒におりたい。漫才したい。せやから、せやから……」

「土屋」

　相川の手が後頭にまわった。そっと抱き寄せられて、たまらずにその細身の体にしがみつく。細くてもしっかりと筋肉のついた相川の体は、よろけることなく土屋を支えてくれた。

「俺でええんか？」

　優しい声で問われて、土屋はこくこくと何度も頷いた。

「相川がええ。相川やないと、嫌や」

「俺の爆弾が爆発したら、おまえも一緒に死ぬんやぞ」

「うん、ええよ。一緒に、死ぬ」

　子供のように嗚お咽えつしながら答える。迷いは欠片かけらもなかった。相川と一緒に死ねるなら本ほん望もうだ。

　簡単に言いやがって、という苦笑まじりのつぶやきが聞こえてくる。

「土屋、おまえさっき言うたこと、ほんまやろな」

「さっき、言うたことって？」

「側におる。味方になる。そう言うたやろ」

　耳元で囁かれて、土屋は頷いた。

「ほんまや。いつでも側におる。誰が何て言おうと、俺は、相川の一番の味方や」

　抱きしめる腕に力をこめて言う。

　すると、相川は満足そうなため息を落とした。小さく笑う気配がする。

「そしたら大丈夫や。おまえがおったら、怖いことはない」

「……そうなんか？」

　うん、と相川は頷いた。

「おまえのこと考えるとな、怖いことなくなるねん。せやから、おまえが側におったら大丈夫なんや」

　幼おさな子ごに言い聞かせるようなゆったりとした物言いが、耳に心ここ地ち好よい。

　相川を抱きしめる腕に更に力をこめ、土屋は必死で言った。

「絶対、離れへん。側におる。ずっと、ずっと、一緒におる。せやから、俺と、漫才、してください」

「してくださいなんて言わんでええ。頼むことなんかいらん。俺かておまえと漫才やりたいんやから」

　芯の強さを感じさせる声で、相川が言う。同時に優しく背中を撫なでられて、土屋は胸が熱くなるのを感じた。嬉しくて嬉しくて、体中の血が逆流しそうだ。止まりかけていた涙が、また新たに溢れ出すのを感じる。

　頼まんでもええんやって。相川も俺と漫才やりたいねんて。

　こんな嬉しいことが、この世にあってええんでしょうか漫才のカミサマ。

「そしたら、一緒にやろ。一緒に、漫才やろ」

「おう。一緒にやろう」

　鷹おう揚ように答えた相川は、掌で軽く肩を押してきた。されるままに、上半身だけを少し離す。ただし腕は相川の腰にまわしたままにしておいた。完全に離れてしまうのは嫌だったのだ。

　視線を合わせた途端、相川はプ、と吹き出した。

「ひっどいツラやなあ。こないだの雑誌のイケメン漫才師てコピー、誇こ大だい広告になってまうで」

「せ、せやかて、俺、俺～……」

「わっ、コラ、泣くな」

　ポケットからハンカチを取り出した相川が、顔を拭ふいてくれる。乱暴でありながら優しい仕し種ぐさが嬉しくて、同時にやはり情けなくて、涙が止まらない。

「ああもう、しゃあないやっちゃなあ……」

　ため息と共につぶやいて、相川は笑った。

　愛いとしげに、目を細めて。

　自分に向けられたその微笑にぼんやり見み惚とれていると、ほんの一瞬、唇くちびるに柔やわらかいものが触れた。ちゅ、と小さな音がする。







[image: ]







「泣くな、マイスイートハニー」

　囁くような相川の声が耳に届いた。

　マイスイートハニー。

　ことん、と胸に落ちてきたその言葉は、たちまち甘い痺しびれとなって土屋の全身を支配した。

　……それって、俺のことやんな。

　俺が、相川のスイートハニーってことやんな！

「う」

　刹那、土屋の双眸から滝のように溢れ出た涙に、相川はぎょっとして目を見開いた。

「何でまた泣く！」

「う、うれ、うれ、嬉しいから～」

　土屋は懸命に笑いながら答えた。

　一度緩んでしまった涙るい腺せんは、悲しいとか嬉しいとか関係なく、感情の高ぶりそのものに反応するらしい。もう泣きたくないのに、次から次へと涙が勝手に出てくる。

　ニコニコ笑いながらぽろぽろ泣く、という奇妙な事態になっている土屋を、相川はあきれたように眺めた。しかし、形の良いすっきりとした唇に浮かんでいるのは、柔らかな笑みだ。

「まあええわ。泣け。好きなだけ泣け」

「ええの？」

「ええも悪いも止められんのやろ」

「うん。ごめん」

　素直に頷いた土屋は、相川を再び強く抱きしめた。相川は抗あらがうことなく、腕の中に収まってくれる。

　初めて会ったときにも抱きしめた体を、今、また抱きしめることができる。

　しかも今は、腕の中の人も抱きしめ返してくれる。

　自分の幸運と強運をかみしめた土屋は、恍こう惚こつとなった。

「なあ、なあなあ相川。もういっぺん言うて」

「何を」

「マイスイートハニーて言うて～」

「……嫌」

「ええっ、何でっ」

「何回も言うたら値打ちが下がるやろ」

「そんなことないよ～、下がらへんよ～、なあ言うて～、言うて言うて～」

「やかましい！　泣くかしゃべるかどっちかにせえ！」

　体にまわされていた掌が、思い切り背中を叩いてくる。それでも腕の中から逃げようとはしない相川に、土屋は最大限に頰を緩めた。

　俺の相川。

　相川の俺。

　幸せや。めちゃめちゃ幸せや。

「うあー、めちゃめちゃ嬉しい～、嬉しすぎて脱だっ皮ぴしそうや～！」

　ぎゅうぎゅうと抱きしめる腕に力を込めて叫ぶと、今度はバシ、と頭を叩かれた。

「何でやねん！」










　　　　あ　と　が　き







　お楽しみいただけましたでしょうか。

　お楽しみいただけたなら、幸いです。

　漫まん才ざいものを書こうと思い立ったのは、何組かのお笑いコンビの結成話を知ったことがきっかけでした。芸人さんたちのコンビ結成話は、興味深いものが多いのです。すんなり組む人たちもいれば、紆う余よ曲きょく折せつを経へて組む人たちもいます。コンビによって様さま々ざまですが、どの話にも、私は非常に運命的なものを感じました。

　たくさんいる人間の中からたった一人、自分のパートナーを選ぶ。

　……それって、どこか恋愛に似てるような気がする……。

　一瞬、私の妄もう想そう脳（？）に、そんな考えが浮かびました。何しろ妄想脳ですから、どんどんどんどん妄想がふくらみます。そうしてフル稼か働どうした妄想脳から、ぶわあ、と湧わいて出たのが相あい川かわ仁じんと土つち屋や来きたるの物語でした。

　相川仁。この人は、今まで書かせていただいた話に登場した「受」の中で、一番オトコマエのような気がします。もういっそ「攻」になった方がいいのでは、と思ってしまうほどオトコマエなのに「受」な彼を、私は気に入っています。

　土屋来。この人は、今まで書かせていただいた話に登場した「攻」の中で、一番「ヘタレ攻」という言葉が似合うような気がします。しかし同時に、一番強い人かもしれぬ、とも思います。仁とはまた別の意味でオトコマエな彼が、私は好きです。

　そして新にっ田た優まさ勝かつ。実はこの人、雑誌に掲載していただいた当時、仁と土屋をしのぐ勢いの人気者でした。イラストを描いてくださった山やま田だユギ先生にも、好きとおっしゃっていただいた優ゆう勝しょう。私もひそかに気に入っています。彼の弟の一かず虎とらも、ちょろっとしか出ていないわりには人気がありました。恐るべし新田兄弟……。




　ところで、本書は仁と土屋が高校生のまま終了しています。

　この後、二人がどうなったか気になる、と思ってくださった方。

　もしいらっしゃいましたら、しばらくお待ちくださいませ。今年の後半に、文庫まるごと書き下ろしで、本書の続編を出していただける予定です。『何でやねん！　２』を見かけられましたら、お手にとってみてやってください。




　最後になりましたが、お世話になった皆様方に感謝申し上げます。

　編集部の皆様。ご面めん倒どうばかりおかけして申し訳ありません。これからも精しょう進じんいたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　山田ユギ先生。お忙しい中、挿さし絵えを引き受けてくださリ、ありがとうございました。ラフを拝見する度たび、あまりのかっこよさと色っぽさに興奮して、辺りを転げまわってしまいました。いろいろな表情の仁と土屋を見せていただけて、本当に嬉うれしかったです。

　支えてくれた家族。いつもありがとう。

　そして、この本を手にとってくださった皆様。心より感謝申し上げます。これからも読んでくださる方に、少しでも楽しんでいただけるような話を書いていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。もしよろしければ、一言だけでもご感想をいただけると嬉しいです。




　それでは皆様、お元気で。
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